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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　……うにゅう。

　は？　いまのはなんだ、ですか？

　落ち込んでるんですよ、天使様。きまってるじゃないですか。

　がっくりきちゃって、宿題、やる気が出ないから、こうして枕まくらを抱き締めて枕に顔をうずめて、ぐりぐりぐりぐりぐりぐりぐりぐり、おでこを擦こすり付けてるんじゃないですか。

　見てわかんないんですか？

　わかんない。

　そーうですか。ち──天使のくせに。

　いえっ！　なにも言ってません！　言ってませんよ！

　だから、そんな怖い顔で人のこと、天てん井じようの近くから見下ろさないでくださいっ！　怖いんですってばっ！　ほんとにもうっ！

　理由？

　そんなの、きまってるじゃないですか。

　だって──だってもう、二週間！　二週間ですよ！

　信じられない！

　二週間っていったら、一四日！　一ヶ月の半分！　丸い月が半分にかけちゃうくらいの時間ですよ！　そんな長い時間っ、光ひかる君に会ってないなんてっ！

　こんなの地じ獄ごくっ！

　光君が今いま頃ごろ、どんなことされてるのかと考えただけで……だけで……だ、け……きぃ!!

　ごろごろごろ。

　ばたばた。

　は？　埃ほこりが立つから暴あばれるな？

　なんですかっ！　天使様、冷たいですよっ！

　起き上がって指だって差しちゃいますから！　お母さんには、人のこと指差しちゃいけませんって言われてるけど、天使様、人じゃないですし！

　なんかひどいこと言われているような？

　そんなこと言ったって、実際、天使様は天使様で、人じゃないですし。

　……はぁ。

　ちょっと喉のど渇かわいたから、待ってくださいね。

　んぐんぐ……ふぅ。

　え？　今日きようはどうだったのか、って……おんなじですよ、おんなじ。

　今日もやっぱり、光君は学校に来ませんでした。

　終わり。

　……だって、本当にそれだけですもん。

　田た名な網あみさんと那な賀が花はなさんは来てましたけど、今日きようも迎えに行きましたけど、顔も見せてくれなかったし、電話、いっくら掛けても『電源が切れているか、電波の届かないところに──』って声が聞こえて、ちっとも繫つながらないし。メール送っても、全っ然、返信ないし。

　え？　盗とう聴ちよう器き？

　そんなのとーっくに、見つかって壊されちゃいましたよ。もうひとつなんて、買えるわけないじゃないですか。いくらすると思ってるんですか？

　そんなに言うなら、お金くださいよ、お金！

　よこしやがれっ！

　そりゃあ、口だって悪くなりますよっ！

　わたしは天使様のいうとおり、毎日毎日毎日毎日毎日毎日毎日毎日毎日毎日！　那賀花さんたちを尾行してるんですからっ！

　本当にもうっ！　なんであの子はあんなに食べるのよっ。寄るところっていったら、コンビニで、ファーストフードで、ファミレスで、喫茶店で、デパ地下で、回転寿司で、どこに行っても、食事！　食事！　食事！

　ええ、ええ、わかってますよ！　那賀花さんの《大たい罪ざい》は《大食グラトニー》！　食べることが《罪シン》ですものね！

　それはわかってますけどね、天使様っ！

　中学二年生の女子のお小遣いがいくらだか、知ってるんですかっ!?

　わたしは、あの悪あく魔まっ娘こたちと違って、いたって普通な！　どこにだって転がっている、小石を投げたら簡単にあたる、なんの変へん哲てつもない女子中学生なんですから！　こんな、毎日毎日毎日毎日、象みたいに食べる那賀花さんの外食に付き合わされたら、破産ですよ、破産！

　はあ!?

　レストランに入って、なにも頼まないわけにはいかないでしょうがっ！

　わたしはですね、天使様！

『水で結構』

　だなんて、言えません！　そんな恥はずかしいっ！

　とにかくもう、お金ないんですからっ！　明日あしたから尾行はしません！　この一〇日間、見張ってたけど、なんの手掛かりもないし。

　はあ……怒ったら疲れちゃいました。横になりますね。

　まふ。

　この枕まくらの柔らかさ、好きです。

　……ねえ、天使様。やっぱりわたし、影響されてるのかなあ。この頃ごろ、怒りやすくなったかなーって思うし。

　疲れてるんだろう？

　そう思います。気が重いですもん──生徒会長だなんて。

　よかった？　よくありませんよ。

　それはまあ……光ひかる君がもう、生徒会長になることはないから、《高慢プライド》の《大たい罪ざい》を犯さないですむかなーとは思いますけど。でも、実際に生徒会長の仕事が始まったら、放課後、光君を見守ることも難しくなるし。

　生徒会長の仕事って、暇ひまそうに見えて、案外、忙しいみたいですから。

　あ、はい。

　一応、天使様に言われたとおり、光君を『書記』に希望しておきましたけど……肝かん心じんの光君が学校に出てこないんじゃ、どうしようもないですよ。光君が自分で、やります、って届けを出さないと受け付けて貰もらえないんですから。

　……ねえ、天使様。

　本当に、どうしちゃったんだと思います？

　やっぱり、悪あく魔まっ娘こたちが選挙違反してたのを、全校生徒の前でばらされちゃったのが、ショックだったのかなあ……。

　え、それはない？　光君はあのとき《堕落ダウンフオール》していたから、《浄じよう化か》された時点で忘れている、ですか。

　……そうか。そうですよね。

　今回、みんなは覚えてますけど、光君自身は、覚えていないんですもんね。それは理由にはならないか。

　じゃあ、いったいどうしてなんだろう？

　…………。

　……。

　考えられる可能性がある？　なんですか、それって。え？　そりゃあもちろん、光君を助けるためなら、なんだってしますけど……。

　あ。

　アレは別ですよ？　アレだけは別の話ですからね！

　あとで、なんだってするって言っただろう、なんて言われても困っちゃいますから、それだけは先に言っておきますからね。

　な、なに、舌打ちしてるんですか！　やっぱりそのつもりだったんですね！

　う──

　そ、それはわかってますよ……。

　光君を究極的に救うには、あたしが光君とち、ち、ちちちちちちち──ぎる、しかないってことは！　本当にもう、繰り返し聞かされたことですからっ。

　はー……暑い。

　もう冬も近いのに、こんなに暑くさせて、ひどいです天使様。

　──突っ込まないんですか？　ほら、いつもだったら、えっちっぽく……ま、まあ、いいですけど。

　え？

　あ、はい。

　お父さんとお母さんは、明日あしたから旅行に行きますけど、それがなにか？

　ええまあ、夜も外出できますけど……えっ!?　忍び込め!?

　って、もしかしてあの教会にですか!?

　他ほかにどこがある、って、そ、それはそうですけどっ！　わたし、平凡なただの女子中学生ですよっ!?　どろぼーさんみたいな鍵かぎ開け技術とか持ってるわけじゃないですし、運動神経だって人並み以下で──ほら！　見てくださいよ、ほら！

　おでこに絆ばん創そう膏こう！

　ほとんどトレードマークみたいになってるんですから！　こんなわたしが、あんな、いかにも難なん攻こう不ふ落らくっぽい悪あく魔まっ娘こたちの住すみ処かにたった一人で乗り込むなんてできるわけないじゃないですか！　捕まったらどう言い訳すればいいんですか！　絶対捕まるしっ！　天使様にこきつかわれてるってわかったら、きっと帰ってこれないしっ！

　……はぁはぁはぁ。

　わかってますよ。

　光ひかる君を《地じ獄ごく》に墜おとすわけにはいかないですもん。やれって言うならやりますけど。

　なんだその手は、って。

　きまってるじゃないですか──って、お駄だ賃ちんじゃないっ！　大体この五〇〇円、わたしのじゃないですかっ！　そうじゃなくて、だったら、武器のひとつでもくださいって言ってるんですよ！　ほら！　《天使のキユーピツド弓矢ズアロー》とか！

　まだ？……そうですか。まだ、新しいのできてないんですね。

　じきにじきに、ってずいぶんかかってますね。え？　大天使の中に、光君を救うことに反対の奴やつもいるから、ですか？

　ふぅん。

　天国もいろいろあるんですね。どうせ話してくれないんでしょうから、詳しくは聞きませんけど……でも、天使様には感謝してますよ？

　やだなあ、そんな人を疑うような目で見て。

　本当ですってば。

　だって、そうじゃなかったら、光君、あっという間まに《堕落ダウンフオール》しちゃっただろうし。わたし以外の女の子が、光君とその……そういう関係になるのって、すごく、すごーく、いやだし。

　だから、頑がん張ばりますよ？　うん。

　光ひかる君を《堕落ダウンフオール》なんかさせません！　絶対に！　なにがなんでも！

　大丈夫ですよ！

　だって──




　──《愛あい》の力は、世界で一番強いんだもん！
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　明あけ星ほし獅しぃ子こは寄宿舎の地下に新設した部屋で、ツインテールにしたブロンドの髪の一房を指に巻き付けては解ほどきして弄もてあそびながら、じっとモニターを見つめていた。小さな、画面サイズでいえば約三型。白黒の、しかし解かい像ぞう度どだけは高く、細部までくっきりはっきりと見ることができる、特別なものだ。

　それが、周りに十数台。

　ここにいれば、東京都・千ち代よ神がみ宿じゆく区にある、外から見る限り、いまはほとんど廃はい墟きよとしか見えない教会の、敷地すべてが監かん視しできる格好になっている。

　少し前までは、現在の半分ほどの数のモニターを設置して、かつては修しゆう道どう士しの寄宿舎であった建物を改造した一室で、その内部のみを監視していたに過ぎなかった。

　だが、千代神中学生徒会選挙で、《敵てき》の存在がほぼ明らかになったのを受けて、大急ぎで規模を拡大したのだ。

　正直、一人でこれだけの数のモニターを監視するのは楽ではない。二四時間態勢では体が保もたないし、昼間は仕事だってある。獅ぃ子は一六歳だが、すでに複数の会社の影のオーナーとして毎日忙しく仕事をしているのだ。

　それを、親の七光り、と言う者もいる。

　なぜなら獅ぃ子は、『妊娠検査薬から遺産相続の手続きまで。人生の総合商社』を掲かかげる複合企業《ヴィーナス・グループ》、その総そう帥すい、明星虎とら一いち郎ろうの一人娘だからだ。

　最初はもちろん、そうだった。

　幼くしていくつかの会社の社長に就任したのは、親の力であったし、人の上に立つということを早いうちに覚えた方がいい、という父の考えによるものだ。

　だが、そんな社長に誰だれが付いてこようか。自分が人形、お飾りであることに気付くのに時間などかからない。

　そしてそれは、耐たえ難がたいことだった。

　なぜなら獅ぃ子の《大たい罪ざい》は《高慢プライド》──見下されることほど、腹に据すえかねることはない。かといって、これを親の力でどうにかしたのではますます見下されるばかりで、なんの状況の改善にもならない。

　そこで、獅ぃ子は自らの力で起業した。

　もちろん法律的にどうにもならないこともあるので、そこは、かつて自分がされたことを応用して表向きの代表を立てて、自らの会社を作った。もちろんすべての会社が初めからうまくいったわけではない。しかし現在、獅ぃ子が一から作った会社のうちの数社は、グループの中でもかなりの売り上げを誇ほこっている。

　そんな会社の社長なのだから、暇ひまではない。毎日、いろんなことをきめる会議がある。人と会う必要もある。革かわ張ばりの椅い子すにふんぞり返って、部下が勝手に仕事をしてくれるのを見ているだけ、などということは絶対にない。

　社長とは会社の脳。

　もちろん体と同じく、考えなくても勝手に、会社もある程度は動いていく。だが、それではよくて現状維持。悪くすれば停滞する。より高みを目指すには、常に自ら動き、仕掛けなくてはならない。

　そしてそれは、ここでも同じだ。

　人に転てん生せいした悪あく魔ま神しん──現在は千ち代よ神がみ中学二年の一四歳の少年、神かみ代しろ光ひかるを堕だ落らくさせるために集つどった七人の《罪人シナー》たち。

　天使の策さく略りやくによって人間に転生させられた光に、キリスト教にある《七ななつの大たい罪ざい》を犯させることで、再び地じ獄ごくへ呼び還かえす──それが、獅しぃ子こたちの『使命』なのだが、正直、もう少し使える連中だったらいいのに、と本心では思わなくはない。が、期待しても仕方がない、と最近は諦あきらめていた。

　人にはそれぞれ《適性》というものがある。《罪人シナー》の場合、それぞれの《罪シン》に縛しばられての行動が強く、こうした監かん視しには向かない連中ばかりだった。

　たとえば、田た名な網あみ久く美み。

　光と同じクラスの久美は《憤怒ラース》の《大罪》に縛られている。その《罪シン》のせいで、堪こらえ性しようがなく、怒りっぽく、こうやってただ椅い子すに座ってモニターを監視するなど、もっとも苦手とするところだろう。

　そして、那な賀が花はな美み巳み。

　やはり光と同じクラスの美巳の《大罪》は《大食グラトニー》。常になにかしら食べていないと気がすまない彼女の集中力は、なにをしていても八割は《食》に削そぎとられてしまっている。モニターの前に座っていても、意識は口だ。

　ならば、鏡かがみ倉くら子こ。

　彼女はどうかといえば、獅ぃ子より年がひとつ下の倉子は《強欲グリード》の《大罪者》で、金銭への執しゆう着ちやくが強い。一五歳にして株にどっぷりとはまっている倉子は、証しよう券けん取とり引ひき所じよが開いている間は、まあ使いものにならない。そこが閉じても、海外の市場でも取引を行っているので、夜はまだましになるとはいっても、遺い漏ろうなく監視をすることは無理だった。

　では、牧もく鷹おう羊よう子こは。

　一七歳の現役のグラビアアイドルの《大罪》は《邪淫ルスト》で、普段から数台のカメラに気を配ることには慣れており、監視に問題はないように思えた。が、撮るのと、撮られるのとは、別物らしい。監視を任せても、観みるのは光が映っている一台のみで、それではとても《監視》とはいえなかった。

　荒あら縁ぶち棕しゆ櫚ろ。

　これはもう問題外だ。彼女の《大罪》は《怠惰スロース》。やる気なし。呼吸するのだって本当は面めん倒どうくさいんだ、と言ってはばからない一四歳である。そんな人物に、モニター監視なんて無む茶ちや無む謀ぼう無む為いだ。犬の方がまだ役に立つ。

　あとはもう、宇う美み野の巳み和わ、一人。

　任せるなら、七人の《大たい罪ざい者しや》のうちでは一三歳ともっとも年が下の彼女しかいない。《嫉妬エンヴイ》の《大罪》は他の《大罪》に比べると、《高慢プライド》と同じく、普段の行動にあまり影響が出ない。獅しぃ子こよりも少ないくらいだ。

　──が。

　実際のところ、たとえ他ほかに任せられる相手がいたとしても、本当にその役目を譲ゆずるのか、と言われれば。それは、否いなだった。この監かん視しは自分にしかできない、自分だからできる、とすでに、獅ぃ子は思ってしまっていた。

　他の誰だれかに、自分のしていることができると認めるなど、絶対にできない。認められるわけがない。《高慢プライド》が、それを許さない。

　指を伸ばし、絡からめた髪を解ほどいた。毛先がぱたぱたと頰ほおを打つ。

　それを感じながら、

（結局、あの子たちは、わたくしがいなければなにもできないんですわ。まったく、ほんとうにもう、仕方のない連中ですこと──仕方がないですけれども）

　獅ぃ子は、ふふん、と微笑ほほえんでモニターを見つめた。

　白黒のその画面には、光ひかるの部屋が映し出されている。元は寄宿舎であった、その二階。廊下の一番奥だ。

　他の少女たちは、引っ越してきたときにそれぞれ、自分の趣味に合わせて大幅な改造を行ったのだが、光はほぼそのままの状態で使っている。実にシンプル。その極きわみのような部屋。ベッドに机にクローゼット。窓は小さなものがひとつ。カーテンは元から付いていたものを洗った再利用品だ。

　そんな部屋の、クッションなど望むべくもないベッドに、光は座り込んでいる。

　といっても、単に腰を掛けているのではなく、ベッドに上がって足を投げ出し、壁に寄りかかるようにしてうつむいている。投げ出されているのは足ばかりではなく両腕もで、体はすっかり弛し緩かんしているように見える。

　誰も、染めてるのだろうなどとは疑わない天然のキャラメルカラーのさらさら髪で、顔は隠されてしまっている。だが、想像はつく。きっと、朝、様子を確認しに行ったときの表情、そのままだろう。

　ぼうっとした、弛緩したような顔。声を掛けても生なま返へん事じしかしない、声を出すのも面めん倒どうだといった、無気力な様子。それは、こちらが望んだ姿とはいえ、多少、憐あわれを誘さそわなくはない。

　あんな風に光がなってしまったきっかけは、約二週間ほど前に行われた、千ち代よ神がみ中学の生徒会長選挙だ。

　光はそれに立候補し、唯ゆい一いつの対立候補であった白しら鳥とり愛あいと論戦──というほどのものではないが──を繰り広げ、ほぼその地位を手しゆ中ちゆうに収めたと思ったところで、何者かの妨ぼう害がい工作によって落選してしまった。

　まあ、目的は光ひかるに《高慢プライド》の罪を犯させて《堕落ダウンフオール》させることであり、生徒会長職自体にはなんの未練もない。時間にして僅わずか数分のことであったとはいえ、一応、成功した。

　光は《堕落ダウンフオール》し、高こう慢まんになり、熱狂した生徒たちを見下し、

「──俺おれを讃たたえろ！　愚ぐ民みんどもっ!!」

　と言い放ったのだ。

　生で見ることはできず、学校の駐車場に停とめたバンの中で、獅しぃ子こはその様子を見守っていたのだが、髪の毛を逆さか立だてた光の姿は、ぞくぞくするほど雄お々おしかった。

　だがそれは、どこからか一いつ斉せい送信されたメールによって、瓦が解かいした。千ち代よ神がみ中学の生徒会長選挙は、生徒全員に渡される携帯電話からの電子投票によって行われる。その携帯に、獅ぃ子たちが行った裏うら工こう作さくの事実が、暴ばく露ろされたのだ。

　文化祭の後夜祭のときと違って、生徒たちは興奮はしていたが、《堕落ダウンフオール》はしていなかった。それゆえ熱狂は一気に冷め、その反動であるかのように、選挙会場であった体育館は、光を責める声で揺ゆれた。

　遮さえぎるように、守るように緞どん帳ちようを下ろしたのは、どうやら白しら鳥とり愛あいであったらしい。

　その直後、光は《浄じよう化か》作用を起こして《堕落ダウンフオール》状態から脱却し、いつものように気を失った。その彼をバンに乗せて廃はい教きよう会かいに戻り、獅ぃ子たちは起きるのを待ったのだが──目覚めた光の様子は、まさに魂たましいが抜けたような状態だった。

「光様？」

　と呼び掛けても、ほとんど反応がなく、せいぜいが目を動かす程度。その日は、そのまままた眠ってしまい、次に目覚めたときには、「うん」、「はい」、くらいの返事はするようになったが、それだけだった。

　まさしく、糸の切れたマリオネット。

　支ささえれば歩くことはするが、本当はそんなこともしたくはないんだ、といった様子で、手を放せば廊下だろうがどこだろうが、座り込み、寝そべってしまう。

「しっかりなさいませっ！」

　イライラして、獅ぃ子が思わず怒ど鳴なりつけても、光はどこか悲しげに、はああ、とため息をつくばかりで、なんとなくいじけたように横になったまま。

　食事も、口の前に持っていきさえすれば食べるが、自分から箸はしやスプーンを持つようなことはしない。

　これには《大食グラトニー》の《大たい罪ざい》を光に犯させなくてはならない使命を持つ、美み巳みが困った。

　現状、獅ぃ子たちは、光がいやがることはできないからだ。

　口元に差し出せば差し出すだけ食べてくれるのなら、なんの問題もないのだが、光はいま、おそらく満腹になる前に食事をやめてしまっている。

　その理由を、

「口を動かすのが面めん倒どうになるんだ」

　と、説明したのは、光ひかる自身ではない。棕しゆ櫚ろだ。

　光の様子がおかしくなって二日目、つまり現在から一二日前に、彼女は食堂で、だらけた様子で椅い子すに腰掛けて、口についたケチャップを拭ぬぐおうともせずに、またうとうととし始めた光を見て、そう言った。

「どういうことですの、棕櫚」

「つまり、さ」

　棕櫚はボーイッシュな顔に笑えみを浮かべて髪を搔かき上げ、一同を見回した。平へい素そから男だん装そうを好む棕櫚は、仕し草ぐさもどこか男の子っぽい。

「光様はいま、《大たい罪ざい》を犯している最中なんだよ。ボクの《罪シン》──《怠惰スロース》のね」

　そう言われ、一同は光を振り返った。

　その説明であれば……光の様子に納なつ得とくがいかなくもない。口を動かすことも億おつ劫くうだという以上の《怠たい惰だ》さがあろうか。光の姿は、まさしく《怠惰スロース》だ。

　しかし、どうして？

　その疑問は残る。いつ、仕掛けたというのか。

　光に《大たい罪ざい》を犯させようと思えば、きっかけがいる。美み巳みの《大食グラトニー》のときは新しん宿じゆくでの食べ放題。倉くら子この《強欲グリード》の場合は競けい馬ば、といった風に。獅しぃ子この《高慢プライド》は犯させるのが難しく、ほとんど一発勝負で生徒会長選挙を利用し、現役のアイドルを呼んだりして大掛かりに仕掛けを行い、光を《堕落ダウンフオール》させた。

　だが、棕櫚は？

　彼女は、《堕落ダウンフオール》の罪の名のとおり、なにもしていない。いつ、光にそんなきっかけを与えたというのか？

「どうやったんだよ？」

　その日、疑問を口にしたのは久く美みだった。彼女は一五〇センチアンダーと背が低く、髪もショートカットで乱暴者で態度も粗そ暴ぼうだが、それでも、第一印象が『洗練された男の子』という棕櫚とは違って、一応は、女の子だとわかる。その格好が上下、ジャージ姿だったとしても。

「光様がこんなになるなんて──まさか、変な薬とか使ったんじゃないだろうな？」

　そうだったら許さない、と久美は言げん外がいに言っていた。

　同感である。

　光は、罪を犯さねばならない。犯させられるのでは駄だ目めなのだ。同じようで、この二つは大きく違う。なにより大切なのは、自分の意志で罪を犯すこと。薬物を盛られてそれでやる気がなくなっても、それは《怠惰スロース》の罪を犯したことにはならない。

　すると、棕しゆ櫚ろはくっと笑った。

　久く美みの顔色が変わる。怒りの《沸ふつ点てん》が異様に低い彼女は、いつでも飛び掛かれるよう、リングネームの《サー・アイスキャット》の名のごとく、かかとを軽く上げ、猫のように背を丸めて目を眇すがめた。

「まあ、待ちなよ」

　微笑を絶やさず、棕櫚は手を上げて牽けん制せいした。

「そんなはずはないだろう？　ボクは《怠惰スロース》の《罪人シナー》だよ？　怠たい惰だがどういうものかは世界人類の誰だれよりもよく知っている。君が怒りのなんたるかを知り抜いているように、ね。光ひかる様の《大たい罪ざい》にならないことを、どうしてボクがやると思えるんだい？」

「じゃあ、どうやったんだよ」

「それは企業秘密──と言いたいところだけど、まあ、いいさ。教えてあげる──といってもこれはボクの発案じゃないから、考えた当人に説明をお願いするよ。面めん倒どうだしね」

　そう言うと、棕櫚は手を上げてだるそうに一人の少女を招いた。

「──巳み和わ、頼むわ」

「……はい」

　そう言って、皆みなの一番後ろから、巳和は前に出た。

　黒いジャケットに黒いロングスカート、黒いソックスに黒いスリッパ。全身黒尽ずくめで、ほっそい腕に、ボタンでできた目がとれかかったテディベアを抱いている。

　巳和は音もなく棕櫚の脇わきに移動すると、ワンレングスにした髪の、覗のぞいている方の瞳ひとみで下から舐なめるように皆を見回した。

「あなたが？」

　獅しぃ子この言葉に、巳和はこっくりと頷うなずいた。

「……光様が《怠惰スロース》に陥おちいった原因……それは、生徒会長選挙での敗はい北ぼくです。あれは──あらかじめ予測されていた結果でしたから」

　ぴく、と獅ぃ子は自分のこめかみが震ふるえるのがわかった。敗北が予測されていた？

「それは……どういう意味ですの？」

　声まで怒りで震ふるえないように堪こらえながら、獅ぃ子は訊きいた。そんなはずはない。あの選挙戦は勝てた選挙であり、勝つべく動き、そして事実、勝ったのだ。そのあとで、予想外の出来事があったけれども──まさか。

「……いいえ、あれは違います」

　巳和は獅ぃ子の考えを読んだかのように、先回りをしてそう言った。

「あのメールを流したのは、わたしじゃありません。似たようなことは考えていましたけど、あそこまでやろうとは思っていませんでした。光様に、あんな風に恥はじをかかせるなんて……ありえない」

　獅しぃ子こは巳み和わを静かに睨にらんだ。が、揺ゆるがぬその瞳ひとみに、噓うそはないと思えた。

「……ですけれど」と巳和は続けた。「光ひかる様の当選、そして当選無効、の流れはわたしの考えていたとおりのことです。ショックは落差が大きければ大きいほどあとを引く。生徒会長選挙は、自らの意志で人の上に立とうとした、初めての行動。一いつ旦たんは手が届いたそれを奪いとられたそのショックで、光様の気力はほぼ、根こそぎ奪われる。あとに残るのは──」

「なにもする気が起こらない、抜ぬけ殻がらのような心さ」

　と、棕しゆ櫚ろがあとを引きとった。

「これこそ《怠惰スロース》じゃないか！　光様は真ま面じ目めだからね。のんびりしようと思っても、のんびりする『努力』をしてしまうだろう？　それじゃあ、少しも《怠惰スロース》じゃない。《怠惰スロース》なふりをしているだけだ。それじゃあ駄だ目めだ。意味がない。で、ボクたちの中じゃ一番こういうことを考えるのが得意な巳和に、頼んだってわけ」

「いつ──思いついたんですの？」

「……千ち代よ神がみ中学の生徒会長選挙の候補者募集のポスターが、校内に張り出された頃ころに。だけど、成功に確信があったわけじゃないです」

「つまり」ちら、と獅ぃ子は棕櫚を見た。「あなたがわたくしに持ち掛けた、光様を立候補させて《高慢プライド》の《大たい罪ざい》を犯させるという案、それ自体が、あなたの《怠惰スロース》の《大罪》を光様に犯させるための布ふ石せきだった……そういうわけですの？」

「まあね」

「ぬけぬけと……」

　怒りが熱く、腹の奥で渦うずを巻くのがわかった。

　自分の弟である黒くろ島しま竜りゆう一いちを、光のやる気を出させる呼び水にしようと考えたのも、おそらくは巳和だろう。実際に指示したのは獅ぃ子だが、計画を持ち掛けたのは棕櫚。そして立案したのは巳和に違いない。

　光が立候補を決めたのは、竜一への対抗心。対抗心も一種の嫉しつ妬となのだから、その時点で気付くべきだった。巳和の《大罪》は《嫉妬エンヴイ》。成功を確信していたかどうかはわからないが、煽あおるのもお得意だろう。

　これは、屈くつ辱じよく以外の何物でもない。

　この明あけ星ほし獅ぃ子が、他人の策さく略りやくに利用されるなんて！

　怒りで眩暈めまいがした。

　後ろに立つ、燕えん尾び服ふくにラバーマスク、という変態チックな格好をした大男の《赤せき兎と》が、獅ぃ子の怒りに連動して息を荒くするのがわかった。

　それに気付いてか、巳和の顔色が変わった。

　瞳を伏せ気味にして、ぎゅっとテディベアを抱き締める。こぉ、とそのテディベアの口が微かすかに開き、その奥にぎらぎらした小さな牙きばのようなものが覗のぞく。

「まあ、そう怒らないでよ、獅しぃ子こ。──巳み和わも」

　棕しゆ櫚ろは相変わらず気持ちのこもっていない微笑を浮かべたまま、両手を上げた。すると、二人の間に生まれた、なんとも形容しがたい冷たい雰囲気が拡かく散さんした。

「いいじゃないか」

　手を下ろさず、油断なく、棕櫚は、獅ぃ子と巳和を交互に見た。

「光ひかる様は、一いつ時ときとはいえ《高慢プライド》の《大たい罪ざい》を犯されたんだ。生徒会長選挙がその手段として有効だということは獅ぃ子、君も認めたことだろう？　光様が現状、自分の力で手にすることができる最高権力。それは生徒会長だ。──けどね、本当に生徒会長になられたら、それはボクが困るんだよ。光様の性格なら、絶対にいい加減な仕事はしない。《高慢プライド》と《怠惰スロース》の《大たい罪ざい》を並び立たせようと思ったら、巳和の案しかなかったと思うけど？」

「…………」

「君の《大たい罪ざい》は《高慢プライド》だからね。腹が立つ気持ちはわかるよ。だけどここは光様のため、そしてボクら全員のために、その怒り、吞のみ込んではくれないかな？　ボクらの目的は、光様に《七ななつの大たい罪ざい》を犯させることだろう？　頼むよ」

　棕櫚は両手を顔の前で合わせて拝おがむようにし、しっかりと片目を瞑つむって見せた。口元には相変わらず軽けい薄はくな笑えみが張り付いている。

　ため息をついて、獅ぃ子は怒りを引っ込めた。

　無論、納なつ得とくがいったわけではない。自分が利用されたなど、本当なら悶もん死ししてもおかしくないほどの屈くつ辱じよくだ。しかし、それも光様のため。そう考えれば耐たえられる。胃に、ひとつふたつくらいは、潰かい瘍ようができるかも知れないけれども。

「巳和」

　獅ぃ子は彼女を睨にらみつけた。他ほかはどうあれ、これは確認しておかねばならない。

「本当に、あのメールについては知らないんですのね？」

　はっきりとすぐに、巳和は頷うなずいた。

「……わたしが考えていたのは、当選後に職員会議で不正が発覚して、当選が取り消しになる方法でしたから。あんな……光様に恥はじをかかせるような真ま似ね、いくらわたしでもやりません」

　それを聞けば十分だった。

　つまり、自分たちに敵対する連中がいる、ということだ。その目的は、まず間違いなく、光を《堕落ダウンフオール》させないことだろう。

　その翌日から早さつ速そく、獅ぃ子はここ、この廃はい教きよう会かいの監かん視し強化に着手した。といっても、光に疑念を──いまの状態ではそんな心配もいらないようではあるが──抱いだかせぬよう、傍はた目めにはなんら変わらず、だがいろいろな『仕掛け』を施ほどこした。

　まずは、敷地すべてを囲む塀へいに高圧電流を流したワイヤーを敷ふ設せつ。触れようものなら、感電死はしないものの気絶は免まぬかれない威力である。他ほかにも、蔦つたに紛れさせて、暗あん視し機能付き監視カメラと、センサーを各種。現在、庭には、ある物を撒まくための放水装置を取り付け中だ。

　そして、それらを統とう括かつする部屋を、寄宿舎の食堂の地下にシェルターを埋め込む方法で設置した。五〇〇キロ爆弾の直撃を受けてもびくともせず、中への衝しよう撃げきも十分に減げん衰すいさせる構造になっていて、水と食糧も一〇日間は備び蓄ちくできる。杞き憂ゆうだとは思うが、いざというときのために獅しぃ子こは、できる限り常じよう駐ちゆうするようにしている。

（ん……？）

　モニターのひとつに警告表示が映し出され、獅ぃ子は椅い子すを回した。

　廊下が映っている。寄宿舎の二階。獅ぃ子たちの部屋がある、その廊下に備え付けられたカメラが、人間の姿を捉とらえていた。

　バスローブ姿の少女が二人。

　一人はストレートのロングヘアで、身長は一七〇センチはある。スリッパをぺたぺたさせながら歩くその動きは、どこかくねくねとしていて、お尻しりの動きがなにかいやらしかった。

　こんな歩き方をするのは、獅ぃ子が知る限り、一人しかいない──羊よう子こだ。

　現役のグラビアアイドルで、『モック』という愛称で呼ばれ、相当人気がある。雑誌のグラビアの仕事が主だが、この冬からはＴＶにも露ろ出しゆつしていく計画とのことだ。

　獅ぃ子の経営する海外下着の輸入販売カタログでもモデルをして貰もらっている。羊子を支持するターゲットとはユーザーが異なるが、それを差し引いても、海外の下着が似に合あう、見事なプロポーションをしているのだ。

（さすがは《邪淫ルスト》の《罪人シナー》というところですわね）

　分厚いバスローブの上からでも、いやらしさを滲にじませている。

　それと比べると、後ろを付いていく少女は、その欠片かけらもない。同じ丈たけのバスローブの裾すそを引きずるように歩いているのは、巳み和わだ。ローブと一緒にテディベアも引きずっていて、空いている手は羊子に引かれている。その羊子のもう一方の手には、湯気の立っているバケツが提さがっている。

　あの二人は昔からの知り合いで、仲がいい。獅ぃ子と棕しゆ櫚ろの関係に近い。久く美みと美み巳みも仲がいいが、こちらの二人はここで知り合ってからの仲だ。

　羊子たちは廊下の一番端はしまで行くと、そこで立ち止まった。光ひかるの部屋の前である。獅ぃ子はちら、と部屋の中の様子を映し出しているモニターを見た。光は変わらず、ベッドに両手両足を投げ出して座ったままだ。

　巳和は羊子の手を放すとノブを摑つかんで回し、扉とびらを引き開けた。獅ぃ子は椅子を回して部屋の中の映像を映すモニターに向き直る。特に見張っている必要はないかも知れないが、一応、用心のためだ。巳和はともかく、羊子が暴走しないとは限らない。

　これから行われることは、彼女の《罪シン》を刺激するのに十分だからだ。

　かといって、他ほかの誰だれかに、と考えても、買ってでるのは羊子だけで、他にはいないのが現状だ。久く美みと美み巳みは学校に行っているし、倉くら子こはといえば、一応後ろで、システムのチェックをしてくれているが、あくまでメインは株の取引だ。パソコンを放さないとできない作業に、縦に首を振ることはないだろう。

《怠惰スロース》の棕しゆ櫚ろは、端はなから問題外。どうせ役に立たないのだから自分の部屋に行っていてほしいと思わなくはないが、好きなところ、主に獅しぃ子このそばでだらだらするのが好きらしく、いまもいまで、後ろのテーブルに突つっ伏ぷすようにしてごろごろしている。

　獅ぃ子自身もこうして監かん視しの仕事があるという状況では、やりたがる羊よう子こに任せるしかない。巳み和わを付けているのは、せめてものリミッター代わりだ。

　二人は光ひかるの部屋に入ると、まず、バスローブを脱いだ。

（……とても、わたくしにはできませんわ）

　ため息をつき、獅ぃ子は首を振った。

　羊子も巳和も、その下は極小のビキニ姿である。羊子は胸の大きさが九五センチもあるので、なんだか紐ひもで吊つっているような感じだが、巳和の方は逆にほとんど膨ふくらみもないので、水着が引っ掛かりを探しているような印象がある。

『光様～♪　それじゃあ、脱ぎ脱ぎしましょうね～♪』

　歌うように言って、羊子はベッドに上がると光のフリースの裾すそを摑つかんで、一気に引き上げた。あっという間まに脱がされてしまい、男の子にしては白い肌があらわになった。白黒モニターでもそれは際きわ立だっていて、眩まぶしいほどだ。光はまったく抵抗しようとしない。というよりも、なにをされているのか気付いていない。

　ベッドの脇わきで巳和が、手ぬぐいをバケツのお湯に浸ひたして絞しぼる。それを受けとると羊子は、体をやけに密着させながら、光の体を丁てい寧ねいに拭ふき始めた。

　風ふ呂ろに入る気力のない光の、これが入浴代わりである。さすがに髪の毛は拭くだけというわけにはいかないので、二日に一度は美巳にも手伝わせて洗髪を行うが、今日きようは拭くだけの日だった。最初、獅ぃ子は、

「《怠惰スロース》の《大たい罪ざい》を犯させるなら、放ほうっておいた方がいいんじゃないんですの？」

　と言ったのだが、それでは駄だ目めなのだという。

「不快感が我が慢まんの限界を超えたら、自分でなんとかしようと思っちゃうからね」

　そう、棕櫚は言った。

「だから適度に、それを除いてやる必要があるんだよ。同様に、与える必要もある。適度な食事。適度な刺激。適度な快楽。求めさせては駄目だ」

　羊子のあの格好も、だから、無意味ではないらしい。

　なにもしない退屈というものは、慣れていないものには耐たえ難がたいものらしい。たった一分が一〇分にも、一時間にも感じられるという。それを和やわらげるための、あれは、ひとつの手段だというのだ。

　ついでに性的な刺激も与えて、羊よう子この《大たい罪ざい》である《邪淫ルスト》の蓄積も行っちゃおう、ということで、いま、あの二人は極小のビキニという格好で、体を押し付けながら、光ひかるの体を温かい濡ぬれタオルで拭ふいているのだった。

（うらやましい……と、少しぐらいは思わなくもないですけれど？）

　モニターの中で揺ゆれる羊子の胸を見て、獅しぃ子こはそっと、棕しゆ櫚ろに気付かれないように、自分の胸に触れた。膨ふくらみ加減は巳み和わといい勝負だ。一三歳、と三つ若い分、巳和の方が成長の可能性がある、と思えなくもない。

（わたくしの《罪シン》には、関係のない話ですけれど）

　たとえ大きかったとしても、光に罪を犯させる道具としては、使いようもない。それでも、海外の下着などを扱っているとときどき、素す晴ばらしいものに出会うことがある。が、残念ながらそうしたもののほとんどは大人用で、獅ぃ子に合うサイズはなかった。

（まあ、どうでもいいですけれ──!?）

　ぼんやりとモニターを見ていた獅ぃ子は、咄とつ嗟さに手を出して画面を押さえた。

『じゃあ、下も脱ぎましょうね～♪』

　そう言って、羊子が躊躇ためらいもなく光のズボンを、パンツごと脱がしたからだ。

　危あやういところで見ずにすんだ。

　別に汚いとか、そういう理由ではない。そんなことは絶対にない。

　単に──恥はずかしいだけだ。

　羊子はズボンを無造作に放ほうり捨てると、わあ、とうれしそうな声を出した。巳和は隣で顔色ひとつ変えずに、じいっと一点を凝ぎよう視ししている。

『こっちも拭き拭きしましょうね～♪』

　手に隠れたその向こうで、羊子はあれこれ動いている。なにをしているのかは見えない。いや、もちろん体を拭いているのだろうが、ついでにそうじゃないこともしている気がする。なにしろ羊子の《罪シン》が《罪シン》だ。

『ほら、見て見て、巳和ちゃん♪』

『……意外と伸びますね』

『そうなのー。ほら、こっちも見て。動くの。おもしろいでしょう？』

『……なんだか、中になにかが潜ひそんでいるみたいです』

『でしょ～？　ほら』

『……あ、縮んだ』

　やれやれ、と呟つぶやく声が背中に聞こえた。棕櫚だ。

「あまりやりすぎると、光様がやる気になっちゃうからやめてほしいんだけどなあ」

　そのとおりだ。

　光はまだ《怠惰スロース》の罪で《堕落ダウンフオール》をしてはいない。最後のひとつである《堕落ダウンフオール》の《大たい罪ざい》を犯したとき、光ひかるが悪あく魔ま神しんルシファーへ転てん生せいするかどうかは未知数だったが、犯さなくてもよいというものではなかった。

　獅しぃ子こは身を乗り出すと、細い、フレキシブルにヘッドが動くマイクを摑つかんだ。

「──羊よう子こ！　巳み和わ！　いい加減になさいませ！　とっととそれをすませて、戻ってくるんですわ!!　委員会の時間ですわよっ!!」

　白黒モニターの向こうで、羊子は首を竦すくめた。巳和は、平へい素そと変わらぬ表情で振り返ってカメラを見る。どうして怒ど鳴なられたのかわからない、といった顔だ。

「よくって!?　光様は玩具おもちやじゃありませんわよ！　それに、構かまいすぎると光様が《堕落ダウンフオール》から抜け出してしまうかも知れない、と棕しゆ櫚ろが言っていますわ！　邪じや魔まをするつもりなら、許しませんわ！」

『わかってるよ～』

　羊子はほっぺたを膨ふくらませると、手てぬぐいで残りの部分を拭ふき、床に放ほうり捨てたズボンを拾い上げると、中からブリーフを取り出して胸の間にねじ込んだ。代わりにクローゼットから新しいブリーフを取り出し、手に隠したその向こうでごそごそと動く。ズボンを穿はかせたのだろう。裾すそが覗のぞいている。

　獅ぃ子はほっとして、そろりと手を放すと──

「ぎゃ！」

　思わず声を上げてしまい、突くようにモニターを再び押さえた。なぜなら、光がズボンとパンツを穿いていたのは腿もものところまでで、肝かん心じんな部分は生まれたままだったからだ。

「よよよ羊子っ！」

『あははは～、ひっ掛かった～ひっ掛かった～♪』

　ぷるんぷるん胸を揺ゆらしながら、羊子は光の周りを本当に楽しそうに飛び跳はねた。動く胸の様子を、巳和がじっと見ている。

「い、いい加減になさいませっ！　悪戯いたずらがすぎると許しませんわよっ！」

　怒鳴った途と端たん、喉のどに痛みが走って、獅ぃ子はむせ返った。咳せき込み、口を押さえた手を覗き込んで、顔を顰しかめた。血が付いている。どこか切れたらしい。

（まったく！）

　しかし、その血のおかげで冷静になれた。

「早くなさい」マイクに向かって、本気を込めて獅ぃ子は言った。「わたくしは久く美みとは違いますけれど、それでも我が慢まんには限界がありますわ」

　すると、羊子は踊るように飛び跳ねるのをやめ、手早く、今度は本当に光に服を着せると、自分もバスローブを羽は織おって腰のところを紐ひもで縛しばり、バケツを手にした。巳和も隣でそそくさと同じようにバスローブを着て、床に転がしてあった、大事にしているのかしていないのかわからないテディベアを拾い上げると、羊子の手を握って、カメラからフレームアウトした。

　別のカメラが、廊下に出てきた二人の姿を捉とらえる。ため息をついて、獅しぃ子こは椅い子すに背中を預けた。本当に、疲れる。

「──《赤せき兎と》、紅茶」

　獅ぃ子は指を鳴らしてそう命じた。巨きよ漢かんの燕えん尾び服ふくの男はラバーマスクの下で、こふー、と苦しげな呼こ気きで返事をして、すぐに、シェルターに備え付けられた小さなキッチンに向かい、紅茶の準備にかかる。一分と待たずにお湯が沸わき、すぐに紅茶の甘い香りが漂ただよい始める。アップルティーだ。香りに見合った量の砂糖を入れて飲むのが、獅ぃ子は好きだ。

「いやあ、大変だねえ」

　まるで人ひと事ごとのような口調で棕しゆ櫚ろが言うのが聞こえ、獅ぃ子は鼻を鳴らした。

「まったくですわ。──ところで棕櫚。光ひかる様の《堕落ダウンフオール》には、いったいどのくらいかかりますの？　もう二週間ですわよ？」

「さーて」

　微かすかに家具が軋きしむ音が聞こえた。体を起こしたのだろう。

「いつになるのかなあ……残念ながら、ボクにもそいつはわからないんだよね」

「いい加減ですわね」

「否定はしないよ。《怠惰スロース》の基準は人によって違うからね。日常的に怠たい惰だな人は、ここまでだらけてたら罪だろう、と思える基準だって低いだろうし。ただまあ、光様はどちらかというと勤勉な方だから、あと半月ほど待ってそれでも駄だ目めなら、別の方法を考えるってことで」

「それでも、あと半月も待ちますの？」

　獅ぃ子はうんざりした。

　光にではない。彼を玩具おもちやにして遊ぶ羊よう子こたちに対してだ。しっかりと見張っていないと、すぐに自分の《大たい罪ざい》の誘ゆう惑わくに負けて、やりすぎるのだ。それで光が『いやだ』という積極性を持ってしまったら、《怠惰スロース》の《大たい罪ざい》は犯せない。

（棕櫚がやってくれればいいんですけれど……）

　不可能とわかっていても、そんなことをつい、思ってしまう。

　とにかく手が足りない。

　光が学校に行っていないのだから、久く美みと美み巳みが登校する意味もないのだが、久美は、光にあんな大おお恥はじをかかせた奴やつを絶対に捜さがし出す、と聞かず、毎日のように学校で犯人捜しをしているらしい。こればかりは、いくら理を説いて聞かせても聞くものではなかった。冷静にさせることができる人間がいないのだ。

（頭が痛いですわ……）

　それは、なにも精神的なことだけではない。肉体的にも、だ。

　獅ぃ子は、モニターに映り込んでいる自分の顔を見つめ、目の下を指で擦こすった。このところ、ほとんど眠っていないのだから仕方がないが、浮かんだ隈くまはひどいものだ。こうして監かん視しをする他ほかにも、会社の仕事もあるから、一日が四八時間あっても足りない状況なのだ。

　ふわ、と心の安らぐ香りが漂ただよい、ほとんど音をたてずに目の前に紅茶が置かれた。《赤せき兎と》はその巨きよ漢かんに似に合あわぬ繊せん細さいさを持ち合わせていて、こうした芸当が苦もなくできる。シュガーポットから角砂糖を二つ、摘つまんで入れて無音で搔かき混ぜる。

　ほっと気持ちが緩ゆるむ。

　ソーサーにチョコチップクッキーが二枚、添えて載せられている。動きだけではなく、気配りにもこうした細こまやかなところを《赤兎》は見せる。事故で腿ももから下が動かなくなった獅しぃ子この足となった《赤兎》は、いまや本当に自分の一部だといえるほど、こちらの気持ちをわかるようになった──逆は真ではないのだが。

　手を伸ばし、獅ぃ子はクッキーを摘んだ。糖分は頭の回転を助けてくれる。チョコレートに疲れをいやす効果があるのは、よく知られた話だ。が──。

「たっだいま～♪」

　大声と共に乱暴に、ラグを敷しいてあるとはいえその下は鋼こう鉄てつの床に、羊よう子こが天てん井じようから飛び降りてきて、ずずん、と大きな音を立てた。紅茶の表面に漣さざなみが立つ。

「やだっ！　なにこの音っ！　モック、そんなに太ってないはずなのに～！」

　頭を抱え、いやんいやん、と腰を振る。その姿に、頭痛がひどくなって、獅ぃ子はこめかみをもむようにしながら唸うなった。
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（なにをやってるんですの、この娘こは……）

　襟えり元もとが緩ゆるんで、ほとんど胸がこぼれてボールのように弾はずみまくっている。そんなに体重が気になるのなら、まず、その胸を切りとってしまえばいいのだ。

「……羊よう子こさんは太ってません」

　彼女の頭の上に、縄なわ梯ばし子ごが落ちてきて、羊子は動きを止めて天てん井じようを見上げた。出入り口の穴から、白いバスローブの裾すそが覗のぞく。羊子がすぐに梯子の下を支えてやると、にゅ、とほっそい白い足が覗いた。ゆっくりと降りてきながら、下を見る。

「いまのは羊子さんの体重のせいではありません。いまの衝しよう撃げきは、下からではなく、上から来たような気がします」

「上から？」

　獅しぃ子こはモニターを振り返って、食堂の一階はもちろん、寄宿舎、庭、いまは完全閉へい鎖さしている聖堂の周辺を映し出す映像に目を走らせた。だが、なにも異変はない。誰だれかが入り込んだ形けい跡せきも、塀へいになにかが引っ掛かった様子もない。

「なにもありませんわ」

「近くで衝突事故でもあったかな？」

　棕しゆ櫚ろが取り立てて興味もなさそうに言う。

「それとも、ちょっとした地震だったのかも知れない。まあ、いいじゃないなんでも。それより早く委員会をやってしまわないかい？　ボク、眠いんだよね」

（わたくしはもっと眠いですわ！）

　と言いたいのを獅ぃ子は堪こらえた。言ったところで棕櫚がなにも感じないことは明らかで、言ったこっちの苛いら立だちがさらに募つのるだけだ。

　倉くら子こがポニーテールを揺ゆらして頷うなずいたのは、もちろん、獅ぃ子に同情してのことではなく、棕櫚の、早く終わらせたい、という発言に対してだろう。新しん宿じゆくになにか、限定品を買いに行きたいようなことを言っていたからだ。《強欲グリード》の《大たい罪ざい》を持つ倉子が、自分の物欲を抑えるのは難しい──というよりも不可能。まして、光ひかるがあの状態では、羊子、それに食事担当の美み巳み以外は、《大たい罪ざい》を犯させることはできず、やることはあまりない、ということも、物欲を刺激する一いち因いんになっているに違いない。

「とにかく──」

　獅ぃ子は、クッキーを諦あきらめてソーサーに戻した。指に付いたクッキーの粉を払い、その手を《赤せき兎と》に差し出す。すると《赤兎》は燕えん尾び服ふくの上着の内側から折りたたまれた封ふう筒とうを出して伸ばし、中から端はしをクリップで留とめた書類を出して、獅ぃ子に渡した。

　表には『報告書』と印字されて、マル秘の判が押されている。

「調査報告が上がってきましたから、あなた方にも知っておいて貰もらわなくてはなりませんわ」

「なんの？」

　棕しゆ櫚ろの問いに、獅しぃ子こは椅い子すを回した。

「そんなの、きまっているでしょう？　光ひかる様に大おお恥はじをかかせた、あのメールの発信者に関する報告ですわ。他ほかになにがあって？」

「ふぅん……で、誰だれだったの？」

「それをこれから見るんですわ。届けられたのは、ついさっきなのですから。あなたがたの誰か一人でも、監かん視しの役目を代わってくだされば、読む時間もあったのですけれど？」

「よく言うよ」

　棕櫚は、含みのある笑えみを浮かべた。

「手を挙げたって、譲ゆずらないくせに」

「それは、信用が足りないからですわ。ちょっと目を離せばすぐ居い眠ねむりをするような人に、どうして任せられると思って？」

「そりゃ、もっともだね」

　棕櫚は微笑ほほえんだまま肩を竦すくめた。否定すらしない。

　獅ぃ子は、ため息をつくと天てん井じようを振り仰いだ。

「──ですから、早く降りてきなさい、巳み和わ」

　頷うなずき、巳和は梯はし子ごから手を離した。

　細い体がぐらりと傾き、背中から倒れて落ちる。なにを、と思ったが、巳和にはわかっていたのだろう。その下で羊よう子こが、焦った様子もなく素早く縄なわ梯子から手を放すと、その腕で落ちてきた巳和の体を受け止めた。

　だが、その途と端たん。

「な、なんですのっ！」

　ずどん、という、直ちよつ下か型がたの地震のような、部屋ごとシェイカーに放ほうり込まれたかのような凄すさまじい衝しよう撃げきが、シェルターを襲おそった！
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　目の前に置かれたカツ丼どんを、愛あいは呆ぼう然ぜんと見つめた。

　実に、見事なまでにカツ丼だ。

　青いラインの入った白い陶器の丼どんぶり。その中に、綺き麗れいに狐きつね色いろに揚がっている分厚いカツが盛られ、蓋ふたで蒸むらされた卵が、綺麗な白と黄色のマーブル模様を描えがき、上に散らされた三つ葉の緑が、黄系の色彩に涼しげな感じを与えている。

　香りがまた素す晴ばらしい。

　卵の甘い匂においと、揚がった油の香ばしい香り。それに、しっかりと火の通った豚肉の香りと出だ汁しの匂においが交じり合って、鼻をくすぐる。

「──やしたー！」

　啞あ然ぜんと見つめてくる生徒たちから逃げるように、デリバリーのお兄さんは、そそくさと教室を出て行った。この丼はどうするつもりだろう。校門のところに置いておけとでもいうのか。

「こらー！　待てー！」

　廊下からそんな声が聞こえて、先生がお兄さんを追いかけていくのが見えた。どうやら無許可で入り込んだらしい。デリバリーの鑑かがみとでもいうべき根性だが、捕まったら警察に突き出されるのではないだろうか？

（って、そうじゃなくて）

　もう一度、愛は机の上のカツ丼を見つめた。

　ふわあ、と上がる湯気が食欲をそそる。カツ丼は、そんなにしょっちゅうは食べないけれども、決して嫌いというわけではない。あまり煮込まない、さっくりとした衣のカツ丼は、とてもおいしいと思う。

　しかし、カツ丼は、中学校のお昼御飯に、生徒が食べるものではないと思う。高校生になれば学食に必ずありそうだけれども、千ち代よ神がみ中学には学食はないし、お弁当を売りにも来ない。お弁当で持ってくる生徒も──あまりいないだろう。

「あのう……」

　と言いながら顔を上げた愛は、思わずのけぞった。目の前に、恨うらめしそうな那な賀が花はな美み巳みの顔がアップで迫っていたからだ。

　ふわふわした栗くり色いろの軽く天然のウェーブがかかったロングヘアのその中心で、どちらかといえば、ほっぺたのぽっちゃりとした顔が、複雑な表情を浮かべている。瞳ひとみには悔くやしさと怒りが揺ゆれているのに、口元は涎よだれを流さんばかり。ちっちゃな鼻は少しでも匂いを吸い込もうと、ひくついている。

「なにしてんだおめーは！」

　襟えり首くびを摑つかまれ、美巳はカツ丼から引き剝はがされた。そのまま、自分の席へと無理やり座らせられる。喉のどを押さえて咳せき込む美巳。それを見下ろして、椅い子すと、それから行ぎよう儀ぎ悪く、机に足を乗せて手をほこりを落とすように叩たたいて、鼻を鳴らしたのは田た名な網あみ久く美みだ。

「こいつは、おめーのじゃねーっての！」

「うううううううー」

　呪のろってやる、絶対呪ってやる、といった目で、美み巳みは久く美みを下から睨にらんだ。美巳ならば、本当に呪えそうだ。食べ物の恨うらみは、とてもとても恐おそろしいというから。普通の人でもそうなのだから、悪あく魔まっ娘こである美巳の怨おん念ねんなら、岩どころか、鉄てつ塊かいだって通しそうだ。

「おめーはこれでも食ってろ！」

　久美はそう言って、重箱を（これは元々、美巳のだ）彼女に押し付けるようにしてから、愛あいを振り向き、体を折るようにして身を乗り出した。

「さあ食え！　そんで吐はけ！」

　だん、と拳こぶしを机に叩たたきつける。蓋ふたが笑うようにカタカタと鳴る。

　──わけがわからんな。

　呆あきれたような天使の声が、頭の中に響ひびいた。

　愛の部屋に居い候そうろうをきめ込んでいる、大天使《ラファエル》は、部屋からは出られない代わりに、愛の五感を通じて外の様子を知り、こうしてテレパシーのような方法で、あまり役に立たない助言を与えてくれるのだ。

　──食って吐け、とはどういうことだ？　罰ばちあたりなことを言う。

（悪魔っ娘ですからね。普通で、罰あたりなんじゃないですか？）

　──なるほど。

　納なつ得とくしたらしい。頷うなずいている気がする。が。相変わらず意味はわからない。食って吐け。そういう危険なダイエットがあるのは知っているけれども、つまり──太ったって言いたい!?

　愛は慌あわてて制服に隠されたおなかを見下ろし、ちょっと摘つまんでみた。

　……むに。

　摘めてしまった。

（う、ううん！　これは座っているから！　座っているからよ！　誰だれだって座っていれば、おなかはちょっぴりたるむものだし！　そうじゃなかったら立ち上がったときに皮ひ膚ふが引っ張られて痛いから、人の体はそうなってるのよ！）

　愛はぶんぶんと首を振った。美巳ほどではないが、それなりに長い髪が頰ほおを打つ。断じて認めるわけにはいかなかった。おなかにお肉が付いたなど！

（胸だったらともかくっ！）

　──そんなに気にすることもあるまい。男は意外と気にしないものだぞ。まあ、程度にもよるが、いまの体形ならなんの問題もあるまい。確かにもう少し、メリハリは欲しいとは思うが。

（いつ見たんですかっ！）

　──この間、風ふ呂ろ場ばの姿すがた見みで、《高慢プライド》の《罪人シナー》が出している下着のカタログを手に、いろいろとポーズをとっていただろう？　生まれたままの姿で。全ぜん裸らで。
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「ぎゃーっ！」

　思わず立ち上がって、愛あいは叫んでいた。

　見られていた!?　あれを!?　カタログのモデル（牧もく鷹おう羊よう子こだ）と自分の違いにがっくりと落ち込んで、なにがそんなに違うのかなあ、と人知れずこっそりと、同じポーズをとってみて違いを調べようとか思って、ちょっと試してみたあれを!?

「な、なんだよ……」

　オレはなにもしてねーぞ、というように、久く美みは欠席の多いクラスメートたちを見回したが、そんなことに構かまっている場合ではなかった。

　いま追及すべきは、天使であって悪あく魔まではない！

（みみみみみ見てたんですかっ！）

　──なにを怒っているのだ。別に、見たくて見たわけではないぞ？

（そういう問題じゃなーいっ！　お風ふ呂ろとか！　トイレとか！　見ないでって言ってあるじゃないですかっ！）

　──風呂ではなかっただろう、あれは。

（う……）

　確かにそれはそうだった。別に入浴前とかそういうわけでもなく、いろいろ考えていたらなんとなく、自分を確かめてみたくなったのだ。

（そ、それはそうですけどっ、つまり、それは裸を見ないでって言っていることでっ！　だから、部屋での着き替がえは、目を瞑つむって貰もらってるじゃないですかっ！）

　──そういえばそうであったな。ならばそう言って貰わねば。不注意だぞ、愛あい！

（ご、ごめんなさいっ──って！　なんで、わたしが謝らなくちゃならないんですか！）

　──あっはっはっ。

（笑いごとじゃなーいっ！）

　頭に血が上って両腕を振り上げた愛は、クラスメートの注目が自分に集まっていることに気が付いて、あはは、と乾いた笑えみを浮かべて手を下ろし、椅い子すに座りなおした。

「……変な奴やつ」

　久く美みに言われた。

　どっちが。悪あく魔まっ娘このくせに。という言葉は吞のみ込んだ。そんなことを言ったら、なんで知ってるんだ、ということになって、天使の下げ僕ぼくとなって光ひかるを地じ獄ごくに堕おとさないために働いていることがばれてしまうかも知れない。

　それはよくない。

　彼女たちが、愛を光から実力行使で遠ざけないのは、ただの恋愛の話だと思っているからだ。そうではなく、ルシファーへの転てん生せいの阻そ止しが目的だとわかれば、どんな目に遭あうかわかったものではない。久美や美み巳みたちだけならともかく、向こうにはお金も権力もたっぷりと持っている、明あけ星ほし財ざい閥ばつの一人娘がいるのだ。

「……まあいいや」

　久美は机から降りて椅子に座りなおすと、ほら、と顎あごをしゃくった。

「食えよ。そんで吐はけ」

「あのう……」

　愛は、怒ど鳴なられるかも知れない、と思いながらおそるおそる訊たずねた。

「それって、どういう意味なのかなー？」

「あん？」

　睨にらまれた。さすがは《憤怒ラース》の《罪人シナー》。迫力はものすごい。キャットファイト、という女子プロレスのような格かく闘とう技ぎの選手でもある、そのせいもあるのだろうが。

「わかんねーの？　ほんとに？」

「う、うん」

「あたしも、わかんなーい……」

　机に顎を乗っける格好で、ふくれっつらで美巳も呟つぶやく。

「なんで、愛ちゃんにだけ、カツ丼どん、頼むのぉ。あたしも食べたかったのにぃ」

「おまえら、馬ば鹿かだなー」

　呆あきれたみたいに、ため息をつかれた。なにかこう、釈しやく然ぜんとしない気分に愛はなったが、いったいどうしてなのかはわからなかった。

　──馬ば鹿かに馬鹿と言われたからだろう？

（あ、そっか──って！　わたし、そんなこと思ってませんけどっ!?）

　──噓うそをつけ。誤ご魔ま化かしたって駄だ目めだ。おまえの考えは私にはお見通しなのだからな。まあ実際、田た名な網あみ久く美みの成績は最下位独走、といったところであるから、そう思うことはあたりまえの感覚だと思うぞ。

　思わず納なつ得とくしかけて、愛あいは、いけない、と内心で首を振った。頭のよさだけが人の価値をきめるものではない。事実、久美は運動神経は抜ばつ群ぐんで、千ち代よ神がみ中学の運動部はいまも、即戦力になる久美をできることならすぐにでも欲しい、と思っているのだ。

「ひどーい」

　顎あごを机に乗せたまま、美み巳みはほっぺたを膨ふくらませた。彼女の肌は白くてすべすべしていて、桃ももが二つ実ったみたいでちょっとおいしそうだ。

「あたし、馬鹿じゃないもぉん。久美ちゃんの方が馬鹿だしぃ」

「オレのどこが馬鹿なんだよっ！」

「こないだの数学の小テスト、０点だったぁ」

「あ、あれはたまたまだよっ！　テストなんてのはな、中間と期末で、ちゃんと点とりゃあいいんだ！　そうだろ!?」

「……中間と期末も駄だ目めなくせにぃ」

「う、うるせえなっ！　そんなもん、実生活で役に立たない勉強なんか、必要ねえ！」

「……こないだ、コンビニで出すお金の計算できなかったのにぃ」

「だーっ！　ごちゃごちゃうるせぇっ！」

　ばん、と久美は机に手を叩たたきつけた。さすがに美巳も口を閉じた。その一瞬に、重箱の中の小さなハンバーグを放ほうり込むのを忘れなかったが。

　苛いら立だったようにベリーショートの髪を搔かきむしった久美は、ぐい、と振り向いた。おもわず愛は、わずかに背を反らした。それだけの迫力というか、勢いがあった。

「……食え」

　ずい、と丼どんぶりを押す。

「だ、だから、なんで……？」

「知らねーのか？　犯人はカツ丼どんを食えば白はく状じようすることになってんだ」

　あ、わかった。

　つまりこれは、あれだ。警察が取調べで、犯人にカツ丼を出す、という、あの噂うわさのことだ。

「やっぱり、馬鹿だぁ」

　長々と、美巳がため息をついた。そのままぐにゃりと形が崩れてしまいそうに。

「久美ちゃんてば、ＴＶの見すぎぃ。警察が、容疑者にカツ丼をご馳ち走そうするなんてこと、ないんだよぉ？」

「そ、そうなのか？」

「そうだよぉ。だってあたし、試したもぉん」

「た、試した!?」

　聞き間違いだろうか、と思って愛あいが聞き返すと、美み巳みは頷うなずいた。

「小学生のときにぃ、おなか空すいて空いて空いて空いて空いてどうしようもなくてぇ、お金もなくってぇ、だから警察署に行って、人を川に突き落としました、って噓うそ言って、カツ丼どん、ご馳ち走そうして貰もらおうと思ったんだけどぉ……」

　おそろしく不満気に、美巳は眉み間けんに皺しわを寄せた。

「……ちっともカツ丼なんか出なかったよぉ！　頼んでも、駄だ目めとか断られるし、おまけに、噓だってわかっちゃって怒られるしぃ！　もぉ、最低！」

「そりゃ、そうだって……」

　呆あきれたように、久く美みが呟つぶやく。

「だから、そんなの噓なんだからぁ。もう本当、許せなぁい。警察も、ＴＶ局もぉ」

　いや悪いのは自分の方だろう、と言いかけたが、愛はそれを吞のみ込んだ。余計なことを言って怒らせて面めん倒どうを増やすのはよくない。

　それにしても、

（いまさらだけど、すごいなー……《大たい罪ざい》の威力って……）

　そう思う。

　確かに、小学生のお小遣いで、カツ丼は高い。いまはチェーン店なら五〇〇円前後で食べられるとはいえ、そんなのを食べていたらあっという間まに月のお小遣いは尽きてしまう。だからといって、警察に噓の罪で自首をしておなか一杯カツ丼を食べようだなんて、とても小学生がする発想ではない。

「よく、逮捕されなかったなー」

「小学生だもぉん。パパとママが呼ばれて怒られてたけど、そんだけぇ。だからぁ──」

　美巳は、むっくりと体を起こした。

「そのカツ丼、あたしにちょうだい？　ね？　それ食べたって、愛ちゃん、自供なんかしないよね？　そうだよね？」

　頷いた。

　途と端たん、久美が制止するそれよりも早く（サー・アイスキャットよりも早く！）美巳は愛の前からカツ丼をかっさらった。

「おい、こら！」

　止めようとしたがもう遅い。見る間まにカツ丼は美巳の中に、飲まれるように消えていく。

「信じらんねえ……」
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　小さく唸うなって、久く美みは短い髪を搔かき上げた。

　その気持ちはわかる。光ひかるがいれば、その食欲も多少抑えられるようだが、彼が学校に来なくなって二週間。日々、食べる量は増えているように思える。

　久美は、美み巳みはもう放ほうっておく、という様子で愛あいを振り返った。

「とにかく、そういうことだ。さあ、吐はけ！」

「って言われても……」

　ようやく、話が見えた。吐け、とはつまり、あのことだ。このところもうずっと、なにか知ってるんだろう、と言われ続けていること。

　この間の生徒会長選挙で、光の陣営が、愛を除く他の候補者を強制的に辞退させた、というその告発メールを誰だれが発信したのか、というその話だ。

「何度も言ってるけど、知らないし」

「噓うそつけっ！」

　また乱暴に机を叩たたく。いい加減慣れっこで、そのくらいではクラスメートも気に留とめない。

「噓じゃないって。わたしだって驚いたんだから。それに、これももう何度も何度も言ってるけど──」

　愛は身を乗り出して、久美に顔を近づけた。

「──わたしが光君を、あんなにたくさんの人がいる前で、恥はじをかかせること、するわけないじゃないっ。光ひかる君が優しいのは、気持ちがとっても繊せん細さいだってことなんだからっ。あれが本当のことなら、悪いことは悪いことだけど、それにしたって選挙が終わったあとで、こっそり告発しますっ」

「そ、そりゃあそうかも知れねーけど……」

　なんだか気け圧おされたかのように、久く美みはもごもごと呟つぶやいた。

「じ、じゃあ、本当の本当に、おまえ、なんにも知らねーんだな？」

「同じこと、毎日言わせないでよー。本当の本当に、知らないったら、知りませんっ」

　愛あいは、たん、と机を叩たたいた。いらいらする。久美と話していると、ついつい気持ちが熱くなるのは、彼女の《憤怒ラース》に多少なりとも引きずられるからだろう。そうとわかっていても、こう毎日同じことを訊きかれると、久美には記憶力があるんだろうか、と思いたくなる。

「……そうか」

　ううん、と唸うなって久美は腕を組んだ。その隣で美み巳みは早くもカツ丼どんを食べ終わって、自分のお弁当である五段重ねの重箱に取り掛かっている。

　──どうやら連中もまだ、あのメールの発信者を突き止めてはいないようだな。

（ですね）

　愛は頷うなずいたが、それはすごいことのような気がする。なんといっても、彼女たちのバックには《ヴィーナス・グループ》が付いているのだ。その組織力をもってしても、いまだに解明できないということは……。

　──いうことは？

（なんなんでしょうね？　えへ♪）

　がっくりと天使が肩を落としたような気が、愛はした。

　──えへ、じゃねえっつうの。

（天使様、ときどき、口が悪くなりますよね。そういうの、よくないと思います）

　──おまえのせいだろうが！

　部屋の中で胡坐あぐらをかいたまま空中に浮かんだ天使が、ぐるぐると回っている映像が頭の中に浮かんだ。よもや本当に回ったりしてはいないだろうが。

（天使様、そんなに怒らないでくださいよ。ストレスは体によくないですよ？）

　──誰だれがそうしてるんだ！

（え？　誰ですか？）

　──おまえだ、おまえっ！　恥はずかしいだの、過程が大事だの言っていないで、とっとと押し倒して契ちぎってしまえばよかったのだ！

（お、押し──）

　ごくり、と愛は唾つばを飲み込んだ。真っ昼間からなんてことを言うのだろうか、この天使は。

　──昼間も夜中もあるか！　こうしている間にも、神かみ代しろ光は《堕落ダウンフオール》しつつあるのかも知れないのだぞ!?

（それはわかってますけど……）

　だからといってそう簡単に、ふんぎれるものではない。

　押し倒す相手は、もちろん、光ひかるにきまっている。

　彼を悪あく魔ま神しんに転てん生せいさせない唯ゆい一いつの手段、それは、愛あいと『契ちぎる』こと、つまり、えっちをすることなのだ。そう、天使は言っている。

　光とそういう関係になることがいやなのか、と訊きかれれば、そうではない、と即答できる。他ほかの誰だれかが、光とそんなことをするのは絶対にいやだし、認められない。

　かといって、じゃあ、と明日あしたにでもすぐに、自分ができるかといえば……それは無理だ。男の子の前で裸になるなんて──恥はずかしくて、考えただけで顔から火を噴ふいてしまう。ナンパとかされて、会って数時間後に服を脱ぐ女の子もいるということは、愛も、友達が学校に持ってくる本に載っている体験告白コーナーなどを読んで知ってはいる。だが、自分にはそれはできない。ありえない。

（やっぱりこう、何度もデートして、ちょっとずつこう、距離が近づいていって、手を繫つなぐのも恥ずかしくって、それから別れ際ぎわにおでこにチュッとかされちゃって、その次のデートでいよいよ、本当のキスの予感がすごくするんだけど、二人ともそれがわかってて、でも恥ずかしくってぎこちなくて、なんとなく会話も少なくって、どんどん帰る時間は近づいてくるし、どうしようどうしよう、って思っていると、光君がすごーく真剣な顔で振り返って、それからゆっくり目を閉じて、初めてのキスをして、それからまた何度かデートして、それからそれから……そう！　やっぱりクリスマスとか、バレンタインとか、そういうイベントが必要なんです、女の子にはっ！）

　──なーにをいまさら。

　天使は鼻を鳴らした。

　──キスなら何度もしてるし、この間は、チチだって揉もませただろうが。もったいつけてんじゃねーっつーの。

（なっ──！）

　──あ、いや！　気のせいだ！　いまのは《大たい罪ざい者しや》のせいだ！

　天使は慌あわてて言った。

　──おまえを通じて《罪シン》が流れ込んできて、私におかしなことを言わせているのだな、うむ。そうに違いない。

（……しらじらしい）

　──と、とにかく！　いまは神かみ代しろ光のことだ！　そうだろう!?

（そうですけど……いまのことについては、家に帰ってから、ちゃあんと、話し合わせて貰もらいますからね）

　そう告げて、愛あいは腕を組んでぶつぶつ言っている久く美みを向いた。

「ねえ、田た名な網あみさん」

「あん？」

　腕を組んだまま、顔だけを上げる。

「神かみ代しろ君、どうなの？　風か邪ぜ、って言ってたけど、長くない？　ちゃんと病院行ってる？」

「……関係ねーだろ」

「あるよ」

　愛は譲ゆずらずに言った。

「友達だもん。あんなことがあったんだし、気にして当然でしょ？」

「大丈夫だよぉ」

　口元にケチャップを付けたまま顔を上げ、美み巳みがにっこりと微笑ほほえんだ。

「病院には行ってないけどぉ、ちゃんとね、獅しぃ子こちゃんのファミリードクターが診みてくれてるからぁ」

「それは、昨日きのうも聞いたけど……病状の方はどうなの？」

　美巳はちらりと久美を見た。

　久美は頷うなずくと、

「光ひかる様ハ、順調ニ回復シテイマス」

　思いっきり棒読みで、そう言った。

　すごい勢いで噓うそ臭くさい。

「…………」

「おいおい、なんだよ、その顔は？　オレが噓言ってるとでも言うんじゃねーだろな？」

「だって──すっごく演技っぽかった、いまの」

　それを聞くと、久美はうっと怯ひるんだ様子で美巳をちらりと見た。肯こう定ていするように、美巳は微かすかに頷く。

「ねえ。本当のところはどうなの？　やっぱり、あのことがショックで学校にこれないの？」

「それは──」

　口を開きかけた久美を、美巳が引っ張る。

「んだよっ」

「久美ちゃんはもういいよ、あとは、あたしが喋しやべるからぁ。もう御飯、終わったしぃ」

　見ると、いつの間まにか重箱はすっかり空からになっている。いつ食べ終わったのか、まったくわからなかった。不満そうに口を尖とがらせて、けれども納なつ得とくはしたのか、久美は椅い子すの背もたれに体を預けてふんぞり返った。

「ふん」

「怒りっぽいのは、おなかが空すいてるからだよぉ？　ほらぁ、食べる食べる」

　足元に置いてあったらしい紙袋をガサガサいわせて、美み巳みは袋パンを三つ取り出すと、それを久く美みの前に置いて、愛あいを振り返った。

「ええとねぇ、風か邪ぜっていうのは本当なんだけどぉ、熱が下がらないのはぁ、それだけが原因じゃないと思うんだよねぇ」

「熱、あるの……？」

「うんー。微熱、なんだけどねぇ。お医者様も、ストレスじゃないかぁって言ってるしぃ。学校に行くの、いやなんじゃないかなぁ。きっと変な目で見られるって思ってぇ」

「け、けど」

　愛は身を乗り出した。

「あれは、たちの悪いいたずら、ってことで決着したよ？　光ひかる君、知らないの？」

「知ってるよぉ。だけどぉ、うやむやでしょう？　結局、光様の当選は無効になって、愛ちゃんが生徒会長になったんだしぃ。あれが本当にいたずらだって先生たちが納なつ得とくしてるなら、それっておかしいよねぇ？」

「それは、そうなんだけど……」

　そうなのだ。

　光の陣じん営えいの不正を告発するメールは、候補を辞退させられたという当事者が、そうではない、と説明したことで、デマ、いたずらの類たぐい、ということになった──はずなのだが、どうしてだか、光に入れられた票は無効扱いのままで、結果、次点の愛が当選ということに、数日前の職員会議できまってしまったのである。

　そのせいで、やはり本当は不正があったのでは、と疑う空気が、光の人じん品ぴんを知らない人たちの間で復活しつつあることは事実だった。

「だから、犯人を捜さがしてんだよっ」

　吐はき捨てるように、久美は言った。

「あれを送った奴やつを捕まえれば、光様が正しよう真しん正しよう銘めい、無実だってわからせられるだろっ。だから教えろって言ってんだっ」

「そ、そんなこと言われても……知らないものは教えようがないし……」

　──騙だまされるなよ、愛。

　天使の声が、警告のように鳴り響く。

　──《憤怒ラース》は本当にそう信じているのかも知れないが、他ほかの連中の目的は違うはずだ。おそらくは、邪じや魔まをした連中のあぶり出し。

（大丈夫ですよ、天使様……だって、なに訊きかれたって、知らないんですもん。見当だって付かないし……）

　──こいつらは、そうは思っていないようだがな。

（です、ね）

「おいっ！」

　もう我が慢まんの限界、というように、久く美みは体を前に乗り出した。

「光ひかる様が学校の奴やつらに、悪い男の子だって思われたままでいいのかよっ！　おまえ、それでよく友達だなんて言えるなっ！」

　手を振り上げ、それを思い切り机に叩たたきつけ──

「きゃっ！」

　天てん井じよう付近から物が目一杯詰つまったトランクを落としたような凄すさまじい轟ごう音おんが響いて、愛あいは首を竦すくめた。半数ちょっとしかいない、多少のことでは驚かなくなったクラスメートたちも、一いつ斉せいに振り返る。

　だがそれは、久美自身も同じだった。

　彼女は、一五〇センチない身長に見合った小さな手を呆ぼう然ぜんと見て、それから辺りを見回し、吼ほえるように言った。

「い、いまのは、オレじゃねーぞ！　知らねーって!!」




　　　　☆




　衝しよう撃げきは下からではなく、ふたたび上から来た、と思えた。

　それと同時に部屋の明かりが消え、辺りが闇やみに落ちる。消えたのは照明だけではない。すべての監かん視しモニターの映像も同様だった。その中で唯ゆい一いつ、ぼうっと輝きを放っているのは、倉くら子このノートパソコンだけだったが──

「いやああああああっ！」

　倉子は悲鳴を上げると、髪を搔かき乱した。ぎょっとして振り返ると、彼女は突つっ伏ぷして、震ふるえる拳こぶしでテーブルを叩たたいた。

「──売り損そこなったっ！」

　そんなことですのっ、と怒ど鳴なってやりたくなったのを、獅しぃ子こは堪こらえた。無む駄だな体力消費よりも、まず、現状の把握だ。

（この状況……どうやら、シェルターが本来の機能を発揮したようですわね）

　獅ぃ子は天井を見上げた。

　赤い非常灯は、外からの電気の供給が断たれたことを意味する。耳を澄ますと、エンジンのような音が聞こえる。自家発電装置は正常に作動しているようであるから、じき、明かりもちゃんと点つくだろう。

「ねえ、獅ぃ子」

　こんな状況でも、棕しゆ櫚ろの声は実にのんびりとしている。

「いったいなにが起こったんだと思う？　これ」

「原因がなんであれ、心配なのは光ひかる様ですわ」

　獅しぃ子こはそう答えて、このシェルター唯ゆい一いつの出入り口を見た。外界とを繫つなぐ短い煙突のような通路の先の蓋ふたは、しっかりと閉じている。

「《赤せき兎と》──」

　手を上げて、獅ぃ子はその出入り口を指した。大男は無言で移動し、縄なわ梯ばし子ごに取り付いて素早く登り、力任せにハンドルを回そうとした。やはり、びくともしない。つまり、完全に、正常に作動しているということだ。このシェルターは地震から核の使用までを想定して造られたものであるから、一度作動すると中からは、最低半月は開けることができなくなる。外に有毒なガスや放射能が蔓まん延えんしていた場合、中の人間がおかしくなってハッチを開けてしまえば、助かるものも助からなくなるからだ。

　獅ぃ子は椅い子すを回すと、沈黙したモニター類を見つめた。何者かが、教会敷地内に侵入した形けい跡せきはなかった。あれば必ず気付いたはず。決して、見み逃のがすはずはない。

　では、なにが起きたというのか。

　考えられるのは、上空からのなにか。監かん視しカメラは、空に向けられてはいなかった。よもやそんなところから侵入するなどということはない、と考えてのことだ。組織的な空くう挺てい部ぶ隊たいを擁ようする相手である可能性は、獅ぃ子は考えていなかった。

（爆弾……？）

　空からそんなものを落とされたのであれば、シェルターが作動した理由もわかる。しかしそれは、考えたくない選せん択たく肢しだった。もしもそうなら、光はどうなったのか。食堂と寄宿舎は繫がっている。すごく近いのだ。

　だが、それを言うことはしなかった。確証がないままに口にすれば、さすがにここにいる連中も黙ってはいられないだろう。獅ぃ子自身、身の内で《罪シン》が疼うずいてうごめくのを感じた。もし解放すれば、こんなシェルターは紙くずも同然だ。その後、どうなってしまうのかは、自身でも未知の領域ではあるが。

「──倉くら子こ」

「……なんです？」

「回線は生きてまして？」

「……ええ」

「でしたら、おサルたちに連絡はつきますわね？　電話して、すぐに戻るように伝えなさい。わたくしたちは、このままではなにもできませんわ。なにが起きたのか──」

　非常用の赤せき色しよく灯とうが消えて明かりが点つき、獅ぃ子は目を眇すがめた。

　背中で、モニターが低く唸うなって、ひとつ、またひとつと回復していく。振り返って獅ぃ子はそれらと相あい対たいしたが、すべてのモニターが生き返ったわけではなかった。食堂周辺のモニターはブラックアウトしたままだ。だが、

（よかった……無事ですわ）

　寄宿舎のモニターのいくつかは生きていて、光ひかるの部屋も映し出された。彼は、何事もなかったかのように、ベッドに座り込んでいる。獅しぃ子こは手元のタッチパネルに指を滑すべらせ、食堂周辺のカメラを動かし、外から状況の確認を試みた。

　いくつかは反応がなかったが、ほとんどは無事だった。中には横倒しになったものもある。塀へいに取り付けたカメラだったが、なぜか内側に向かって倒れていた。もし爆弾の類たぐいが使われたのなら、外に向かって倒れると思うのだが──真空状態が生まれるほどの威い力りよくがあるものを使ったのなら、寄宿舎が無事なはずはない。

　獅ぃ子は別のカメラを操作して、庭の全景を捉とらえようと試みた。

「あ」

　と、誰だれもが声を上げた。

　衝しよう撃げきと、そして、塀に取り付けたカメラが内側に倒れた理由がわかった。恐おそろしく巨大なクレーンが倒れている！　その何十メートルもあるアームが、食堂を直撃している。

　獅ぃ子は唇くちびるを嚙かんだ。これではたとえ久く美みたちが戻ってきても、自分たちが外に出ることはできないだろう。いくら彼女が馬ば鹿か力ぢからでも、何十トンもあるクレーンを少女の細ほそ腕うでで持ち上げることができるはずもない。

　光様の身み柄がらの安全は確保できるであろうし、それこそが一番大事なのだが──人に任せなければならないもどかしさはどうしようもなかった。

「まいったね、こりゃ」

　後ろからモニターを覗のぞき込むようにした棕しゆ櫚ろがそんな呟つぶやきを漏もらし、彼女の視線を追った獅ぃ子は、その理由に小さく舌を打った。

　こんな事態になったのだから当然だが、部外者が入り込んでいる。

　おそらくは工事関係者だろう。野や次じ馬うまはさすがに塀を越えては来ないが、青い作業着に黄色いヘルメットをかぶった男たちが、いち早く食堂へと走ってくるのが映っていた。

「どうする？」

「どうしようもありませんわ。まさか、汚お物ぶつを掛けるわけにもいかないでしょう？」

　庭に隠して設置してあるペンシル大の放水機は、家か畜ちくの汚物の詰まったタンクに繫つながっていて、操作ひとつでそれを引っ掛けられるようになっている。だがこれは、普通の人間には効果がない。それはもちろんいやな気持ちにはなるだろうが、それだけだ。しかしこれは、ある種の人間には、とても効果がある。

「倉くら子こ、おサルに連絡は？」

「やってますけど──」

　彼女にしては歯切れの悪い答えが返った。

「──なかなか繫がらなくて。学校の周辺のアンテナの回線がパンクに近いのかも」

「こんなときに」

　獅しぃ子こは時計を見た。いまはちょうど昼休みだ。おそらくは、生徒たちが一いつ斉せいに携帯を使っているのだろう。

「でしたら、学校に掛けておサルを呼び出して貰もらいなさい。それなら繫つながるでしょう」

「ええ」

　倉くら子こは再びパソコンに向かい、獅ぃ子はモニターに向かった。

「それにしても」背中で棕しゆ櫚ろの声。「今日きようは風もほとんどないのに、あんなものが倒れてくるとはね。ここに集まっていたのは、運が良かったけど。それとも悪かったのかな？」

「両方ですわね。食堂にいたら、きっと死んでましたわ。こうして生きているのですから、運は良かったのでしょうけれど──もどかしいですわね」

　モニターの中では、工事の人間がクレーンの周りに集まっている。だが──

「なにか……変ですわね」

　獅ぃ子は、違い和わ感かんを感じた。

「なにが？」

「人数。少し多すぎると思わなくて？」

　ざっと数えただけでも、三〇人はいる。この付近で大規模な工事は行われていない。ということは、どこかへクレーンを移動中に倒れたと思われる。それにしては、三〇人というのは多いように思える。それに──あのボストンバッグはなんだ？

「あっ！」

　声を上げ、獅ぃ子は慌あわててタッチパネルを操作した。モニターの中で作業員が一人、目を押さえてのけぞる。

「獅ぃ子、なにを──」

「手！」

　もう一人、汚お物ぶつをその顔に掛けながら、獅ぃ子は叫んだ。

「工事関係者があんなものを持っていて!?」

　ああ、と棕櫚が呟つぶやく。

　青い作業服に黄色いヘルメット、という、傍はた目めには工事関係者と見える男たちの手には、十じゆう字じ架かと聖書が握にぎられていた。他ほかにも、腰のホルダーにねじ込まれているのは、おそらくは聖せい水すいの壜びんだろう。

『うわあ、汚物だ！』

　まともに顔に喰くらった男が悲鳴を上げた。

『悪あく魔まの体液だ！　助けてくれ！　腐くさる！　腐っちまう！』

「腐んないって」

　棕櫚が喉のどの奥で笑いながら呟く。

「臭くさくはなるけどね」

　そう。棕しゆ櫚ろの言うとおり、これはただの汚お物ぶつで、浴びたところで皮ひ膚ふが腐くさったりはしない。ただし、《敵てき》にとっては特別な意味を持つ。汚けがされた、と思う、精神的な攻撃になる。

「《赤せき兎と》、ハッチ！」

　無視し、獅しぃ子こは大声で命じながら、次々と汚物を発射した。《赤兎》は縄なわ梯ばし子ごをよじ登ると、ハッチに取り付き、力任せに殴なぐりつけたようだった。鈍い音がシェルターの中に響ひびき渡る。二度。三度。びくともしないだろうとは思う。だが、それでもなにもやらないわけにはいかない。

　こんな、殺さつ傷しよう力りよくのない汚物攻撃も同じことだった。

　命中すると、男たちは少しの間パニックに陥おちいるが、仲間たちに聖せい水すいを掛けて貰もらえば、ものの数十秒で回復してしまうし、それに、発射装置の場所を特定されてしまえば、それを破壊することなど造ぞう作さもない。そして相手は確実に、それを実行しつつある。汚されながらも、その人物は他ほかの仲間に装置の位置を伝達し、教えられた仲間が装置を破壊していく。

　手て慣なれている。

　男たちの目的は明らかだった。犠ぎ牲せい者しやがいないか調べるふりをして、寄宿舎へと向かっている。目的は、間違いなく光ひかるだ！

「《赤兎》！　倉くら子こにわたくしの直ちよつ轄かつ部ぶ隊たいの番号を渡しなさい！　倉子！　そこへ電話してわたくしに回して！」

　ハッチを殴るのをやめて、《赤兎》は縄梯子から飛び降りると、布の下で皮ひ膚ふが破やぶれたのだろう血に染まった手袋を燕えん尾び服ふくの上着の懐ふところに入れて、手帳を取り出した。目的のページを開いて倉子に渡し、指を差す。倉子はその番号を打ち込むべく、キーボードを叩たたいた。

　すぐに繫つながったのか、倉子はそれを手にそばに来て差し出した。

「──獅ぃ子ですわ！　すぐにわたくしのところへ実じつ戦せん部隊をよこして！　謎なぞの連中が、わたくしたちを襲おそっていますわ！」

　スピーカーから、息を吞のむ音が聞こえた。

『直ただちに向かいます。──それまで持ちこたえられますか？』

「わたくしたちはシェルターにいるから大丈夫ですわ！　けれど、重要人物が一人、外に残されていますの！　敵の目的はその人物ですわ！」

『迅じん速そくに対処します』

　その言葉が終わると、画面に『Ｔ・Ｌｉｎｅ　Ｃｌｏｓｅ』の表示が出て、回線が閉じたことがわかった。言葉どおり、すぐに行動に移ったのだろう。

「ねえ、獅ぃ子」

　こんなときでもあくまでマイペース、のんびりとした声に多少苛いら立だちながら、獅ぃ子は棕櫚に、なんですの、と答えた。

「本部の連中を使うより、周辺に待たい機きしている連中に連絡とった方がずっと早くないか？」

「無む駄だですわ。連中がもしも無事なら、まっさきに駆けつけてるでしょう。それが、連絡もないというのは、そういうことですわ」

「なるほど、ね」

「──倉くら子こ！　おサルに連絡は!?」

「いま、してます」

　カタカタと軽い音を立ててキーボードを叩たたきながら、倉子はそう返事をした。

　獅しぃ子こはモニターに向き直ると、汚お物ぶつを発射しまくった。タンクの中身はどんどん減っていくが、連中の聖せい水すいより、ずっと容量は多い。ようやく、少し効果が出てきた。

（間まに合いなさい！）

　奥歯を割れそうに嚙かみ締しめながら、獅ぃ子はタッチパネルに指を滑すべらせた。この状況を真に打開できるのは、あまり認めたくはないが、おサル──久く美みしかいない。

　獅ぃ子直ちよつ轄かつの実じつ戦せん警けい護ご部ぶ隊たいは、アメリカならシールズ、ロシアならスペツナズといった、軍のエリートの特殊部隊並みの実力者で構成されている。

　だが、久美が《本ほん気き》を出せば、足元にも及ばない。彼女の《本気》の実力は《綺き麗れいな核兵器》とでも呼べるほどなのだ。

「あ～ん……」

　残念そうな、というよりは艶つやっぽい声を、羊よう子こが上げる。彼女の腕の中で巳み和わが、光ひかる様、と小さく呟つぶやく。それを背中で聞きながら、獅ぃ子は歯嚙みをした。

　敵の何人かが、食堂に到達したのだ。

　なんの足音も、振動も感じないが、倒れたクレーンの上を作業服姿の男たちが走っていく映像が映し出される。その数は五人。光一人をどうにかするには、十分すぎるほどの人数だ。

　男たちはリュックのようなものを背負った一人を中心においてスクエア状に隊列を組むと、聖書を掲かかげ、中の一節を朗ろう読どくしながら歩き出した。

　ぞわ、と鳥とり肌はだが立った手を伸ばして、獅ぃ子はすばやく音声スイッチを切った。

「うわあ……気持ち悪ぅ」

　棕しゆ櫚ろが身み震ぶるいをする。まったく、同感だ。

　連中にとって汚お物ぶつが《汚けがれ》なのと同様、《大たい罪ざい者しや》であり、悪あく魔まの使し徒とである獅ぃ子たちにとって、聖書の一節、聖水は、同様の効果を持つのだ。ただし、誰だれが読んでも同じ効果があるというわけではない。個人の持つ神聖さや、どのくらい信心があるかで変わってくる。

　その意味においては、あの連中が相当に信心深いことは、汚物攻撃にあれだけの反応を示すことからもわかっていた。

「入られたね」

　棕櫚の、あくまで人ひと事ごとのような声こわ音ねに苛いら立だちながら、獅ぃ子は、

「わかっていますわ」

　と吐はき捨すてた。いちいち指摘されずとも、モニターを隅すみ々ずみまで見ているのは自分なのだ。

　男たちは聖書を読み上げながら──声は聞こえなくても唇くちびるを見ればわかる──辺りに聖せい水すいを振り撒まきながら進み、ついに寄宿舎に侵入を果たしてしまった。一いつ旦たん立ち止まり、紙を取り出して開く。

　獅しぃ子こはカメラを操作してそれをアップにした。

「見取り図だね」

　と棕しゆ櫚ろ。

　確かに、それに間違いなかった。ただし、ちゃんとした図面ではない。手書きの、覚おぼえ書がきのようなものだ。描かれているのはその二階部分で、一部屋一部屋に『高』、『淫いん』、『怠たい』、などと書かれていて、それは端的に部屋割りを表しているのだとわかる。

　そうして、男の指が指した部屋には──『魔ま』と。

　そこは光ひかるの部屋。

　男たちは頷うなずきあうと、より派手に聖水を、壁といわず、床といわず、天てん井じようといわず、構かまわずぶちまけながら、階段を上がり始めた。

「こりゃあ……取り壊すしかないかなぁ」

　さして気にもしていない声で、棕櫚が言うのを聞きながら、そうするしかないだろう、と獅ぃ子も思った。連中の感覚に置き換えていえば、家の中にそれこそ、汚お物ぶつを撒き散らされたのと同じなのだ。

「連中は……光様をどうするつもりだと思います？」

「そうだなあ」

　棕櫚は腕を組むと、僅わずかに小こ首くびを傾かしげた。

「……彼らが」と届いたのは、囁ささやくような巳み和わの声だった。「どんな人間か、できまると思います……。わたしたちのように、けれど、わたしたちとはまったく正反対の《使し命めい》のようなもので動いているのなら……光様を傷つけたりはしないのではないか、と」

「どうしてそう思いますの？」

　モニターから目を離さず、獅ぃ子は訊きいた。

　寄宿舎には、庭のような防衛装置はない。こんなところまでの侵入を、想定していなかったからだ。故ゆえに、いまできることは、こうして、なにかひとつでも見落とすことのないように、目を凝こらすことだけだった。

「……もしもそうなら、とっくにやってたはずです。光様のご両親を騙かたっていた神かみ代しろ夫妻は、敵側の手の者だったのですから」

「……それは、そうですわね」

　自分たちの《罪シン》を自覚した際さい、獅ぃ子は自分のなすべきことを『思い出し』て、光の下もとへ向かったのだが、そのときにいっしょに『知った』中に、神かみ代しろ夫妻のことがある。

　悪あく魔ま神しんルシファーである光ひかるが人間に転てん生せいしたのを、赤ん坊のうちに見つけ出して一四歳になるまで育てた二人は、神の下げ僕ぼくであったということだ。

　それを何者かが排除し、光を『救い出した』のだが、巳み和わの言うとおり、もしも敵の目的が光の抹まつ殺さつにあるのなら、とっくにやっていたはずだった。

　だが、そんなモノに縋すがらねばならない自分が、獅しぃ子こは腹立たしくてならなかった。それではまるで、敵の情けに縋っているようではないか。縋るなど！　これ以上に腹に据すえかねることがあろうか。だが、いまは耐えるしかなかった──光のためにも。

「光様ぁ……」

　どこか泣きそうな声で羊よう子こが呟つぶやく。

　理由は、痛いほどわかる。男たちがとうとう、光の部屋の前に到着したのだ。聖せい水すいが振り掛けられる。すると扉とびらが白はく煙えんを上げて、男たちは怯ひるんだが、しかし、僅わずかの間まだった。爆発物でも仕掛けられているかのように、慎重にノブを摑つかみ、これを回していく。

「倉くら子こ！　おサルはまだですの!?」

「呼び出して貰もらってますけど、まだ……」

「あの、おサルっ！」

　八つあたりだとはわかっているが、それでもコンソールを叩たたかずにはいられなかった。

　ショックでだろう、汚お物ぶつの発射装置がスプリンクラーのように回って辺りにそれを撒まき散らし、外に待機していた敵に悲鳴を上げさせたのがわかったが、そこにまだ、部隊の姿はなかった。遅い。要よう請せいをしてからまだ一〇分も経たっていないのだから、無む茶ちやを言っているとはわかってはいるが、じりじりと胃の辺りが焼けるようだった。

「あ」

　棕しゆ櫚ろの声に目を移すと、男たちが光の部屋に入ったのが見えた。すぐに、部屋の中のカメラが捉とらえた映像を映すモニターに目を移すと共に、その部屋の音声の受信のみを回復させた。こっちの声は聞こえない。

『この子供が……？』

　光のベッドを取り囲むようにして立った男のうちの一人が、なにかの間違いではないか、というように呟き、傍かたわらの男を振り返った。

　するとその男は、胸のポケットから写真を取り出して確認した。それは、間違いなく光の写真で、ここ一、二年のうちに撮られたものだった。なぜならその光は、中学の制服を着ていたからである。

『間違いない』

　写真を持っていた男はそれをしまうと、リュックを下ろした。

（なにをするつもりですの……？）

　もしも中から出すものが、光ひかるを傷つける目的の代しろ物ものであるなら。

　周辺に与える被害がどうあれ、たとえそれが光を傷つけることになったとしても、本当の自分を《解かい放ほう》することに、もはや、獅しぃ子こは躊躇ためらいを覚えなかった。あんな連中に光をどうにかされるよりは、ずっといい。

　そしてそれは、仲間たちも同じであることを、獅ぃ子は背中に感じた。

　特に倉くら子こは。

　七つの罪の内で《強欲グリード》の《罪人シナー》である彼女は、連中に、光を永遠に奪われることを、絶対に許さないだろう。たとえば玩具おもちやでも、人に取られるくらいなら壊してしまえ、というのが倉子なのだから。

　よもやそんな目で見られているとは知らず、男はリュックの中に手を突っ込んだ。そして取り出したものを広げる。

（袋？）

　そう見えた。まるで、寝袋のような。すくなくとも、西洋の魔ま女じよ狩がりで使われたような、恐おそろしげな拷ごう問もん器具ではない。あれで窒ちつ息そくでもさせようというのなら別だが。

　男が頷うなずくと、他ほかの仲間たちがベッドの周辺に聖せい水すいを振り撒まいた。床が、やはり、硫りゆう酸さんでも撒かれたかのように白はく煙えんを上げる。

　だが、光の様子には、まったく変化はなかった。男たちを見ても、ぼーっとして、獅ぃ子たちを呼ぶでもない。立ち上る煙にも、まったく興味がないように見えた。

　男たちが十字を切る。獅ぃ子は吐はき気けを覚えたが堪こらえた。連中がなにをしようとしているのか、それをはっきりと見み極きわめなくてはならない。

　黄色いヘルメットを上げて、男は仲間たちに頷きかけた。分厚い作業用の手袋をはめたままの手を伸ばし、一瞬、躊躇い、しかし、意を決したかのように光の腕を、肩を、足を押さえるとそのまま持ち上げ、軽々と袋の中に滑すべり込ませた。そうしておいて、袋の口を閉じる。

「《赤せき兎と》！」

　獅ぃ子の命令に大男が立ち上がりかけた倉子の肩を押さえたのが見えた。

「離して！　わたしのよ！　光様はわたしの──」

「連中に、光様を傷つける意思がないのなら！」

　獅ぃ子は吼ほえた。

　倉子の声が、その下に塗りつぶされていく。

「奪い返す機会はありますわ。《本ほん当とうの姿すがた》を解放すれば、おそらく元には戻れませんわ！　それは本当に本当の最後の手段！　光様が傷つけられないのなら、いまは耐えて奪だつ還かんの機会を待つべきですわ！」

「ううううううううううう」

　倉子が机を何度も叩たたく。だが《赤兎》はその肩から決して手を離さなかった。彼女の気持ちはわかる。できることならいますぐ、この手であの連中を殴なぐり飛ばして捕らえ、背後関係を徹底的に洗ってやりたい。おそらく、生徒会長選挙での妨ぼう害がいとも繫つながっているだろう。

　だが、いまは無理だ。このシェルターは丈夫すぎる。

　事前の情報はなく、こんなことが起こる事態を、誰だれも想定してはいなかった。物事には、必ず兆ちよう候こうというものがあるはずであったから。

「ああ、行っちゃう……」

　羊よう子こが切なげに呟つぶやく。

　袋ふくろ詰づめにした光ひかるを肩に担かついで、男たちは、行きの慎しん重ちようさとはまったく反対に、一秒でも早くここから離れたい、ということを隠そうともせず、廊下を走り、階段を駆け下り、寄宿舎を飛び出していく。袋の中で、光が暴あばれている様子はない。

『撤てつ収しゆう！』

　男がそう声を上げると、庭で作業のふりをしていた仲間たちは汚お物ぶつに汚れた顔に喜き色しよくを浮かべて、駆け出した。だが、それだけではなかった。集まった野や次じ馬うまに向かって、前もって打ち合わせをしてあったのだろう、

『爆発するぞ！』

『逃げろ！』

　と口々に叫んで、混乱した群衆の中に飛び込んだのだ。

　獅しぃ子こは急いでカメラを回して外の通りを映した。

　人。人。人。

　まるで生なま首くびの展示会だ。細い通りには、頭しか見えない。その中で、黄色いヘルメットはそれなりに目立ったが、男たちはすぐにヘルメットを脱いで紛まぎれてしまった。光を詰めた袋も肩から下ろしたのか、どこにも見えない。

（くっ……）

　獅ぃ子は必死に複数台のカメラを駆く使しして、男たちを追おうとしたが駄だ目めだった。やがて、画面の隅すみで一台のバンが発進するのが見え、ナンバーを控ひかえようとズームしたが、捉とらえきれなかった。

「倉くら子こ！　もう一度わたくしの部隊に連絡を！」

「無理、よ……」

　怒りを無理やり吞のみ込んだ声に、獅ぃ子は振り返った。

「それは、どういうことですの？」

「だって……」

　くるりと。倉子は、ノートパソコンの向きを変えた。

　獅ぃ子は彼女が、無理、と言った理由を知った。キーボードの部分が、誰が見てもはっきりと壊れている。倉子が殴りつけていたのは、テーブルではなくノートパソコンのキーボード部分だったのだ。

　それを責めることはできなかった。《強欲グリード》の彼女が、その程度でこれを我が慢まんしたことの方がよほど、賞しよう賛さんに値あたいする。

　仕方がない。

　なにも言わず、獅しぃ子こは椅い子すを回した。白黒のモニターには、ひどい混乱の様子が映っている。逃げようとして将しよう棋ぎ倒だおしになって、怪け我が人にんも出たようだ。爆発に関しては、獅ぃ子はなんの心配もしていなかった。もしそうでも、ここにいる限りはなんでもない。

　と。通りを映したカメラに、数台のバンが強引に割り込んでくるのを見て、獅ぃ子は舌を打った。ようやく到着したようだ。しかしもう、遅い。だが、時計を見、責めるわけにはいかない、と思った。これでもよくこんな短い時間で来た、といえる。

　不ふ甲が斐いないのは、この廃はい教きよう会かいの周辺を警備していた連中だ。彼らは、それなりの罰ばつを受けることになるだろう。

『……い……おいっ……聞こえ……のか!?　んだよ、人……しといてっ！』

　ノイズ交じりの声が、なんとか画面はまだついているノートパソコンから聞こえて、獅ぃ子は振り返った。相手はＴＶ電話ではないので顔は映らない。だが。すぐに誰だれかはわかった。

「遅いですわ、おサル」

『誰が……ルだ！』

　うきぃ、と電話の向こうで久く美みが怒る。

「おサルで十分ですわ、あなたなど。肝かん心じんのときに役に立たないのですから」

『おいっ、ど……う意味……っ』

「光ひかる様が、何者かに攫さらわれたんですわ」

　息を吞のんだのがわかる。

「ええ、そうですわ。ここが襲おそわれて、光様は正体不明の奴やつらにつれ去られたのですわ。そのおサルの脳みそでも理解できたら、すぐに戻ってきなさい。──ああ、それから。勝手に捜さがしにいったりしないこと。いいですわね？」

『な……だよっ！』

「なんで？　そんなの、あたりまえでしょう！　あなた、光様がどんな連中につれ去られたのか、なんの情報も持ってないでしょう!?　それでどうやって捜そうというの!?　ただ闇やみ雲くもに街中を走り回ってれば見つかるってものでもないってことくらい、わからないの!?」

　机を叩たたき、その痛みに獅ぃ子は、はっとして咳せき払ばらいをし、気持ちを落ち着けた。いけない。また、引きずられてしまった。久美の《憤怒ラース》に。

「……とにかく、美み巳みといっしょに帰ってきなさい。いいですわね？」

『わ……たよっ！』

　──Ｔ・Ｌｉｎｅ　Ｃｌｏｓｅ、と表示される。

「やれやれ」

　テーブルの向こうで、棕しゆ櫚ろが肩を竦すくめた。獅しぃ子こか、もしくは久く美みのことについてのことだろうと思ったのだが、そうではなかった。

　彼女は、獅ぃ子の頭越しにモニターを見て、人ひと事ごとのように呟つぶやいた。

「あの庭、いったい誰だれが掃除するのかな？」

（ほんとうに、もう……）

　獅ぃ子はこめかみを手で押さえ、長い長いため息をついた。
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　──で、なんでおまえまで早退してるんだ？

（知りませんよー）

　ぽくぽくと歩道を行きながら、愛あいは、天使の質問に答えた。噓うそではない。天使が『まで』と言ったのは、久く美みと美み巳みが早退したからだが、それも様子がおかしかった。昼食の途中で担任の来くる栖す先生に受付に行くように言われて、戻ってきたと思ったら美巳を蹴け飛とばすようにして、早退してしまったのだ。

　もしかしたら光ひかるになにかあったのだろうか、と愛はまず最初に思った。なにか、の筆ひつ頭とうはもちろん《堕落ダウンフオール》。だが。

　──それはない。

　と、天使は否定した。もしそうなら、すぐにわかる、ということ。ならば、また別の悪わる巧だくみをしているのだろうか、と少し気を揉もんでいると、再び戻ってきた来栖先生に呼ばれ、愛は図書室へと向かったのだった。

　廊下を進み、階段を上る。

　その間、先生は一言も口をきかず、愛も黙って付いていった。

　普段からあまり気の強い様子ではない来栖先生だが、今日きようは特に様子が変だった。やたらときょろきょろと辺りを見回して、なにかを──人目を？──気にしてるように思えた。

（なんだろう……？）

　──さて、な。だが、気を付けた方がいいぞ。図書室といえば、校内で常時出入りが可能で、人が少ない場所の五本の指に入る場所だろう。

（なにが言いたいんです？）

　──この教師も、男だ、ということだ。

（や、やだ！　天使様、なに考えてるんですか!?）

　──おまえが想像したとおりのことだ。人ひと気けのない図書室。担任の教師に組くみ敷しかれ、口には無理やり脱がされた下着を詰め込まれて悲鳴も、助けも呼ぶことができず、五時間目の授業の間、休むことなく……ううむ、なんていやらしい娘だ、愛は。

（ちちちちちちょっと！　わたしが！　いつ！　どこで！　そんな想像した！　言ってみろ！　言ってみろ、こら！）

　──わっはっはっはっはっ。そんなマジギレすることないだろう？　ちょっとした気晴らしだ。だが、私が『教師も男だ』と言ったとき、本当に少しも考えなかったか？　ん？　おまえがこの間、平ひら山やま綾あや香からと共に見ていた雑誌、あれにそんな話が載っていただろう。

（し、知りませんよっ！）

　そう誤ご魔ま化かしてはみたものの。天使に、愛の見ているもの、聞いているものが、基本、筒つつ抜ぬけなのだから、ばればれだった。確かに、一昨日おとといの昼休みに見せられた雑誌にはそんな読者の体験談が載っていた。が、こんなのフィクションだって、と綾香は言っていた。確かに。もしも本当なら、あんな風に読者投稿なんかしている場合の話ではない。そこは決して相談の場ではないのだから。

　──まあ、平ひら山やま綾あや香かの言うことの方が正しいだろうな。『最後には感じちゃって、いまではあたしの方が先生に夢中です♪』などという風に、締められていたのだからな。

　愛あいも、天使の言うとおりだと思った。

　好きな人とだって、そうそう簡単に一線を越えることができないのに、そうじゃない相手、しかも先生なんていうオジサンに無理やりされて、それで──なんて、考えられない。

（け、けど、来くる栖す先生は大丈夫ですよ）

　──なんでそう言いきれる。

（だってほら、なんだか先生、光ひかる君とわたしを、なんとか仲良くさせようと協力してくれてるみたいじゃないですか。水族館にいっしょに行くように言ってくれたり）

　──私も最初はそう思ったがな。結果的には、あそこで黒くろ島しま竜りゆう一いちに出会ったために、神かみ代しろ光は生徒会長選挙に立候補をした、と言えなくもないだろう？　となれば。むしろ逆で、悪あく魔まっ娘こたちと共きよう謀ぼうしている、と考えられなくもない。

（でも、それなら別に、わたしとデートみたいにしなくても──）

　──なにを言っている。

　天使の声は、わからないのか、と言いたげだった。

　──おまえがいっしょだったから、神代光は柄がらにもなく奮ふん起きしたのであろうが。黒島竜一は、おまえに好意を示していた。あの場で、自分との差を見せつけられ、おまえにいいところを見せたいと思う《欲よく》が出たからこそ、立候補をしたに違いない。

（だったら……うれしいな♪）

　──喜んでいる場合か。神代光にそんな《欲よく》が出たということは、《堕落ダウンフオール》がじわじわと進行している紛まぎれもない証拠だ。その都つ度ど《浄じよう化か》はしているが、犯した罪はすでに六つ。次の《堕落ダウンフオール》を犯したらどうなるか──これは未知数だ。大丈夫だとは思いたいが……残念ながら、断言はできぬ。いい加減、腹を括くくって貰もらわねばならぬかも知れぬぞ？　本気で、神代光を救いたい、と思うのならな。

（うう……）

　天使の言い分は、よくわかる。愛とて、光を救いたくないわけではない。ないが、やはりそうそう踏ふんぎりがつくものではない。光の方から求めてくれれば、もしかしたらすんなりといくのかも知れないが、いまのところ、それはありえそうにもない。《堕落ダウンフオール》している最中の光なら別だが、その光と《して》も、意味はないのだ。

　──とかなんとか言っているうちに、着いてしまったな。

　顔を上げると、確かにそこはもう図書室の前で、来栖先生は扉とびらを押し開けようとしているところだった。

（や、やだ……）

　さっきの体験談の話が思い出されてしまい、愛あいは頰ほおが熱くなるのを感じた。

（だ、大丈夫……そんなこと、ありえっこないんだから）

　──はっはっはっ。

（笑い事じゃありませんよっ！）

　愛はセーラー服の襟えりのところを、なんとなく摑つかむようにした。三角の布があるからそんなことをしなくても見えてしまったりすることはないのだが、なんとなく。

　だが、来くる栖す先生は特にそんな愛の様子には気付いた様子もなく、中に入ると、紳士的にドアを押さえて愛が入るのを待ってくれていた。

　──ふむ。意外と今日きようは人が多いな。

　天使の言葉に少しだけほっとして、愛は入り口をくぐった。

　確かに、図書館の中はいつもと変わらず静かだが、カーテンは開け放たれていて明るく、人も多かった。そして先生は、特に愛を人ひと気けのないところへ導こうとすることもなく、入り口の人の邪じや魔まにならないところへ移動しただけで振り返ると、

「あー……」

　なんと切り出したものか、と迷うような様子で、頭を搔かいた。それは決して、エッチなことを考えているようには見えず、愛はまた少し安心した。

　しかし、わざわざこんなところへつれてきたということは、人に聞かれたくない話ではあるのだろう。愛にわかることで、思い付く事こと柄がらはひとつしかない。

「あの、先生……ひょっとして、神かみ代しろ君のことですか？」

「え？──いやその……そう言えなくもない──いや、違う！　神代は関係ないぞ？　うん、関係ない関係ない」

　──わざとらしいな。

（うるさいですよ、天使様）

　恐おそれを知らずにそう言って、愛は来栖先生の次の言葉を待った。やはり、光ひかるのことなのかも知れない。生徒会長選挙で、半なかば晒さらしものになった彼が登校しなくなって二週間である。このまま不登校になるかも、と思っているのかも知れない。そういう生徒がクラスから出ると担任の責任問題になる、と聞いたことがある。

　だが、来栖先生に、なにも教えられることはなかった。

　愛自身、先生と同じだけの時間、光には会ってはいないのだから。話なら、久く美みか美み巳みに聞いた方がよほどわかるだろう。あの二人は、光といっしょに暮らしている。

（知ってるんですよね？）

　──なにがだ。

（光君が、那な賀が花はなさんたちと暮らしてるって）

　──だろうな。住所録を見れば一いち目もく瞭りよう然ぜんだろう。それがどうした？

（だったらやっぱり、なんの用なのかなあ、って思って）

　──生徒会の書記に、神かみ代しろ光ひかるをつける件ではないのか？　私もあれは、あまり勧められん。権力の中ちゆう枢すうに近すぎる。《高慢プライド》の《罪人シナー》につけ込まれる可能性がある。

（ですけど、天使様。光君が万が一、書記になってくれたら、いっしょにいる時間がぐんと増えるんですよ？　基本、生徒会室は、生徒会役員しか出入りできませんし、悪あく魔まっ娘こたちの誘惑からも少しは遠ざけられると思いますよ）

　──その利点は認めるが……。

　来くる栖す先生は、天使と会話をしている間もいろいろとなにか煩はん悶もんをしていたが、やがて一人で勝手に大きく頷うなずくと、深呼吸をして、いつもの落ち着きを取り戻し、僅わずかに腰をかがめた。

　ちょっと顔が近くて圧迫感があって、思わず背を反そらしてしまった。

　だが、先生はそんなことには気付いた様子もなく、小声でこう囁ささやいた。

「──白しら鳥とり、早退しなさい」

「え？」

　思わず目を瞬しばたたくと、来栖先生は再び背を伸ばして、表情を読みとられたくないかのように後ろを向いた。なので続く言葉は、こんな静かな場所なのに、耳を澄まさねばならなかった。

「先生の見たところ、白鳥、おまえは少し風か邪ぜ気ぎ味みのようだ。そうだな？」

「いえ、別に。元気ですよ？」

「いいや、風邪だ。風邪に違いない。いま、クラスでは悪い風邪が流は行やっているだろう？　すでに生徒の三分の二が休んでいるという有あり様さまだ。白鳥。先生はな、おまえを頼りにしているんだよ。そのおまえに長く休まれると非常に困る。今日きようは金曜日だろう？　いま家に帰れば、土、日、それに月曜日も休日だ。つまり、丸まる三日間、ゆっくり休める」

「はあ」

　確かにこの週末から三連休だ。それを利用して両親は、薄はく情じようにも二人で、今け朝さから旅行に出掛けている。こんな物ぶつ騒そうな世の中だというのに、なんて冷たいのだろうか。

　──おまえが行かないと言ったのだろう？

（天使様が言わせたんじゃないですか！　光君のことがあるから、って）

　──事実だ。この状況でこの街を離れるなど、崖がけっぷちに立った神代光の背中を押すに等しい行為だぞ。おまえは──

（はいはい、わかってますよ。だから、ちゃんと断ったじゃないですか。もう……）

　愛あいは小さくため息をついたが、来栖先生は気付かなかったようだった。背中を向けたままであったのだから、当然かも知れないが。

「わかったかな？　わかったら、すぐに帰りなさい。ああ、そうだ。なんなら、早退していないことにしておくから」

「はあ？」

　ここまでくると、さらにわけがわからない。なぜこうも、家に帰らせたがっているのだろうか？　別に、無理に授業を受けたいわけではなかったが、学校に残っていると、なにかまずいことでもあるのか、と疑いたくなったのは当然だろう。

（……なんだと思います、天使様？）

　──悪あく魔まっ娘こどもが学校でなにかを企たくらんでいる、という可能性は捨てきれないが、《憤怒ラース》と《大食グラトニー》が慌あわてて早退した理由も気に掛かる。ここは乗ってみるか。

（いいんですね？　天使様が言ったんですからね？）

　──裏うら目めに出たからといって、おまえを責めたりはしないから安心しろ。

　天使はそう言ったが、思いっきり信用できなかった。全体としては、天使は光ひかるのためになることをしているのだが、そのために愛あいが困るのはあまり気にしてはいないように思える。あくまで光が地じ獄ごくに落ちないために、天使は自分のところにいるに過ぎないことは知っているが、要求が無む茶ちやにすぎると、恨うらみ言ごとのひとつも言いたくなる。

「どうだ、白しら鳥とり？」

　うん、と言ってくれ、という様子を隠すこともなく見下ろしてくる来くる栖す先生の目は、どことなく縋すがるようだった。

（ま、いっか……綾あや香かもお休みだし）

　彼女は昨日きのうからやはり、風か邪ぜで学校に来ていない。まだ本格的な冬には早いのだが、ＴＶでは、今年の風邪の流行は早いらしいことを言っていた。愛自身には、少しも風邪の兆ちよう候こうはないのだが、帰りに綾香のお見舞いに行ってもいいかも知れない。彼女は文化祭の前日に熱を出した愛を見舞ってくれたのだから、という気持ちもあった。

「わかりました。先生がそんなに言うなら、今日きようは早退させて貰もらいます」

「そ、そうか。よかった！」

　喜き色しよく満まん面めん、とはこういう顔を言うのだろうか、と愛はそのときに思った。あまりに露ろ骨こつにああいう顔をされると、やはり邪じや魔まにされている？　と思いたくなったが、結局、あれほど熱心に早退を勧めた理由はわからなかった。最後に先生は、

「いいか、白鳥？　決して寄り道なんかしないで、真っ直すぐ帰るんだぞ？　わかったね？」

　とくどいくらい念を押したが──

　──思いきり破やぶったな。

　悪い子だ、とでも言いたげに天使は言った。

（いいじゃないですか、ちょっとぐらい）

　家に続く路地の角を曲がりながら、愛は北風で乱れた髪を直した。確かに、今年は冬の訪れがいつもよりも早い気がする。いまは一日で一番暖かい時間帯なのに、曇っているせいもあるだろうが、風はひんやりとしている。

（だってほら、綾あや香かだって喜んでたし）

　そうなのだ。

　結局、来くる栖す先生の言いつけは守らず、愛あいは花を買って綾香の家にお見舞いに行き、いまはその帰りなのだった。ケーキにしようか、とも考えたのだが、休むほどの風か邪ぜを引いた病人にそれはないだろう、と思い直して花屋さんに目的と予算を言って、適当に見み繕つくろって貰もらった、束というには貧ひん相そうな花を持っていったのだった。

　家に行くと、綾香の母が応対に出てくれて、ホッとした。もし綾香一人しかいなかったら、病人にいろいろと気を使わせてしまうことになっただろうから。

　部屋に通されると、綾香はパジャマの上にカーディガンを羽は織おってベッドに起き上がって、携帯ゲームをしていた。熱はすこし下がった様子だったが、それでも平熱以上はあったようで、母親に怒られてしぶしぶ布団に戻ると、

「うるさくって」

　と言いながら、その顔はどこかうれしそうだった。

　なので、愛は時間にして一〇分ほどで、お茶も遠慮して家を辞じした。風邪がうつったら、綾香も気にするだろうし、いれば、どうしたってお喋しやべりをしてしまう、それは喉のどに悪いだろう。見舞いに行って、悪化させたのでは意味がない。

　──あれは、賢けん明めいな判断だったな。

　家が近くなったからだろうか、天使の声は、いつもよりもなんとなく、すぐそばでしているような気がした。

　──家に帰ったらすぐに準備をして、教会へ行くぞ。悪あく魔まっ娘こたちが気に掛かる。《憤怒ラース》と《大食グラトニー》が呼び戻されたことに、意味がないはずはない。

（はいはい、わかってますよ）

　言われなくてもそうするつもりではあった。だが、それには準備がいる。制服のスカートではいろいろと不便だし、怪け我がをしたときのための救急セットなんかもいる。そうでなくても前方不注意でしょっちゅう、おでこやら足やらをぶつけて、たんこぶや青あお痣あざが絶えない。それに他ほかにも、スキーの目出し帽、双眼鏡、デジカメ、集音機、縄なわ梯ばし子ご、まきびし、小麦粉の入った目め潰つぶし袋、といった道具も必要だ。使う機会のあるなしは別にして。

　──職務質問をされて荷物を調べられたら、その場で補ほ導どうだな。

（用意させたのは、天使様じゃないですかっ！　だいたい、目潰しとかまきびしとか、いつ使うんですかっ！）

　まきびし、とは忍者が使った地面にばら撒まく武器で、簡単に説明すれば、地面に画が鋲びようをばら撒いて追っ手の足を遅らせるためのものだ。

　──そんなもの、悪魔っ娘たちに追い掛けられたときに使うにきまっているだろう。そんなことにならないのが一番だがな。

（はいはい、努力しますよ）

　適当に返事をして、愛あいは門を開けた。賃貸の一いつ戸こ建だての家は、小さいけれども住み心ごこ地ちは悪くはない。光ひかるの元の家である、神かみ代しろの屋敷に比べたら、その庭にある道具小屋と同じくらいの大きさしかないんじゃないか、と思わなくもないが、一応駐車場もあって、いつもなら停とまっている軽自動車が、今日きようはなかった。

　本当に行ったんだー、と、愛は改めて思った。それにしても、いい話もあったもの、と思う。両親が旅行へと出掛けたのは、それほど前からの計画ではない。一週間前に、父の会社と付き合いのある温泉旅館が夫婦への優待パックを始めて、そのモニターにならないか、と声が掛かったのだ。

　簡単なアンケートに答えるだけで、二泊三日の旅行ができるのだから、父に否いなやのあろうはずはない。が、行きたいけど愛がいるし、と母は言った。その心配は当然だった。なにしろ、愛はそそっかしい。火事でも起こさないだろうか、とまず真っ先に思ったことだろう。

　その背中を、大丈夫、と愛が押したのは、ちょっとのびのびしたい、という理由もあった。というのも、両親がいっしょのときでも天使は平気で話し掛けてくるのだが、それには答えることができないからだ。だが、つい気にはなって上うわの空そらになってしまうので、両親からは度たび々たび、不ふ審しんがられている。

（あれって、意外と辛つらいし）

　一度くらい、そういうことを気にすることなく、家で過ごしたいとは思っていたのだ。たとえ部屋の中でも、あまり大きな声を出せば、すぐに両親が心配をして飛んでくるので、つい声を潜ひそめてしまうのだが、あれは意外にストレスになる。天使は天使で、そうしたことにほとんど気を使わずに、話したいときに話したりするものだからよけいに、だ。

　ポストを開けて郵便がなにもきていないことを確認し、ポケットから鍵かぎを出してドアを開けて中に入ると、家の中は静まり返っていて、冷蔵庫が低く唸うなる音が聞こえるほどだった。靴くつを脱いでスリッパを履はくと、少しひんやりとしていて、腰の背骨の辺りがむずむずした。

（とにかく、着き替がえ着替え）

　上下、ジョギング用のスウェットときめている。伸縮性が高く、壁をよじ登ったりするときにジーンズよりは楽だし、自由だ。足はスニーカー。背中に小さめのリュック、滑すべり止めのゴムがぽちぽちと付いた軍手も忘れないようにしなくては。

　──マスクもな。

（はいはい、わかってますって）

　おざなりに返事をして、鞄かばんを廊下に置いた。そのまま、二階の自分の部屋にではなく台所に向かい、冷蔵庫を開けて牛乳を出し、水切り台に置かれていたコップにそれを注ついで飲んだ──と。

　プルプル～、と受話器が不意に鳴って、愛は牛乳を噴ふき出しそうになって慌あわてて飲み込んだものの、むせ返ってしまった。

「けほっ、けほっ」

　涙が滲にじむ。それを手の甲で拭ぬぐいながら電話台に急ぎ、受話器を取り上げた。外線ではない。いまの鳴り方はドアホンだ。

「けほっ……はい？」

『お届けものでーす』

　どこか不自然な明るい声がした。

「あ、はーい」

　コップを置いて口を拭い、愛あいは玄関に向かうと、覗のぞき穴に目を押し当てた。この頃ごろは宅配便を装よそおった悪い人がいるから、と母からいつも言われているのだ。

　魚ぎよ眼がんレンズの向こうに立っているのは、確かに宅配便の配達員のようだった。見慣れた制服を着ている。もちろんそれ自体が偽にせ物ものだという可能性もあるが、そんなことまで疑っていたのでは一人ではなにもできなくなってしまう。それに、女性だった。

　愛は下げ駄た箱ばこの上に置かれた判はん子こを手にすると、鍵かぎを外してドアを押し開けた。

「どうも」

　にこやかな微笑を浮かべて、その女性は帽子を軽く上げた。

「白しら鳥とり愛さん、のお宅はここでよろしいですか？」

「え？　あ、はい」

「どうも。──はい、運んで」

　女性配達員が振り返ってそう指示を出して脇わきに退どくと、すぐに二人がかりでものすごい大きなダンボール箱が運び込まれてきた。荷物は慎しん重ちように、本当に慎重に廊下の床に置かれた。一メートル×一メートル×一メートルくらいはあるだろうか。

「じゃあ、これに判子をお願いします」

　配達員から二つ折りになった伝票を差し出されて、しかし、愛は戸と惑まどった。こんな大きな荷物を頼んだ覚えはない。いったい中身はなんだというのか。この大きさだと、組み立て式の家具、という可能性があるが、それも頼んだ覚えはない。

「……どうかしました？」

「い、いえ、その……ち、ちょっと見せてください」

　愛は、二つに折られていた伝票を開いた。差出人の欄らんを見る。

（あ──）

　天使が頭の中で、ほう、と呟つぶやく。そこには『神かみ代しろ光ひかる』の名前が書かれていた。が、しかし。

（これ……光君の字じゃないです）

　──間違いないか？

（はい。光君の字はもっとこう、丸くって可か愛わいいですから。天使様、これって、どういうことだと思いますか……？）

　──ちょっと待て。

　しばし沈黙。配達員が不思議そうな顔になっていく。これはちょっと、居い心ごこ地ちが悪い。

（あの、天使様っ？）

　──構かまわん、受けとれ。

（え？　いったい中身は──）

　──いいから受けとれ！　早くしないと持ち帰られてしまうぞ！

（は、はい……）

　声に背中を押されるようにして、愛あいは伝票に判はん子こをついた。

　配達員はそれをろくに確認もせず、ただ、にっこりと笑顔を浮かべると、帽子をとって深々と頭を下げて、おかしなことを言って帰っていった。

　ドアが閉まる。

　愛は、鍵かぎを掛けて、廊下に置かれた巨大な箱を見つめた。

（あとはよろしく、だって……次もよろしく、って意味かな……？）

　──開けてみればわかる。

（中、見たんですか？）

　──うむ。私くらいになれば、その気になれば造ぞう作さもないことだ。安心しろ。

（だったら、教会の中も透とう視ししてくれればいいのに、なんていうか……微妙に役立たずなんですよね、天使様の能力って）

　台所に、カッターをとりに行きながらそんなことを思うと、怒りが伝わってきた。図ず星ぼしだったらしい。本当のことだから仕方がない。どうも光ひかるが暮らしているあの廃はい教きよう会かいは、邪じや気きが強すぎて、それはもう深い深い霧きりの中にあるようなものだという。

　カッターを持って戻り、ダンボールを留とめている布のガムテープに刃をあてると、

　──あまり刃を出さず、慎しん重ちようにやるのだ。

（？　はいはい）

　ちっちゃい子供じゃないんだから、と思いながらも、愛は、刃を短くしてテープを切った。そうして蓋ふたを開けると。

「あれ？」

　再びの蓋。今度は発はつ泡ぽうスチロールだ。換気をよくするためだろうか、五つほど穴が開いている。しかしまだ、中身はわからない。愛はダンボールとの隙すき間まに手を入れて、持ち上げてみた。きゅ、と耳みみ障ざわりな音がして、少しだけ蓋がずれる。どうやらこっちは、テープなどで留められてはいないようだ。

「ん」

　少し力を入れて持ち上げると、蓋は外れ、ぱっ、と、擦こすれて取れた発泡スチロールの粒が廊下に舞った。その、マリンスノーのような景色の中、けれど愛あいは、ただダンボールの中を、中に納められていたものを、凝ぎよう視しすることしかできなかった。

　なぜなら、その立方体の中に入っていたのは。

　膝ひざを折り。

　体を丸めて横たわり。

　すうすうと、穏やかな寝息を立てている。
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「ひ──ひひひひ、光ひかる君……っ!?」




　　　　☆




「な、なんだあ、こりゃあ!?」

　パトカーやら、消防車やらが狭い道に集まって、赤せき色しよく灯とうがくるくると回る様子を見て、久く美みはパニックになりそうになった。どこを見ても、人だらけ。ほとんどは野や次じ馬うまだろうが、いったい全体、なにが目的でこんなに人が集まっているのか、その理由がさっぱりだった。とにかく人が多すぎて、なにも見えない。

「ねぇ、久美ちゃん、なにがあったのかなぁ？」

　途中のコンビニで買ったキャンディーを舐なめながら、美み巳みは背伸びをした。それでも見えなかったのか、今度は跳とびはねる。ふわふわした髪が広がって、着地の瞬間、ずしん、と辺りが揺ゆれたように思えたが、気のせいだろう。いくらなんでもそこまで重くはないはずだ。

「行くぞ！」

　久く美みは美み巳みの腕を摑つかむと、人垣を目指して突進した。

「オラァ！　どけぇ！」

　空気が震ふるえるほどの大声で叫び、鞄かばんを容よう赦しやなく振り回す。角かどの直撃を受けて、ぎゃ、と声を上げた野や次じ馬うまたちが怒りのこもった目で振り返ったが、久美の、それをはるかに凌りよう駕がする《憤怒ラース》の目で睨にらみ返されると押し黙り、連中が犬であったなら間違いなく尻尾しつぽを足の間に挟むかのように、道を開けた。

「ごめんなさぁい♪　失礼しまぁす♪」

　その久美の後ろを、対照的に腰の低い美巳が腕を引かれて付いていく。が、謝罪はしているものの、心はこもってはいない。

　人垣は、二〇メートルほども続いただろうか。ようやく先頭にたどり着いた久美は、目の前に広がった光景に、さすがに声を失った。

　周辺には黄色いテープが張られ、その向こうで車が横倒しになっている。

　ただの車ではない。

　巨大なビルの建設などに使われるような、怪かい物ぶつのように大きなクレーン。それが完全に、廃はい教きよう会かいに向かって横倒しになっている。蔦つたのびっしりと生えた塀へいは何メートルにもわたって破壊され、茎は千ち切ぎれて汁が滴したたっている。中がいったいどうなっているのか、ここからでは見えなかったが、無事ではあるまい。

「獅しぃ子こちゃん、だからあたしたちに帰ってくるように言ったのねぇ」

「暢のん気きに言ってんじゃねぇよ」

　言って、久美はテープを躊ちゆう躇ちよなくくぐった。

「ち、ちょっと、君！」

　すぐに、目め敏ざとく見つけた制服警官が飛んできて行く手を阻はばむ。

「危ないから下がりなさい。ここはいま立ち入り禁止だ」

「知るかよ」

「なに？」

　女子中学生からこんな口の利きき方をされたことがないのか、警官の顔に戸と惑まどいが浮かんだ。

「知るか、って言ったんだよ！　ここはオレの家だっ！　わかったらどけっ!!」

　腹の底から思いきり怒ど鳴なった。警官は完全に怯ひるみ、助けを求めるように辺りを見回す。久美は舌を打って、警官を押しのけるようにして前進した。

「あぁん、待ってよぉ」

　慌あわてて美巳が付いてくる。が、制服警官は追い掛けてはこなかった。他ほかの野次馬たちが、特に記者らしき連中が、自分たちも中に入ろうとするのを制止するのに忙しい様子だ。どうせ他ほかの警官に止められる、と思ったのかも知れない。

「ねぇ久く美みちゃん、なんか臭くさくなぁい？」

　大人たちの間をすり抜けながら進む久美の袖そでを引いて、美み巳みが呟つぶやいた。

「そういやそうだな」

「なんだろぉ……下水管でも破裂したのかなぁ？」

「知らねーよ。それより、いまは光ひかる様のことだろ？　獅しぃ子こたちが無事なら、光様も無事にきまってるとは思うけどよ」

「だといいけどぉ……」

　美巳の声には不安が混じっていた。久美も、その気持ちがまったくわからないわけではなかった。間近で見ると、クレーン車の巨大さが際きわ立だつ。タイヤひとつだけでも、自分の背丈と同じくらいの直径がある。こんな巨大な車が世の中に存在しているということが信じられない。

「うおっ」

　壊れた塀へいから中を覗のぞき込んだ久美は、思わずそう声を上げてしまった。すぐ後ろで美巳が飴あめを飲み込んだ音が聞こえたが、無理もない。

　中は、想像以上にひどかった。被害も。臭においも。

　作業をしている人間は、全員が防毒マスクのようなものを掛けて、背中にしょったタンクから繫つながる細長い棒の先から霧きりのようなもの噴射している。

　その向こうで、倒れたクレーンは教会にはかすりもしてはいなかったが、食堂を完全に潰つぶしていた。渡り廊下、それに寄宿舎の一部も壊れ、窓ガラスなども割れている。

「ひ、光様、無事かな……」

「あたりまえだろっ」

　久美は反射的にそう言ったが、なんの確かく証しようもなかった。ただの希望。それだけだ。だが、そうだと思える理由はあった。光はいま《怠惰スロース》の《大たい罪ざい》を犯している最中で、この二週間、部屋からほとんど出てはいないのだ。まして、食堂には一回も行っていない。少なくとも今け朝さはまだ《大たい罪ざい》を犯し中だった。だから──

「無事にきまっていますわ」

　後ろからそんな声が聞こえて、久美たちは振り返った。

「獅ぃ子ちゃぁん！」

　美巳がうれしそうな声を上げて跳とび上がる。

　そこには、いつものように《赤せき兎と》の肩に腰を下ろした獅ぃ子が見下ろしていた。彼女だけではない。他の連中、羊よう子こ、巳み和わ、倉くら子こ、棕しゆ櫚ろもいる。全員、特に怪け我がらしい怪我もない様子だった。ただ、光の姿だけが見えない。しかしそれを久美は不思議には思わなかった。《大罪》が続いているのならそれもわかる。それでも一応、顔くらいは見ておきたい。

「光ひかる様は？　バンの中か？」

　獅しぃ子こたちの後ろには、一台の大型の黒塗りのバンが停とまっている。獅ぃ子が所有しているうちの一台で、確か、動く情じよう報ほう戦せん略りやく室しつだとかなんとか言っていたやつだ。生徒会長選挙のときにも活躍したのと同じだと思うのだが、特に車に詳しいわけではないので、本当のところはわからなかった。

「……来なさい」

　相変わらず尊そん大だいな態度で獅ぃ子はそう言うと、側面のスライドドアの出入り口から中に乗り込み、手を使って器用に椅い子すに座った。他ほかの連中も次々と乗ったが、なぜか皆みな、無言だった。あとに続いて久く美みが、そして最後に美み巳みが乗ると《赤せき兎と》がスライドドアを閉じたが、彼は運転席に乗り込むことはしなかった。どこかへ行くというわけではないらしい。が。

「……光様は？」

　いない。てっきりバンの椅子で寝ているかしているのだろうと思ったのだが、ぐるりと見渡した限り、その姿はどこにもなく、また、いくら光が同年代の男子よりも体格が小さいからといっても、隠れられるようなスペースも、車内にはなかった。

　久美は、獅ぃ子たちを見た。

　誰だれも口を利きかない。

　いやな沈黙だった。

「おい、光様はどこだよ！」

　吼ほえるように言うと、ようやく獅ぃ子が小さくため息をついた。

「ここにはいませんわ」

「いないって、おい！　病院か!?　怪け我がでもしたのか!?」

　だが、獅ぃ子はゆるりと首を振った。

「じゃあ、なんだよ！」

　久美はイライラとして、スライドドアを殴なぐった。やん、と羊よう子こがどこかわざとらしく首を竦すくめる。膝ひざの上に座った巳み和わはまったくの無表情に抱き締めたテディベアに口元をうずめる。

「クイズやってんじゃねえぞ、獅ぃ子！　他のことなら付き合ってやるがなっ、光様のことは別だ！　ちゃんと言え！　光様はどうしたんだよ！」

　隣で美巳が頷うなずく。

「そうだよぉ。あたしも、こればっかりは久美ちゃんの方が正しいと思うなぁ。たとえ知ったところでなにもできないとしてもぉ、それでも、早く、正確に知る権利が、あたしたちにはあると思うのぉ」

「おまえも、早く喋しやべれっ！　いらいらすんだよっ！」

　どす、とわき腹に拳こぶしを軽く打ち込む。う、と小さく呻うめいて美巳は、ひ、ひどいぃ、と呟つぶやいてじわりと涙を浮かべた。だが、いまは無視だ。

「で!?　光ひかる様になにがあった」

　獅しぃ子こは、深呼吸と変わらぬほど深く息をついた。

「……何者かに攫さらわれましたわ」

　対戦相手にパイプ椅い子すでガツンとやられた以上の衝しよう撃げきだった。空気が、固形物になったかのように喉のどに詰つまって、息が苦しい。攫われた？　攫われたってどういうことだ？　どこかにつれて行かれちまったってことか？　そんな馬ば鹿かな。そんなこと、あるはずがないだろう。

「ま、待て待て待て。待てよ。待て」

　久く美みは両方の拳こぶしを握にぎり締しめて、それで自分のこめかみをぐりぐりと捻ひねった。

「なんつった？　光様が攫われた？　おいおい、冗談はやめろよ。やめようぜ。そんなこと、ありえるはずないじゃんか。おまえら、全員ここに揃そろってたんだろ？　光様のすぐそばにいたんだろ？　獅ぃ子の会社の連中もいたんだろ？　《罪人シナー》が五人も揃っていて、どうしてそんな真ま似ねができるんだよ？」

「わたくしたちは確かに《ここ》にいましたけれど、いなかったも同然ですわ」

「わかんねえよ！」

　久美はバンの床に足を叩たたきつけた。バンが大きく傾いて軋きしむ。

「もっとわかるように言え！　こんどそんな謎なぞ掛かけみたいな言い方してみろ！　いくらおまえでも、マジで許さねえぞ！」

　あの獅ぃ子が一瞬息を吞のみ、そうして口をつぐんだ。どう話しても、持って回った言い方になってしまうから、というつもりなのかも知れない。

「……敵の正体は、わかりません」

　代わりに、羊よう子この腿ももの上で人形のように抱きかかえられた巳み和わが答えた。

「……どうやら、いつの間まにかわたしたちは見張られていたようです。このクレーンの転倒も事故に見せかけただけで、目的はわたしたちを閉じ込めることにあったに違いありません」

「閉じ込める？」

「……はい。クレーンが倒れてきたのは、ちょうど、わたしたちが食堂の地下のシェルターに集まってたときですから。その衝撃でシェルターが作動して、わたしたちは、閉じ込められてしまいました。あれは震しん災さいにも適応していて、もしも外で火事が起きていた場合のことを想定して、最低で半月、中からは開けられないようになっています」

「開けた途と端たんに丸焼け、じゃ困るからね」と棕しゆ櫚ろ。「けど、絶対に開かないわけじゃない。外からなら開けられる。だからボクらはこうしていま、ここにいる」

「……敵がなぜ、わたしたちを閉じ込めただけでよしとしたのかはわかりません。もしかしたら無力であることを思い知らせるためだったのかも知れない。……実際、わたしたちは光様がつれて行かれるのを、見ているしかできなかった」

　巳和はテディベアを、中の綿が出てしまうほど強く抱き締めた。艶つやのある黒髪を抱き締めるようにして羊よう子こが撫なでる。

　低く唸うなり、久く美みは、砕くだけてしまいそうなほど強く、奥歯を嚙かみ締めた。

　いまになってようやく、あの電話がそういう理由を持っていたのか、とわかった。だが、あのときにはすでに、ことはすんでしまったあとだったのだろう。思い返せば、獅しぃ子この言葉は、そんな感じだった。

「どんな奴やつらだったんだよ」

「どんな奴らよりも明らかな、ボクらの敵、さ」

　棕しゆ櫚ろの説明に巳み和わは頷うなずいた。

「……普通の連中じゃありません。ここを襲おそうのに、銃じゆうやナイフではなく、聖書や聖せい水すいで武装しているつもりになっていたんですから。彼らは、わたしたちが《罪人シナー》だと知っていて襲ってきた、と思って間違いないと思います」

「それで光ひかる様は？」

「……無事だと信じてますわ」

　絞しぼり出すように獅ぃ子は言った。

「確信があるわけじゃねーんだな？」

「状況が、それを示していますわ！　光様の命を奪うつもりなら、その場でやっていたでしょう!?　できる状況にあったのですから！」

「そうとも限らないけどね」

　棕櫚がそう言って、獅ぃ子は裏切られたような表情で彼女を振り返った。

「な、なにを言いますの……？」

「だってさ、クレーンを倒すだなんて面めん倒どうなことをしたのは、あくまでこれが事故だと思わせたかったからじゃないのかな？　だったら死体が出たらまずいだろ？」

「それには一いち理りあるとは思いますけど」

　車に搭載してあるパソコンから目を離さずにそう言ったのは倉くら子こだ。ぽちぽちとキータッチの音が響く。

「わたしも、光様は無事だと思います」

「どうして？」

「光様を攫さらったのは、屈くつ強きような男が四人です。その気なら、首を絞めるでも、捻ひねって骨を折るでも、時間にして、一分もかからずにできるはずです。攫う途中で暴あばれる危険性を考えれば、たとえ一分、余計に時間がかかったとしてもそうするのでは？」

「その一分で、警察や消防署が来たら逃げられなくなるって考えたんじゃないかな」

「だとしても」

　倉子は指を止めると、その指腹で眼鏡めがねのブリッジを持ち上げた。

「これだけのことをやった連中です。そのくらいで躊ちゆう躇ちよをするとは思えませんね。やはりここは、なにかしらの目的があって、光ひかる様をつれ去ったと見る方が正しいと考えます」

「かもね」

　棕しゆ櫚ろは生欠伸あくびをして、車の窓に背中を預けた。

「結局、どっちなんだよ！」

　イライラして、久く美みは再び床を踏むように蹴けった。べこ、とへこんだのがわかったが気にも留とめなかった。壊れなければそれでいい。

「わけわかんねえぞ、おい！」

「無事ですわ！」

　獅しぃ子こは言いきった。

「もし光様になにかあったら、絶対に、絶対に、わたくしたちにはわかるはずですわ！　そうではなくて!?　わたくしたちと光様は、他ほかにはない特別な絆きずなで繫つながれているんですから！　ですからっ……必ず見つけ出し、とり返しますわっ」

　嚙かんだ唇くちびるに、血が滲にじむ。

「久美ちゃん、久美ちゃん」

　横から腕を引かれ、久美は体を傾けた。

「んだよ」

「あたしもたぶん、獅ぃ子ちゃんの言ってることが正しいと思うなぁ。そうだよぉ。光様になにかあったら、絶対にわかるって。それに、本当に危なくなったとき、光様が黙って殺されちゃうとは思えないんだけどなぁ。だって、ちょっぴりだけど光様、久美ちゃんの《憤怒ラース》の《大たい罪ざい》だって犯してるんだし」

「そりゃあそうかも知れねーけど……」

　久美は、男の子のように髪を搔かいた。

「……わーったよ。ここでうだうだ言ってても、光様が帰ってくるわけじゃねーもんな」

　ようやく、腹の虫も治まってきた。

　こういうときにすぐにカッとなって抑えられなくなってしまうのは、持って生まれた《大たい罪ざい》のせいだから仕方がない。

　堪こらえる？　ありえない。そんなことは。《憤怒ラース》の怒りは並ではないのだ。我が慢まんなどしたらストレスで一発で胃に穴が開いてしまうだろう。

　腹が立ったら怒る。そしてすっきりとして冷静になる。それが一番だ。車の床を踏み抜くくらい蹴っ飛ばしたそのおかげで、やっと熱が抜けてきた。

「で、どうするんだよ？　おまえのこった。もう捜さがしてるんだろ？」

「もちろんですわ！」

　獅ぃ子は尊そん大だいに言った。

「録画した映像をすべて解かい析せきに回して手掛かりを探させていますし、関係各所に頼んで、光様をつれ去ったと思われる車の行方ゆくえも捜さがさせていますわ。それにあのクレーン。あの出で所どころからも、敵の正体に行きあたるかも知れません。これだけのもの、盗もうと思って盗めるものではありませんもの。それに……シェルターを購入したことも知られていたと考えて、まず間違いないでしょう」

　喋しやべっているうちに、自信もすっかり戻ったようで、獅しぃ子こは腰に手をあてて胸を反そらした。

「わたくしに遺い漏ろうなどありませんわ！」

「なに言っ──もがもがもがもが」

　横から大きな手で口を覆おおわれて、頭をバンのドアに押し付けられた。すごい力。のんびりしているようで、美み巳みはかなりの腕力があるのだ。

「駄だ目めだよぉ、久く美みちゃん。せっかく仲直りしたんだからぁ」

「美巳、うるさいおサルの口は、そのまま押さえておいてくださいましな」

　生意気な口ぶりもすっかり戻っている。

「だけど獅ぃ子」

　頭の後ろで手を組んで棕しゆ櫚ろが言うのを、久美は美巳の腕を口から外しながら聞いた。いくら力が強いといっても、久美に敵かなう腕うでっ節ぷしの少女はここにはいない。唯ゆい一いつ張り合えるのは《赤せき兎と》くらいのものだ。

「あのシェルターは《ヴィーナス・グループ》から買ったんだよね？　その情報が漏もれたっていうことは、グループの中に敵が入り込んでいるってことになるのかな？」

「そうとも限りませんわ。もしもここが見張られていたのだとすれば、埋まい設せつ作業を撮影したものをちょっと知識のある者に見せれば、なにを埋めていたのか、そのメーカーはどこで、どのくらいのカタログスペックがあるのか、ネットでメーカーのサイトを見ればすぐにわかりますもの。危険を冒おかして潜せん入にゆうをするよりは、よほど効率的で確実ですわ。もちろん、あんなクレーンを持ち出せるということは、それなりの規模の組織だとは思いますけれど」

「彼女は？　この件に嚙かんでないのかな」

「誰だれのことを言っているんですの？」

　獅ぃ子は眉み間けんに皺しわを刻んで首を傾かしげて棕櫚を見た。

「誰って、もちろん愛あいちゃんだよ。白しら鳥とり愛。微妙に《ヴィーナス・グループ》の手の及ばない場所に立っている、稀け有うな子だよね。彼女は関係してないのかな？」

　獅ぃ子の目がこちらを向いた。

「どうですの、久美。白鳥愛に、今日きよう、変わったところがありまして？」

「特に気が付かなかったけどな……」

　久美は美巳を振り返った。

「おまえは？」

「いつもどおりだったんじゃないかなぁ。いつもどおりに、光ひかる様のことを心配そうに聞いてきたしぃ、いつもどおり、お弁当、おいしかったし♪　あ」

「なんですの？　なにか思い出しましたの？」

　美み巳みは自分の指に毛先を巻き付け手を離し、それがくるんと丸まるのを繰り返している。が、どうやら本人は意識してやっているわけではないらしい。

「ううん、関係ないこと。お昼のカツ丼どん、おいしかったなぁ。って」

「カツ丼？」

「ほら、あれだよ」と久く美みは言った。「ＴＶでよく、犯人にカツ丼出して優しくすると、べらべら喋しやべったりするだろ？　だから、白しら鳥とりにもカツ丼食わせたら、あのメールの犯人のこと、なにか喋るんじゃねーかと思って、出前をとったんだよ。結局、こいつが食っちまったけど」

　久美は、美巳のこめかみを軽く突いた。美巳は、やん、と呟つぶやいて唇くちびるを尖とがらせる。

「……馬ば鹿かですわね」

「んだと！」

　思わず飛び掛かりそうになったが、ほとんどタックル同然に隣から飛び付かれて、できなかった。なにしろ、しがみ付いたのが美巳である。一気に体が三倍重くなったようなものだ。実際はそれよりも軽かったとしても、十分動けず、座席に引き戻されてしまった。

「だから、おサルだというんですわ」

　ふん、と獅しぃ子こは鼻を鳴らす。

「まあまあ、カツ丼の話はともかく、さ」

　棕しゆ櫚ろは、自身の《大たい罪ざい》の問題であるにもかかわらず、のんびりとした声で場を収めるように言って、微笑ほほえんだ。

「ボクらはどうする、獅ぃ子？　《ヴィーナス・グループ》の専門家に任せた以上、彼らよりうまく、ボクらが光ひかる様を捜さがせるはずはないけど」

「それでも捜すにきまってんだろ！」

　久美は拳こぶしを握にぎって腕を立てて見せた。別に意味があるわけではない。なんとなく、気合を入れるときにはこうしてしまう。

「プロだろうがなんだろうが、所しよ詮せん、そいつらには光様は他人で、捜すのは仕事だ！　けど、オレは違うぜ！　オレと光様には絶対に絆きずながある。そいつらに見えないものが、オレを絶対、光様のところへ引っ張って行ってくれるに違いねー！」

「ただの馬鹿じゃなくて、熱血馬鹿ですわね」

　やれやれと獅ぃ子は首を振ったが、今度は腹は立たなかった。

「ふん、言ってろ！　ただ待ってるだなんて、冗談じゃねーや。オレはオレで光様を捜す。おまえらはなにもしないで待ってればいいぜ。光様が《堕落ダウンフオール》したとき、誉ほめられる人数は少ない方がいいからな」

「それこそ冗談じゃありませんわ」

　獅しぃ子こは、手にしていた乗馬鞭むちをぴしりと鳴らすと突き付けてきた。

「栄光を独ひとり占めにするおつもりですの？　そんなこと、させるものですか！　だいたいですわね、誰だれも捜さがしに行かないとは言っていないでしょう？　なんのために、あなたたち二人を、わたくしたちがここで待っていたと思うんですの？　状況を説明して、手分けをするためにきまっているでしょう！　その慈じ悲ひをわからず、わたくしたちがなにもするつもりがないと勝手にきめ付けて──だからおサルだというんですわ」

　畳たたみ掛けられて、久く美みは反論に詰つまった。言い返したい気持ちはあるのだが、うまく言葉にならない。なんというか、言葉が脳みそでつっかえている感じだ。

「く、くっそー……」

「無理だよぉ、久美ちゃん」

　腰にしがみついたまま、美み巳みが笑った。

「口で、獅ぃ子ちゃんに勝てるわけないってぇ。大人の人たちを相手にして、たくさんの企画を通して、たくさんの企画を潰つぶして、いろいろやりくりしてるんだからぁ。久美ちゃんは、正反対の解決方法しかできないでしょお？」

　つん、と美巳は久美の拳こぶしをつついた。

「まったく、そのとおりですわ！」

　ふふん、と獅ぃ子は鼻で笑った。先刻、棕しゆ櫚ろの指摘にうろたえたことなど、きっと自分の中でなかったことになっているに違いない顔だった。

「わたくしたちは、プロのセオリーにはない独自の方法で捜すことにいたしましょう。光ひかる様は絶対に無事ですわ。もしもそうでなかったときは……」

「ときは？」

　反復して訊きいた棕櫚を見て、獅ぃ子は凄せい絶ぜつな笑えみをその唇くちびるに浮かべた。

「そのときは、世界を焦しよう土どに変えて償つぐなわせますわ」

　噓うそではない、と久美は感じた。《ヴィーナス・グループ》の底力はすごい、と聞いている。それこそ、核ミサイルを積んだ潜せん水すい艦かんでも保有しているのかも知れない。

　まったく、金持ちってのは、なにを考えているのかいまだにわからない。久美の仕事である『キャットファイト』の客のほとんども──明あけ星ほし財ざい閥ばつと比べたらその規模は象ぞうと蟻ありだが──金持ちで、ちょっと変わった人間が多い。オンリーワンな人間だからこそ、そうした財を成すことができたのかも知れないが。しかし。

「物ぶつ騒そうな女……」

　ぼそりと呟つぶやくと、乗馬服姿の獅ぃ子は目め尻じりを吊つり上げて、手の中で鞭むちを鳴らした。

「なにか言いましてっ？」

　久美は、ぶるぶると首を振った。
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「ひかっ、ひかっ、ひかっ、ひかっ──」

　発はつ泡ぽうスチロールの蓋ふたを持ったまま愛あいは、自分が壊れたアナログレコードみたいだと思った。レコードというのは、プラスチックの板に溝みぞを刻んで音を出す古いタイプのオーディオで、父が趣味で少しだけ集めていて、同じところを再生する現象を、針飛び、というらしいが、まるでそれのようだった。

「ひかっ、ひかひかひか──」

　──落ち着け、愛。

　こんな状況なのにとても冷静な天使の声が頭の中に響ひびいて、そのおかげで、愛は口をつぐむことができた。喉のどの奥でまだ声が、ひかひか言っている。

　──神かみ代しろ光ひかるは、別に死んでいるわけではない。ただ眠っているだけだ。よく見ろ。

　愛は、蓋を掲かかげたまま、おそるおそる箱の中を覗のぞき込んだ。

　膝ひざを抱えるようにして体を丸めて横になっている光は、上下揃そろいのスウェットを着て、一見したところ、どこにも傷などはなかった。発泡スチロールの内箱の底には、ちゃんと毛布が敷しかれている。

　箱の中に頭を突っ込むと、はっきりと、すうすうという光の寝息が聞こえて、ようやく少しだけ、愛は安心することができた。息遣いにも、苦しそうなところは全然ない。

　──わかったか？

　天使の声に愛は頷うなずくと、箱から顔を出した。

　光は生きている。それは確かに安心したが、状況が異常だということに変わりがなかった。人間が宅配便で送られてくるなど、普通であるわけがない。

　──もう一度、伝票を確認しろ、愛。

（あ、はい）

　愛は受け取りを確認した。依頼人の欄らんには確かに光の住所、それに名前が書かれている。だが、それはやはり光の字ではなかった。さらに、

（あ……住所！　この住所、あの教会じゃないです！　これ……前の光君の家だ）

　──なにかの暗あん喩ゆか？　わざわざ旧住所を書いたというのは。

（ど、どうしましょう、天使様……）

　──とりあえず、箱から出せ。悪あく魔まっ娘こたちの新たな企たくらみかも知れぬ。

（どんな、です……？）

　──それはわからぬ。わからぬが──

　そのとき、廊下に置いた鞄かばんの中で携帯が着信を報しらせるメロディーを奏でた。音楽で綾あや香かからだとわかって、愛は安あん堵どした。もしこれが光からだったりしたら、ホラーだ。

　愛は鞄を開けると携帯を取り出して、通話ボタンを押した。

「もしもし？」

『あ。愛あい？　ニュース見てる？』

「ニュース？　ううん、まだだけど──」

　時計を見る。まだ、夕方のニュースには早い時間だ。

『もう家？　ごほっ！　だ、だったら、ちょっとＴＶつけてみてよ！』

「う、うん」

　光ひかるのことを優先させたいと思いつつ、綾あや香かの口調が切せつ羽ぱ詰つまったものであったので、とりあえず愛は台所に移動して、ＴＶをつけた。チャンネルを指定の番組に合わせる。と──

『──場では、クレーンの撤てつ去きよ作業が続いていますが、転倒の原因についてはまだわかっておりません。繰り返します。今日きよう、午後一二時四〇分ごろ、東京都千ち代よ神がみ宿じゆく区で、移動中の建設作業用の巨大クレーン車が倒れ、教会の施設を直撃しました』

「こ、これって──」

　──うむ。神かみ代しろ光の住居だな。

　そうだ。間違いない。

　あの蔦つたに覆おおわれた壁。いやになるほど見てきたものだ。あの奥がおぞましい虫の住すみ処かになっていることも、愛は自らの体験で知っている。その一辺の大半が破壊され、無残に蔦も引きちぎられ、そこに、集まった人たちと比べても余りに巨大な車が一台、横倒しになっている。

『事故当時、施設の中には五人の少女がおりましたが、幸いなことに壊れたのは食堂だけで、特に怪け我がもなかったということです』

『岡おか崎ざきさん？』ＴＶの司会者が訊きく。『後ろで作業中の皆みなさんが、なにかガスマスクと防護服のようなものを着けているのはどうしてですか？』

『はい。クレーンが倒れた際に異い臭しゆうが辺りに漂ただよったために騒ぎになったのですが、どうやら下水を一部破壊してしまったのが原因ということで、その臭においを防ぐための措そ置ち、ということだそうです』

『助かった少女たちにお話を聞くことはできましたか？』

『残念ながら聞くことはできませんでした。病院へ搬はん送そうされたということではないようですので、警察で事情を聞かれているのではないかと思われます』

　ありがとうございました、と司会者が言って、現場の中継は終わった。

『これって』

　と、それを待っていたように、綾香の声が受話器から聞こえた。

『神代の家だよね？』

「う、うん」

　愛はそう返事をしたが、いったいどう考えたらいいのかわからなかった。

　事故は昼休み──ということは、久美たちが電話で呼び出されたのは、それと無関係ではあるまい。あの二人は早退してしまったが、これが理由ならそれもわかる。

　しかし。

『けど、どういうことだと思う？　事故当時、そこにいたのは女の子が五人って言ってたでしょ？　つまり、神かみ代しろはいなかったってことだよね？　もしかして学校に来ないのって、極ごく秘ひで入院とかしてるのかな？』

「わかんないけど……報しらせてくれてありがと、綾あや香か」

『ううん。たぶん入院してるとか、どっか遊びに行ってるとかだから、あんまり心配しない方がいいよ』

　ここにいるんですけど、とは言えない。光ひかるが普通に遊びに来てくれたのだったら、ちょっと照れながら話せたりもしたかも知れないが、状況はあまりにも異常だ。

「うん、ありがと」

　そう言って愛あいは電話を切ると、急いで廊下に戻って、ダンボールに詰つめられた光を見下ろした。相変わらず光は穏やかな寝息を立てている。

（……いったい、どういうことだと思います……？）

　──メールの一件、覚えているか？

（えっと、生徒会長選挙のあれですか？）

　──そうだ。あれではっきりしたのは、何者かは知らないが、我らと同じく、神代光を監かん視しし、その《堕落ダウンフオール》を阻そ止しせんとする者がいる、ということだったな。

（ええ、まあ……）

　愛自身はよくわかっていない、というか、確信を持ってはいないのだが、天使はあれの一件を、自分たちとは違う何者かの助力だと考えているようだった。そうだとしたら心強いとは思うのだが、素直に喜べないのは、やり方が乱暴にすぎると思えるからかも知れない。あのメールは確かに光の完全なる《堕落ダウンフオール》を阻止したかも知れないが、同時に彼を傷付けもした、と思うからだ。天使はあまり気にしてはいないようだけれども。

　──いまのニュース。あれも、その連中と同じ奴やつらの仕し業わざかも知れん。

（それって、クレーン事故がですか？）

　──そうだ。事故を起こし、後処理ということで侵入して、神代光をつれ去ったと考えれば、突然、送られてきた説明もつく。どうも、我らに助力をしてくれている連中は、それなりの組織力があるようだな。

（説明なんかつきませんよ！）

　──なぜだ？

（だって、もし、もしですよ？　天使様の言うとおり、謎なぞの人たちが光君の《堕落ダウンフオール》を止めたいと思っていたとしても、それがどうしてわたしのところなんですか？　天使様のお知り合いだっていうなら、まだわかりますけど、天使様、知らないんですよね？　なのにどうして、私が光君を《堕落ダウンフオール》させないように頑がん張ばってること、その人たちは知ってるんですか？　おかしいですよ。そう思いませんか？）

　──ううむ。

　天使は唸うなると黙り込んだ。しん、と静まった廊下に、光ひかるの寝息だけが響く。それにしても、と愛あいは箱の中をちらりと見て思った。よく寝ていられるものだ。ここに運び込むときだって、相当、揺ゆれたはずなのに。もしかしたら、睡眠薬かなにか、飲まされているのだろうか？

　──ま、深く考えることはあるまい。

「は？」

　思わず、声に出してしまった。

（なんですか、それ!?）

　──怒るな。考えたところでわからないものはわからない、ということだ。それに神かみ代しろ光を送ってきた連中の目的がなんであれ、少なくとも、あの悪あく魔まっ娘こたちの下もとに置いてはおきたくない、と考えたということは確かだろう？

（でも、乱暴すぎますよ！　下へ手たしたら、悪魔な女の子たち、死んじゃってたかも知れないじゃないですか！　光君だって、巻き添えになってたかも！）

　──それはないだろう。

（どうしてですか!?）

　──そのつもりがあるなら、そうしていたはずだ。誰だれも怪け我がをさせないように倒すことの方がよほど難しいはずだ。おそらくは緻ち密みつな計算の上に実行された作戦なのだろう。我らを助けてくれている謎なぞの連中は、真に愛に溢あふれた者たちに違いない。悪魔っ娘たちにも慈じ悲ひを施ほどこし、その命を奪わなかったのはもちろん、怪我すらさせなかったのだからな。

（そうかなあ……）

　天使ほど素直には、愛はその話を信じることはできなかった。行きあたりばったり、すべて偶然の産物、と考えることができないわけではない。それに、どこの誰とも知れない相手に、隠しに隠してきたことを知られている、というのは気持ちが悪かった。

　──そうとも限らぬぞ。

　考えを読んだのか、天使は言った。

　──おそらくその謎の連中は《堕落ダウンフオール》を防ぐもっとも有効な手段が《愛あい》だとわかっているのだ。ならば、神代光をおまえのところへ送ってきた理由も説明がつく。神代光がおまえに好意を寄せていることは、傍はた目めから見ても明らかだからな。逆に、おまえが神代光を好きだということも、わかっていないのは神代光だけだ。

（だからって、乱暴すぎますよ！　普通、クラスメートが宅配便で送られて来たら、速そつ攻こう、警察に連絡しますって！）

　──それでもよかったのかも知れぬぞ？　大切なのは現状の打だ破は、と考えたのかも知れん。神代光の監かん禁きん状況を力ずくにでも一いつ旦たん中断させるには、ああした手段しかないだろう。これでしばらく、悪あく魔まっ娘こたちは注目を浴びる。あのクレーンも、そう簡単には退どけられないだろうからな。その間は、派手なことはできないはずだ。それに、謎なぞの連中がおまえのことも監かん視ししていたとすれば、警察に渡すことはしない、と考えたかも知れん。神かみ代しろ光ひかるが、世間的に見ればふしだらな生活をしていることを、おまえが面白く思っていないことは、誰だれもが知っている話だ。なんとかして、しばらくの間でも自分の家に置いておく、と考えても不思議はない。いや。きっとそれに賭かけたのだ。そうとも！　だからなのだ、愛あい！

　なぜかテンションが尻しり上がりに高くなっていく天使にちょっとだけ退ひきながら、愛は続きを待った。なんとなく、二階で一人きりで天使は、大げさな身ぶり手ぶりで話をしているような気がした。

　──決行が今日きようだったのは！　連中は、おまえの両親が今日からいないことを知っていて、それで、今日を実行日に選んだのだ！　そうすれば少なくとも三日間は、ふたたびあの悪魔っ娘たちの下もとに戻されることはないと信じて！　うむ、これは好機チヤンスだ！

　バン、と二階で大きな音がして、愛は階段を振り返った。

　なぜか辺りに賛さん美び歌かが流れ出し、薄暗い階段の上から、まるで雲を割って光ひかりが差し込むかのように光が溢あふれてきて、眩まぶしさのあまり愛は目を眇すがめた。

　小さな赤ちゃんが、背中に翼を生はやした赤ちゃんが、なにかキラキラしたものを撒まきながら降りてくる。小さな天使。よく絵とかに描かれている、その天使だ。

　その後ろから、大きな翼を狭い階段一杯に広げて、まるでワイヤーで吊つられているかのように降りてくるのは。

（天使様!?）

　──好機だぞ、愛！　これぞまさに神の思おぼし召めし！

　天使は愛の前に立つと、ばさりと翼を天てん井じようまで広げた。小さな天使たちはいつの間まにか消えていた。いかにも教会の鐘かねといった音が鳴り響ひびいて愛は耳をふさいだが、鳴っているのは頭の中でなのか、ちっとも効果はなかった。

　──そうとも！　神代光はここにいる！　こんな素晴らしい好機があろうか！

「なにがです！」

　愛は、耳を押さえたまま怒ど鳴なった。光が起きてしまうかも、とは考えなかった。そんなことをしなくても、天使には聞こえたかも知れなかったが。

「なにが好機なんですか、いったい！」

　──そんなもの、神代光を救うのに、きまっているだろう！

　天使は笑った。その笑い声は、人のそれというよりも、どこかトランペットを思わせた。

　──これぞ神の与えてくれた好機！　愛！　今こ宵よい、神代光と契ちぎってしまえ！

　天使の、細くて白い、けれどもやはり男の人だとわかる指が、鼻先に突き付けられて、愛は思わずより目になってそれを見つめてしまった。

　一秒。

　二秒。

　三秒。

「…………え、ええーっ!?」




　　　　☆




　もし横おう転てんしたらそのまま五回は転がりそうな勢いでバンはドリフトして、後輪のタイヤの痕あとをアスファルトにくっきりと残した。獅しぃ子こは、腕を突っ張って放ほうり出されないように力を込める。バンの中にまで、ゴムの溶けたようないやな臭においが入り込んできて、気分が悪くなったが、堪こらえた。

　ぐん、と窓の向こうにコンクリートの壁が迫ってきて、一同は息を吞のんだ。だが、《赤せき兎と》の運転の腕は超一流である。車体とほぼ同じ大きさしかない面積にもぴったりと車を納めることができる。

「ここかっ！」

　停止と同時に、剝はがしてしまいそうな勢いでスライドドアを開け、久く美みが飛び出していく。

　吹き込んできた晩ばん秋しゆうの風に髪を押さえながら、獅ぃ子は息をついた。

「……まったく、あのおサルは」

　しかし、はやる気持ちはわからないではない。獅ぃ子とて、この足が自分の意思で自由に動くなら、同じように飛び出していただろう。

　久美に続いて、美み巳み、羊よう子こと彼女に抱きかかえられた巳み和わ、倉くら子こが出て行き、車の中には獅ぃ子と棕しゆ櫚ろだけが残った。

「降りませんの？」

　そう訊きくと、棕櫚は肩を竦すくめた。

「まあ、ボクが行ってもできることはないだろうからね。ここにいるよ。まさか君、そんなすぐに光ひかる様が見つかると思っているわけじゃないだろう？」

「それはそうですわ」

　ぎし、と車体が軋きしんで車内に丸太のように太い腕が差し込まれる。それが体に絡からむのに逆さからわず、獅ぃ子は言った。

「それでも、この目で見ればわかることがあるかも知れないでしょう？」

「かも知れないけど、面めん倒どうだな」

「光様のことですのよ？」

「はは、わかってるよ。でも、《大たい罪ざい》には逆らえない。たぶん光様に引きずられてるんだと思うんだけど、いつもよりもずっと、やる気が出ないんだ」

「……そうですの」

　獅しぃ子こはそれ以上、いっしょに来るように言う気はなかった。

　自分たちはひとつの目的のために集まってはいるが、最優先されるのはあくまで自分の罪だ。それは、巳み和わが文化祭のときに黒くろ島しま竜りゆう一いちの存在を皆みなに隠して《嫉妬エンヴイ》の罪を犯させようとしたことや、棕しゆ櫚ろが生徒会長選挙の裏で《怠惰スロース》の罪に繫つなげるために、当選後、それを無効になるように画かく策さくした事を見ればわかる。

　だが、それを責めようとは思わない。《嫉妬エンヴイ》や《怠惰スロース》、それに獅ぃ子の《高慢プライド》は、動物的本能に根ざさない類たぐいのものであり、犯させるのが難しい。ときに他の《罪人シナー》を利用しなくてはならないこともある。仲間だとは思っているが、あくまでそれは自分の《大たい罪ざい》を邪じや魔ましないなら、という条件が付く。

　なので、強制はしない。

「では、見てきますわ」

「りょーかい」

　気けだるそうに手を振ると、座席にごろりと横になった。

　自由に動けるのにそうしない、棕櫚への苛いら立だちは吞のみ込んで、獅ぃ子は《赤せき兎と》に腰を摑つかませて車外に出ると、肩に乗った。

　視界が高くなり、一気に世界が広がる。《赤兎》の身長は二メートル近い。それに獅ぃ子の座高が加われば、普通の生活をしている人間が見ることのない世界を目にできる。もちろん、家の二階や屋上、またはもっと高い場所から世界を見下ろす方法はいくらもある。だが、それとはまた別種なのだ。

　帽子からはみ出したツインテールの髪が風に踊って頰ほおをくすぐり、獅ぃ子はそれを押さえて辺りを見回した。地下駐車場にしては明るい。天てん井じようがそれほど近くに感じないのは、トラックなども出入りをするからだろう。

　すでに何十台も停とまっているのその一角に、黒服を着た男たちが立っている。いずれも襟えりには《ＶＧ》と彫られたバッジを着けていて、その目つきは異様に鋭い。一件、ボディガード風の彼らの後ろには、一台のバンが停まっている。見覚えのある車だ。

　久美たちの目標も、そのバンだった。

　はっきりとではないが、監かん視しカメラに映っていた、光ひかるをつれ去ったバンと同じものである。もちろん同じ車種の車は都内だけで何百台とある。が、逃走した方面、状況、それに、微かすかに判別できた傷などから、その車にまず、間違いなかった。

　突進してくる彼女たちを止めようと、男たちが腕を広げる。それを見て、久く美みの様子が変わるのがわかった。異様な、威い圧あつ感かんのある空気が広がる。

「開けなさい！」

　彼女が黒服たちに飛び掛かる前に、獅ぃ子は命じた。男たちは顔を上げ、それが自分たちの雇い主であると認めると、迷うことなく道を開けた。脇わきを過ぎるとき、久く美みが男たちを睨にらんだのが、彼らの表情が強こわ張ばったことでわかった。大の、しかもそれなりに修しゆ羅ら場ばをくぐってきた人間を、中学生の少女が怯ひるませるのだから、並ではない。

　久美は車に飛び付くと、ドアを引いた。

　が、びくともしない。

「鍵かぎ！」

　男たちに向かって手を伸ばす。だが、黒服たちはそこまで手が回らなかったのか、無言で互いの顔を見た。

　久美は明らかにイラついた様子で、舌を打って腕を折り曲げ、肘ひじを突き出すようにしてそれをバンのスモークガラスの貼はられた側面の窓に押しあてた。腰を落とし、シッ、歯の間から息が漏もれたと思った瞬間、窓は粉々に砕くだけて細かい砂じや利りのようにばらばらと落ちた。
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「光ひかる様！」

　縁へりに手を掛けて頭を突っ込みながら叫ぶ。だが、予想されたことだが返る声はなく、しばしの後、久美は車から顔を引き抜くと、無言でスライドドアに蹴けりを入れた。べこん、と少女の細足で蹴ったとは思えないほど大きく凹へこむ。

「このおサル！」

　獅しぃ子こが吼ほえると、久美は振り返って睨むように見上げた。

「なんだよ！」

「なんだよ、じゃありませんわ！　それじゃあ、ドアが開かないじゃありませんの！」

「そうだよぉ」

　スライドドアの把とつ手てに手を掛け、美み巳みが思いきり引っ張ったが、凹へこんだ部分が引っ掛かっているのか、ドアは数センチしか開かなかった。

「久く美みちゃん、暴走しすぎぃ」

「だってよ！　光ひかる様が心配だったんだから仕方ねーだろ！」

「だからといって、手掛かりを破壊してどうするんですの!?」

　獅しぃ子こは乗馬鞭むちを振るって《赤せき兎と》をバンの後ろに移動させた。大男は無言でトランク部分のドアの把手を摑つかむと引き上げる。ばきん、と金具が壊れる音がしてドアが開くと、久美は弾だん劾がいするように指を突き付けてきた。

「おまえだって壊してんじゃんか！　やってることは同じじゃんかよ！」

「ぜんっぜん違いますわ」

《赤兎》に肩から下ろして貰もらい、トランクの端はしに腰を掛けて中を見回しながら、獅ぃ子は答えた。

「わたくしはドアを開けましたけど、あなたは開かなくさせたのでしょう？　同じ『壊す』でも、そのベクトルは正反対ですわ。だいたい、こんなにガラスを散らばせてしまってどうするんですの？　だからおサルだというんですわ」

　反論できずに、久美は獣けもののように唸うなる。《憤怒ラース》がうずまいているのがわかる。怒りのためにうまく思考が働かないのだろう。まあ、そうでなくてもたいして違いはないのだが。とりあえず無視して、獅ぃ子は中を探さぐった。といっても、手の届く範囲で目立ったものは特にない。

「《赤兎》、他ほかのドアも」

　ラバーマスクの大男は、こふー、と息を漏もらしてそばを離れると、次々とドアを開けて回った。乱暴さは久美とさして変わらないものの、窓ガラスの破片を撒まき散らすような真ま似ねはしない。黒服たちはそんな《赤兎》を気味悪そうにちらちらと見ている。彼らは獅ぃ子のために働く《ヴィーナス・グループ》の『クレーム処理班』だが、実際に顔を合わせたことはない。《赤兎》のことは、噂うわさには聞いているだろうが見たのは初めてなのだろう。

「……これが本当に光様をつれ去った車かどうか、わかんねーだろが」

　腕を組んで、負け惜しみのように久美が呟つぶやく。

　すると、美巳が後ろにやってきて、トランクをほとんど舐なめるように顔を近づけて、くんくんと臭においを嗅かいだ。おおよそ、三〇秒。美巳は顔を上げると、大きく頷うなずいて、うん、と言った。

「間違いないよぉ。光様、ここに乗ってた！　だって、匂におうもん♪」

「犬か、おまえは」

「えへへ～♪」

　美み巳みは照れたように身を揉もむ。緩ゆるいウェーブのかかった栗くり色いろの髪が、右に左に揺ゆれる。

「誉ほめてねえっての」

　軽く舌を打った久く美みに、そうなの？　と不思議そうに、美巳は首を傾かしげた。

　そんな二人のやりとりはまったく無視して、倉くら子こは鞄かばんとデジカメを持って運転席に入ると、スプレーを取り出してハンドルなどに吹き掛けた。

「なにしてんだ？」

「指し紋もんが残っていないか、調べてます」

　久美の質問に簡かん潔けつに答え、他たの場所にもスプレーを吹き掛けていく。そうしてそれがすむと、今度はペンライトを取り出して車内を照らしていった。青白い光が躍おどる。顔を照らされて、久美は目を眇すがめた。

「こんどはなんだよ？」

「先刻のスプレーは、人間の皮ひ脂しに反応し、このライトをあてると光るんです。つまり、指紋が残っていれば浮かび上がります」

「光んねーぞ？」

　確かに。ライトをあてたところはどこも、線のようなものは浮かんだが、それだけだった。

「…………」

　倉子はライトを消すと、獅しぃ子こを振り返った。

「指紋はすべて拭ふきとられてますね。もっと詳しく調べれば、ひとつくらい発見できるかも知れませんが、警察に記録が残っている可能性は低いと思います」

「……車からたどった方がいいかも知れないです」

　羊よう子こに後ろから抱き付かれ、露ろ出しゆつ過か多たの服から零こぼれ落ちそうになっている大きな胸を頭に載せた巳み和わが言った。自身もテディベアを抱き締めるようにしていて、三姉妹のようだ。

「……こんなとこに残していったのは、たぶん、違法な取引で手に入れたものだと思うから。あのクレーンも盗まれたものだったし」

　獅ぃ子は頷うなずいた。

　警察の話では、あの巨大クレーンは今け朝さ方、そう遠くないビルの建設現場に向かう途中で盗まれたもので、本物の作業員は裸で発見され、病院に搬はん送そうされて意識の回復を待っているところだという。

　話を訊きく必要はあると思うが、いまは駄だ目めだ。

　警察には頼れない。なにしろ光ひかるのことを話してはいないのだ。

　誘ゆう拐かい事件、ということになれば、生活は暴あばかれる。廃はい教きよう会かいで保護者もなしに、一四歳の少年が七人の少女たちと同どう棲せいしているという生活を、世間が温かく迎えてくれるはずはなかった。しかも、羊子は現役のグラビアアイドルであり、獅ぃ子は巨大財ざい閥ばつの一人娘。

　ＴＶなどはグループの力で抑えられるだろうが、それでも完全には人の口に戸は立てられない。いまはネットの時代だ。どんな情報でも流出する。

　それに──これが一番大きい理由だが──獅しぃ子この《高慢プライド》が、警察の介かい入にゆうを許さなかった。彼らに頼ることは、汚お名めいを返上する機会を失うということだ。

　廃はい教きよう会かいの監かん視しのシステムを構こう築ちくしたのは獅ぃ子である。もちろん、あんな乱暴極まる方法でくるなど、予測していなかったが、そんなのは言い訳にもならない。突破され、奪われた。それが揺ゆるがない唯ゆい一いつの事実。そしてその失敗は、自らの手で光ひかるを奪い返すことでしか挽ばん回かいできない。グループ本体の力を借りるわけにはいかないが、獅ぃ子が動かせる人数だけでも、警察が捜査に投入してくれる人数よりは多い。

「倉くら子こ、ナンバーを」

「ええ」

　倉子は車を降りるとそれを控ひかえて戻り、ノートパソコンを開いて打ち込んだ。誰だれも口を利きかず、結果が出るのを待つ。やがて、倉子の唇くちびるに微笑が浮かび、彼女はモニターが映り込んだ眼鏡めがねの位置を直すと振り返った。

「ありましたよ。新しん宿じゆく区の大学生の所有になってます」

　おそらく、陸りく運うん局のコンピューターにハッキングしたのだろう。倉子はそう断言した。

「持ち主の住所はわかりますわね？」

「ええ」

　手帳を取り出してペンを走らせ、倉子はそれを破やぶって《赤せき兎と》に渡す。

　彼は、どうやって見ているのかわからないラバーマスクの下から、しかし間違いなく視線を走らせると、後ろに回って獅ぃ子を抱き上げ、自分の肩に乗せた。

「潰つぶしていきますわよ」

　少女たちを見て、獅ぃ子は言った。

「手掛かりをひとつひとつたどることが、この広い街を闇やみ雲くもに探さぐるよりも、確実に光ひかる様に近付く方法。どんな手段を使ってでも、とり戻しますわ！」

　手段はともかく、目的に異論のある者など、もちろんここにいようはずもなかった。

　手掛かりの糸は、たとえどんなに細かったとしても、もしや切れていたとしても、なかったわけではない。見つけにくくはあっても、必ずあるはずなのだ。

《赤兎》の手を借りて獅ぃ子がバンに戻ると、棕しゆ櫚ろは気けだるそうに体を起こした。他ほかの少女たちも次々と乗り込んできて、車内はたちまち狭くなる。それでなくても多くの機器が積み込まれているのだ。

　獅ぃ子がスライドドアを閉めると、車はバックをしてから向きを変え、出入り口に向かって唸うなりを上げながら走りだした。片手で運転をしながら、《赤兎》はカーナビを設定する。

「きちんとお世話してくれるといいんだけどな」

　言って、棕しゆ櫚ろは欠伸あくびを嚙かみ殺した。

「そうすれば、光ひかる様の《堕落ダウンフオール》は進む。光様を誘ゆう拐かいした連中が、くれぐれも、袋に詰つめ込んだまま放置しておくなんてことをしない、心の優しい連中であることを祈るよ」




　　　　☆




「ち、ちちちち契ちぎるってそんな！」

　すっかりうろたえて、愛あいは声のボリュームを落とすことも忘れ、突き付けられた指から逃のがれるように後ろに下がっていた。

「また、そんな、いきなりなに言うんですか！」

　──いきなりではない！

　逃れたはずの指が、再び鼻先に触れる。

　──初めから言ってあることであろうが！　これまでは確かに、高いハードルがあった。神かみ代しろ光の家に行けば、悪あく魔まっ娘こたちがいる。神代光をこの家に呼ぼうにも、口こう実じつがない。水族館のときは単なる待ち合わせで、着き替がえのことがなければ、上がりもしなかっただろうからな。

　そういうこともあった。

　生徒会長選挙への立候補のきっかけとなった水族館事件。その日、光は迎えに来てくれたのだが、その制服は生クリームなどでべたべたで、愛の服を貸したのである。そのとき初めて光を自分の部屋に入れたのだ。が。もちろんなにかがあろうはずもなかった。

　──中学生同士では、ホテルに入るのも難しいことぐらい、私にもわかる。学校で、というシチュエーションは萌もえるものがあるが、リスクは大きい。誰だれがくるかわからんしな。ま、その緊張感がよいらしいが。ちなみにこの場合の『もえる』は、草くさ冠かんむりの方だぞ？

「そんな補足はいりません！　馬ば鹿かなこと言わないでくださいっ！」

　──馬鹿とはなんだ！

　天使は翼を広げた。それは光ひかりを遮さえぎって辺りに影を落とし、逆光になった天使の顔は、本当は悪あく魔まに騙だまされているんじゃないだろうか、と思ってしまうほど恐おそろしげで、愛は固かた唾ずを吞のんで体を硬くした。

　──両親はいない！　明日あしたは土曜日で学校は休み！　そして家には神代光！　こんな好条件がまたとあろうか！　これは運命だ！　神が我らに与えたもうた好機チヤンス！　それを逃そうというのか、白しら鳥とり愛!!

「ふ、ふぇ……」

　怖い。

　本当に、天使が悪魔のように見えて、愛は思わず泣きそうになった。我が慢まんはしてみたけれども、じわ、と涙が浮かぶ。

　天使も、間違いなくそれを見た。彼はばつの悪そうな表情になると、翼をたたみ、いつもの無表情に近い穏やかな顔に戻って咳せき払ばらいをした。

　──すまん。つい、興奮してしまった。

　愛あいは、首を振った。

　天使の言うこともわからないではないのだ。こんなチャンス、普通はない。だけれどもそんな、いきなり《契ちぎる》なんていうことは、どんなに頑がん張ばってもできそうにもなかった。考えただけでも体が硬直する。

　──仕方がない。

　天使はため息をついた。

　──っと、勘かん違ちがいするでないぞ？　契るのを諦あきらめたわけではないからな。そんなことは絶対にありえん。ただ、時間をやろう。といっても、何日もではない。最長で、両親が帰ってくる日曜の午後までだ。ただし！

　急に口調が強くなって、愛は首を竦すくめた。

　──それほどの時間はないと心得よ。神かみ代しろ光ひかるがいなくなったということは、悪あく魔まっ娘こも当然気付いているはずだ。ならば、なにがなんでも捜さがし出そうとするだろう。ここへたどり着くのが日曜よりあとになることはないはずだ。

（真っ先に来るんじゃ……）

　──それはない。

　天使は、それだけは断言した。

　──考えてみろ。これまで、連中がここへきたことがあるか？

　愛は首を振った。こっちから行くことはそれこそ日課だが、確かに逆はない。少女一人、特に危険視されていないということなのかも知れないが。

　──そうではない。連中は《罪人シナー》だ。悪魔っ娘たちは無意識に、私のいる、この家を避さけているのだ。無む闇やみに近付けば神聖さに気分が悪くなり、長くとどまれば泡あわを吹いて意識を失う可能性がある。

（じゃあ、安全なんじゃないですか？）

　──馬ば鹿か者もの。

（う、怒られた……）

　──連中はそんなに甘くはない。他ほかの可能性をすべて潰つぶし、それでも手掛かりがなければ、ここへ必ず目を向ける。そうなれば、たとえ人間性を失ってでも、神代光をとり返そうとするだろう。それまでに、なんとしても神代光と《契ちぎり》、《堕落ダウンフオール》を阻そ止しするのだ。

（そ、そんなぁ……）

　──ならば、神代光をこのままどこかへ捨てるか？　そうだな。家を失ったときに寝泊りしていたという公園はどうだ？　そうすれば、連中はすぐに見つけるだろう。神代光は最後の《大たい罪ざい》を犯してルシファーに転てん生せいし、悪魔っ娘たちの願いは叶かない、黙もく示し録ろくが現実のものとなる。おまえがどうしてもいやだというのなら、仕方がない。私は大天使アークエンジエルとして、悪魔軍団と死力を尽くして戦うだけだ。だがそれは、人のためではないぞ。人は肉体を纏まとったまま生き残れはしない。肉体を失い、その魂たましいの功こう罪ざいによって天国か、地じ獄ごくか、いずれかに振り分けられ、この地上から生命という生命は消え、否いな、地上という、その存在自体が消え、個々の意識も消滅し、ただ、大気のような存在に還かえる。それだけだ。

　天使の声は決して脅おどすような口調ではなかった。あまりにも淡たん々たんとしていて、けれど、それがためにかえってぞっとするような真実味があって、愛あいは鳥肌が立つのを感じた。

　なんて馬ば鹿か馬鹿しい、けれど、壮そう大だいな話なのだろう。

　こんなこと、誰だれに話したって信じてなんか貰もらえない。自分と、天使と、光ひかると、それから七人の少女──たった一〇人で、しかも東京の一下町で、世界の命めい運うんを決める戦いが、繰り広げられているなんて。

（しかも、光君と『えっち』するか、しないか、だなんて……）

　馬鹿すぎる。

　──そんなものだ。世界の命運など。

（適当なこと、悟さとったように言わないでくださいよ……）

　恨うらみがましく下から睨にらむようにすると、天使は彫像のように威い風ふう堂どう々どうとした姿勢を崩して、

　──まあ、あれだ。

　と、口調まで砕くだけた調子で言った。

　──《ルシファー》が完全復活してしまえば、世界の行く末は私が語ったとおりになるが、結局この問題は、ようはおまえが、神かみ代しろ光を地獄に《堕おとす》のか、それをしないのか、ということだ。

（堕だ落らくしたら、わたしのせいなんですか？）

　──さて、どうかな？　救う術すべを知っていて、それが可能であったにもかかわらず、やらなかったということを、罪と考えるかどうか、だ。

（いやな言い方しますよね）

　愛は唇くちびるを尖とがらせて、箱を振り返った。光の姿はダンボールに阻はばまれて見えない。

　世界がどうとかいわれても、実感なんか少しもない。なんとなく、漠ばく然ぜんとした不安が湧わき上がってくるだけだ。

　もちろん、光を地獄に堕としたくなんかない。だけど、そのために光と『えっち』をするというのも──抵抗がある。光とするのがいやだというのではなく、『えっち』はそういうものじゃない、という思いが、どうしても消えない。

　──当然だ。

　天使の声が後ろからした。音として聞こえているわけではないのだから、方向は関係ないはずなのだが、そう感じた。

　──愛あい。そういう感覚を持つおまえだからこそ、私はおまえを選んだのだ。誰だれとでも、その場のノリで寝てしまうような娘であれば、どのみち、神かみ代しろ光ひかるを救えはしない。ハードルが高いのはわかっている。時間はまだある。とりあえず、神代光を箱から出して様子を見よう。

　愛は頷うなずいた。

　そうだ。とにかく、光の様子を確認するべきだ。眠っている様子だとはいえ、どこかをぶつけて痣あざとか作っていないとも限らない。

　けれども。

　箱に手を掛けた愛は、自分が躊躇ためらっていることに気付いた。このまま、目を覚まさないでいてほしい、と思っている自分に。

　──どうした。

　ぴくっと指が震ふるえてしまった。

　怖い。

　光が目を覚ましたとき、自分にどんな目を向けるのか、それが。

　考えてみれば、生徒会長選挙の日以来、顔を見るのも初めてだった。

　あの選挙で愛は、光とたったひとつの椅い子すを巡めぐって戦った。

　彼は『ライバル』──『好敵手』と呼んでくれたけれど、あんなことがあっても、そうだと思ってくれているかどうか、自信はなかった。

　もちろんあのメール事件は、愛の関知するところではない。けれど、それを信じてくれるかどうかは別の問題だった。悪あく魔まっ娘こたちがそれこそ、愛のしたことにしている可能性もある。

　──恐おそれるな。

（でも……）

　──神代光がそんな男でないことを、一番知っているのはおまえだろう？　おまえが恐れを感じるのは、神代光がどう思っているかわからないからではない。おまえに、神代光に対する負おい目めがある、それだけのことだ。神代光は神代光だ。

（わ、わかりました……）

　愛は深呼吸をして、ん、と腹に気合を入れ、箱の中をもう一度覗のぞき込んだ。

「…………」

　光は、最初に見たときと同じ格好で箱の底に横たわっていた。覗いてしまえば、さっきまで感じていた不安は、噓うそのように消えてしまった。胸に広がるのはただ、温かい、光に対する愛いとしい気持ち。

（あう、可か愛わいい……）

　男の子に言う台詞せりふではないかも知れないが、本当に可愛いのだから仕方がない。いつまでもこうして眺ながめていたくなってしまう。と──

「ん……」

　光ひかるは急に、ほんの少しだけ眉まゆを顰ひそめたかと思うと、ぶるっと体を震ふるわせた。

　──寒いのではないか？

　そういえば。

　愛あいは制服の冬服を着ているから、廊下も涼しすぎるくらいにしか感じていなかったが、光は発はつ泡ぽうスチロールがあるとはいえ、床に近い。しかも格好は、上下のスウェットだから決して厚着とはいえない。

　愛は手を伸ばすと、光の頰ほおに触れた。

（冷たい──）

　死人のように、とは言わないが──そもそも死んだ人に触ったことなどないし──冬に外から戻ってきたばかりの人くらいには冷たかった。それに……この臭においはなんだろう？　微かすかだけれども、臭くさい。

　──汚お物ぶつのようだな。

（え？）

　──悪あく魔まの象徴だ。といっても、神かみ代しろ光自身から臭っているわけではない。服、それに髪に付いたのだな。救出の際に、神代光を運び出した連中が、悪魔っ娘こたちに汚物を投げられたのかも知れん。聖せい水すいの逆だ。神の使し徒とを追い払うのには有効な手段だ。臭いもだが、精神的なダメージが大きい。

（そうなんですか）

　──このままではまずいな。よし、愛。これを落とすぞ。

（落とすって……）

　なんだかいやな予感がする。そして、こうした予想は得えてしてあたるものなのだ。

　──きまっている。神代光を洗うのだ。

　天使は、きっぱりと言いきった。

　ああ、やっぱり。愛は眩暈めまいがした。そうだろうと思ったのだ。そしてそれは、自分の役目でしかありえない。それでも。

（あの……それって、光君をお風ふ呂ろに入れろ、ってことですか？　わたしが……？）

　訊きかずにはいられなかった。

　だが天使は、なにをいまさら、とでも言いたげに鼻を鳴らした。

　──あたりまえだろう。忘れたのか？　私はこの世界の物に、まだほとんど触れることができないのだぞ。おまえ以外に誰だれがいる。

（だと思いましたけど）

　あたっても少しもうれしくないビンゴだ。風呂に入れるということは、つまり、あれである。

（裸……）

　自分がではない。光が、だ。

　この臭においを落とそうと思ったら、服を洗濯するのはもちろんだが、髪の毛も洗って、さらには体も洗わないと駄だ目めだろう。そうでなければ、天使は納なつ得とくしないだろうし、この臭いがひょっとしたら、悪あく魔まっ娘こたちを呼び寄せる目印になる可能性だってある。

　──やるよな？

　触れられない、と言いながら、天使は愛あいの肩を叩たたいた。愛には触れられるのだ。姿が、愛にしか見えないのと同じで。

（……うー、はい……）

　仕方がない。これも光ひかるのため、人の世界のためだ。自分にそう言い聞かせて、愛はダンボールの縁へりに手を掛けた。そうして、力を入れて裂さく。箱をそのままに、光を出すことは無理だった。天使が手伝えるのならともかく。

　四よ隅すみすべてを破やぶり、廊下に組み立て前のように箱を広げると、こんどは発はつ泡ぽうスチロールを外した。それをまとめて壁に立て掛けて、しゃがみ込んだ。

（天使様。天使様の姿は、光君には？）

　──見えぬはずだ。《ルシフェル》といえども肉の器の中にあってはそれに縛しばられる。おまえに私の姿が見えるのは、私がそうしているからだ。

（信じますよ？）

　愛は手を伸ばすと、光の肩に触れた。本当に冷たい。普通、眠ると人は体温が上がるものだが、光の体はやけに冷えている。これなら、この臭いがなくても、とりあえずお風ふ呂ろに入れた方がいいかも知れない。

「ひ──神かみ代しろ君。神代君、大丈夫？」

　揺ゆすっても目を覚まさないかと思ったが、光は微かすかに瞼まぶたを開けると、なんとも眠たげな瞳ひとみで愛を見た。だが、またすぐに瞼を閉じてしまう。なにか薬でも飲まされて、その影響でこんな風に眠たげなのだろうか？　だとしたら、病院につれて行った方がよくはないだろうか？

　──いや、そうではない。

　天使が愛の対面に回り、光を見下ろして目を眇すがめた。

　──これは……《怠惰スロース》の《大たい罪ざい》が進行中なのだ。このやる気のなさ。かなり進んでしまっているな。人は、あまり長い時間なにもしないということは苦痛に感じるものだ。だが、この箱の中で、この様子。かなり進んでいると見て間違いない。

（ど、どうすればいいんですか？）

　天使が顔を上げ、目が合った。

　──わからん。《怠惰スロース》の進行を抑えるには、反対のこと──《行こう動どう》をさせればいい。だがこのやる気のなさでは……。とにかく、まずは風呂だ。この臭いを落とせば、悪魔っ娘たちの呪じゆ縛ばくが遠のいて、少しはやる気も出るかも知れない。

（わ、わかりました）

　ともかく、バスルームへつれて行かなくては。

「神かみ代しろ君、立てる？」

　愛あいは中腰になると、光ひかるの腕を引いた。すると応こたえるように、ん、と小さく呻うめくように呟つぶやき、ゆっくりとだが、光が立ち上がろうとするのがわかった。腕に力を込めて助けてやる。するとようやく、なんとか立ち上がることができたが、一人ではちゃんと立つことはできず、支ささえてやらなければすぐにまた座り込んでしまいそうだった。

　腕を自分の肩に回して、愛はゆっくりと廊下を進んだ。服から、そして髪から、微かすかに悪い臭においがする。天使の言うとおり、これは落とさなければならないものだ、と愛も思った。

（とりあえず、服……あと、バスタオルと……あ！　部屋！　部屋片付けなきゃ！　あんな散らかった部屋、ありえない！）

　──いいではないか、別に。

（よくないですよ！　いいわけないじゃないですか！　雑誌とか、ベッドの下に押し込まなくちゃ……他ほかに見られたら大変なものってあったっけ……）

　──自作のポエムとか。

（そう、ポエムとか！──って！　なんで知ってるんですか、天使様っ！　あっ！　さては読んだな!?　読んだんだろ、こいつ!!）

　天使は前に回ると振り返って後ろ向きに移動しならがら、ゆるゆると頭を振った。

　──別にいいではないか。一四歳の乙女であれば、別におかしいことではないぞ。


　　『　　題・綺き麗れいな朝

　　　草の雫しずくがぽたんと落ちると

　　　道にできるの

　　　ちいさな冠。

　　　わたしは、いつかそれをかぶって

　　　あなただけのプリンセス』



　──若いうちには、よくあることだ。うむ。

「うぎゃあ！　このっ！　このっ！」

　愛は、光を支えていない方の腕の拳こぶしを握にぎり、ぶんぶんと振り回した。だが、空くうを切る。ことごとく空を切る。天使はゆらりゆらりと避よけながら、口元に微笑を浮かべる。小こ馬ば鹿かにしているように見えてしまうのは、被ひ害がい妄もう想そうだろうか？

　──そう怒るな。ほら。神代光が不思議そうに見ているぞ？

　愛はハッとして振り返り、そこに、鼻がくっつくほど近くに光の顔を見付けて、心臓が口から飛び出して、彼の口の中に飛び込んでしまうのではないか、と思うほど、どきりとした。

「ひ、光君！　いまのは違うの！　別に変な奴やつなんかじゃなくて！」

　──愛。呼び方が神代君じゃなくなってるぞ？

「だまってろっつってんだろぉ!!──うあうっ、そうじゃなくて！　違うの！　ひか──神かみ代しろ君！　神代君に言ったんじゃなくて、そうじゃなくて、なくって……うわーん！」

　もう、なにがなんだかわからない。光ひかるはもっとなにがなんだかわからないだろう。変な奴やつだとか思われて、キモイとか思われたらもう、《契ちぎる》どころではない。

（天使の馬ば鹿か！　本当は邪じや魔まをしようとしてるんじゃないの!?）

　とか、思ってしまわなくもない。が。

「ふわ……」

　光は、まったく興味がなさそうに、どころか、目の前に愛あいがいることにすらなにも感じてはいないかのように、眠たげ、というよりも面めん倒どうくさそうに、欠伸あくびをした。

「あう……」

　がっくりと力が抜けて、愛はその場にへたり込みそうになるのを、なんとか堪こらえた。

　もちろん、変な奴だと思われて嫌われたくはないけれども、あからさまに、興味がありません、といった態度をとられるというのも、

（すごく凹へこむ……）

　ものだと教えられて、愛は、長々とため息をついた。




　　　　☆




　バンの窓から通りの様子を見張っていた獅しぃ子こは、久く美みたちに向かって、僅わずかに手を上げた。それは襲しゆう撃げきの準備を命じる合図であると共に、はやる久美を抑えるための策でもある。それでもたらず、美み巳みが腕を摑つかんでいるが。

　獅ぃ子たちが車を停とめているのは、某ぼう大学の正門を望む通りの反対側である。とあるビルの駐車場を出た獅ぃ子たちは、倉くら子こが割り出した住所に急行したのだが留守だった。そこは、某大学の寮で、獅ぃ子たちは寮生に聞き込みをかけて、車の所有者の男の写真と授業の時間割を入手して、こうして待ち構かまえているのだった。

　もちろんこうして直接交渉に入る前に、調べられるだけの事は調べた。

　名前は垂水たるみ清きよし。二〇歳で、専攻は日本近代文学。特定宗教への傾けい倒とうはなし。実家の墓は仏教だが、仏教徒というわけではない。サブカルチャー研究会に属し、かなりのアイドル好きらしく、常に金に困っている様子。同僚生は、ここしばらく車を見ていない。もともと親から貰もらった中古車で、売るに売れないほど古い年式だったらしく、それをぼやいていたという。

「来ましたわ」

　獅ぃ子は呟つぶやいた。

　門を多くの生徒が出てくる。その中に、見せて貰った写真の男に間違いない学生が姿を現した。

　アイドル好き、と聞いて獅しぃ子こがイメージする男とは、写真を見たときも違っていたのだが、実際、本人を見てもそれは変わらなかった。ジーンズに白いシャツ、その上にグレーのジャケットを羽は織おっていて、靴くつは少しくたびれた感のある革かわ靴ぐつ。片方にだけ腕を通して背負っているのはリュックだが、使い込んだ感はあるものの、いかにもな安物ではない。

「行きなさい！」

　言って、獅ぃ子は腕を振り下ろした。

　がらりとスライドドアを開けて、久く美みと美み巳みが飛び出していく。バンのドアの開く音というのは意外に大きい。生徒たちは、何事か、と振り返ったが、降りてきたのが少女二人だとわかると、特に警戒心を抱いだくこともなかった。

　それは、垂水たるみも同じ。

　彼はちらりと久美たちを見ると、一瞬、その目に興味を抱いだいたような光ひかりを浮かべたが、すぐに自分には関係ないと思い直したのか、目を逸そらした。それだけに、腕をとられたときの驚きようは、はたから見ていて滑こつ稽けいなほど大げさだった。何十センチ跳とび上がっただろう。

　久美がなにかを言い、垂水がバンを振り返る。

「羊よう子こ」

「はいは～い♪」

　後ろで控ひかえていた羊子が、バンからひょいと顔を出して微笑ほほえみ、すぐに引っ込む。すると垂水は呆ぼう然ぜんとした表情になって、それからふらふらと、まるで毛足が長い絨じゆう毯たんの上を初めて歩いた庶民のような足どりで、久く美みに腕を引かれる形でこちらへやってきた。

「おら、入れ！」

　ぺん、と尻しりを叩たたかれて、垂水はつんのめってバンの床に手をついた。その尻を蹴けるようにして押し込み、スライドドアが閉まる。その音にようやく我に返ったのか、垂水は辺りを見回したが、その時にはすでに車は発進し、運転席を振り返った垂水の顔に、恐怖が浮かんだ。反応としては当然だろう。なにしろそこに座っているのは、ラバーマスクをかぶって窮きゆう屈くつそうにハンドルを握にぎっている大男なのだから。

「な、なんですか……？　お、俺おれをいったい、ろうしようっていうんです……!?」

　垂水の声は震ふるえていた。ろれつもちょっと回っていない。

「べつに、どうもしませんわ」

　座席に手をついて体を回し、獅ぃ子は垂水に向き直った。

「少し訊ききたいことがあるだけですわ」

「き、訊きたいこと……？」

「ええ」

　獅ぃ子は、垂水の後ろに座った羊子に目め配くばせをした。

　コートを着た羊よう子こが座席を立つ。その気配に気付いて垂水たるみが振り返ると、羊子はその肉感的な唇くちびるにぞくりとするような笑えみを浮かべた。

　垂水が唾つばを飲み込んだのがわかる。

「正直に話してくださるのなら、彼女からご褒ほう美びがありますわよ？」

　獅しぃ子こがそう言うと、信じられない、といった顔で垂水は振り返った。自分にそんな幸運が降ってくることなどありえない、と思っている顔だ。

「そうですわね」

　車体に背中を預けるようにして腕を組み、獅ぃ子も微笑ほほえんだ。

「おそらくは二度と、こんな幸運は、ただの庶民であるあなたには訪れないでしょう。その、人生でただ一度のチャンスを摑つかむか、それとも逃のがすか、きめる時間はそう永ながくはありませんわよ？　さあ、どうします？」

　垂水は、運転席を見、獅ぃ子を見、それから羊子を見る。

　すると、羊子はコートのベルトを外し、前を僅わずかに開いた。その下は、黒いレースの下着のショーツのみ。ブラは着けていない。恐おそろしく大きな、けれども、少しも形の崩れていない胸の深い谷間があらわになった。

　ごくり、と。

　垂水はもう一度、大きく固かた唾ずを吞のむと、息も荒く口を開いた。




　　　　☆




　──なんで『スク水』かね……。

　バスルームの隣の、洗面兼脱衣所に入ってきた愛あいを見て、天使はあからさまに不満そうだった。天てん井じよう近くに浮いて、自らの翼をクッション代わりにして胡坐あぐらをかき、腕組みをして見下ろすその目はなんだか厳しい。

（え？　え？　な、なんですか、いったい!?）

　愛は、思わず手で胸と、それから股こ間かんを隠すようにした。言われている意味がわからない。

　光ひかるはといえば、相変わらず興味なさ気げに床に寝転がって、居眠りをするでもなく、ただ、ごろごろとしている。

（スク水、って、なんのことですか……？）

　そんな光をちらりと見つつ訊きくと、天使は大おお仰ぎようにため息をついた。

　──スク水といえば、スクール水着のことにきまっているだろう！

　言って、びしっと指を差す。

　きまっているのか。全然そんなこと知らなかった愛だった。

（っていうか！　どこの言葉ですか、それ！　スク水って！）

　──普通に使うだろう？

（使いませんっ！）

　いったいそんな言葉をどこから仕入れてくるのか、愛あいにはちっともわからなかった。天使は愛の五感を通じて外界の情報を仕入れている云うん々ぬんといっているが、絶対に他ほかにも仕入れている先があるに違いなかった。

　──ええい、そんなことはどうでもいいっ！

（逆切れ!?）

　──その格好はなんだ、と言っているのだ！

（なにって……）

　愛は床に転がってもぞもぞ動いている少年を見た。

（光ひかる君をお風ふ呂ろに入れるために、水着に着き替かえてきたんですよ？　天使様もそれでいいって言ってくれたじゃないですか）

　──ああ、言った！　言ったさ！

　へっ、と鼻で笑った。

　──だがな！　それはおまえが強きよう硬こうに『裸はいやん』というから認めたにすぎん！　風呂に水着を着て入るなど邪じや道どう！　邪よこしまな道！　つまりは悪あく魔まの業わざ！

（そんな大げさな……）

　──大げさなものか！　なのに、なんだそれは！　スク水!?　そんなもので神かみ代しろ光の性欲を喚かん起きさせ、《怠惰スロース》から救い出せると思っているのか、愛!?　神代光がそうしたマニアならともか──もしかしてそうなのか？

（知りませんよっ！）

　愛は、なんだかこの格好が、胸の部分に大きく『白しら鳥とり』と書いた布を縫い付けた、学校指定のスクール水着が、ひどくいやらしいものに思えてきて、腿ももを擦こすり合わせた。

　──だったらもっと過激なものに着替えて来い！　持っているだろう？　ん？　こう、紐ひもにちょこっと布が付いているだけ、みたいな水着。

　天使は指を動かして、布の大きさを示したが、それは、胸の先すら隠れるかどうか怪しいと思えるほど小さいサイズだった。

（持ってません！　わたしまだ、一四歳ですよ!?　それに、お風呂に入れるのは臭においを落とすためで、別に光君を誘ゆう惑わくしようとか、そういうことじゃ──）

　そう言うと、天使はちっと舌を打った。

　──甘いことを。

　腕を組み直し、冷れい徹てつな目で見つめられた。

　──せっかくの好機チヤンスではないか。それに、このまま《怠惰スロース》の罪を犯させ続けておくわけにも行くまい。おまえが着替えに二階に行っている間、神代光はトイレに行った。つまり《大たい罪ざい》が進行中でも生理的欲求には逆さからえない、ということだ。愛あい。生理的欲求とはなんだ？

（えっと……食欲、とか……ですか？）

　──そうだ。他ほかに、睡眠欲。排はい泄せつ欲。そして、性欲。それらを刺激し、《怠惰スロース》から抜け出させることも、また、おまえの役目。神かみ代しろ光ひかるを救う道。食欲、睡眠、排泄の肉体的欲求は外からのコントロールは難しい。が。性欲は別だ。神代光は一四歳。人じん畜ちく無害な顔をしていても、所しよ詮せんは男！　一皮剝むけばその下には、どろどろした性欲がぱんっぱんに詰つまっているに違いない！　あとは、ちょっと一突きしてやれば弾はじけ、すべて丸く収まる！

（光君に限って、そんなことあるわけないじゃないですか！）

　そう言うと、またしても鼻で笑われた。

　──試してみればわかる。

（そんな……）

　──別にいきなり《契ちぎれ》とは言わん。その格好も、仕方がない。許そう。とりあえず共に風ふ呂ろに入って、神代光の裸に慣れろ。

（あの……光君にこれ、穿はかせてもいいですよね……？）

　愛は、後ろからそっと、父親の海水パンツを取り出した。トランクスタイプならよかったのに、あろうことかそれはビキニ。引いた。思いきり引いた。旅行から帰ってきても、父を以前と同じようには見られない、そんな気がする。

（いきなりはやっぱり、刺激、強すぎますから……ね？）

　愛にとっては、ギリギリの妥だ協きよう点てんだった。駄だ目めだと言われたら──どうするのだろう？　わからなかった。泣きながら頑がん張ばるかも知れなかったが、そんな状況ではとても、光をその気になんかさせられないと思うし、愛自身もその気になど、なれないと思えた。

　天使は黙ってビキニパンツを見つめていたが、

　──まあ、仕方があるまい。

　決して心からではないが許してくれ、愛は安あん堵どした。

　が。

　──その代わり、目隠しとかはなしだぞ？　いいな？　しっかりと目を開けて、神かみ代しろ光を見ろ。そうして、磨き上げてやるのだ。

　そう条件が付いたが、そのくらいは仕方がないだろう。

（わかりました）

　──よし。では、脱がせろ。

（はあい……）

　愛はビキニパンツを置くと床に膝ひざをつき、光の腕を摑つかんだ。

「光君、起きて？　お風呂、入ろ？」

　腕を引くと、ぼんやりとした表情で愛を見、光はのっそりと逆らわずに体を起こした。髪の毛が、寝ね癖ぐせのように立っている。背中を丸めてうなだれ、両腕を、胡坐あぐらをかいた足の間に放ほうり出す様子は、《怠惰スロース》というより、疲れているように見える。

　──まず、上だな。

　天使の言葉に従い、愛あいは光ひかるの上着の裾すそを摑つかんで引き上げた。

　ぺろりと、白いおなかが覗のぞいてどきりとした。細いのに、おなかは少しだが筋肉で割れている。肋ろつ骨こつもはっきりとわかるその体は、色が白いこともあって、美術の教科書に載っている完かん璧ぺきな石せつ膏こう像ぞうのようだった。

　完全に脱がせてしまうと、完璧、という思いはますます強くなった。綺き麗れいにくぼんだ鎖さ骨こつ。盛り上がってはいるけれど、決してマッチョではない腕。童顔な光にそれは不ふ釣つり合あいかとも思えたが、全体を見てみると決してそんなことはなかった。

「…………」

　──おい。

「…………」

　──おい！　よだれ！

「えっ!?」

　愛は慌あわてて口元を拭ぬぐったが、そこは濡ぬれてなどいなかった。

　──冗談だ。

（こ、この……）

　──しかし、そんな顔をしていたぞ？

　天使は笑った。

　──さあ、次は下だ。神かみ代しろ光を立たせてズボンと下着を脱がせるのだ。

（わかりましたよぉ……）

　愛は心の中だけで唇くちびるを尖とがらせて、光と向き合った。これから彼を裸にするのだと思うと、息が苦しくなるくらいドキドキする。目を閉じて、胸のちょうど名札の辺りに手を当てて、深呼吸をする。少しだけ鼓こ動どうが落ち着いたところで、愛は微笑ほほえんだ。

「……神代君、ちょっと立ってくれるかな……？」

　光は首を傾かしげる。

　ひょっとして言葉が通じていないのだろうか、と思ったが、違ったようだ。ゆっくりと、どこか幼児を思わせる動きで光は立ち上がった。すると、ちょうど彼の股こ間かんが目の前に来て、愛は顔が真っ赤になるのを感じた。

　思わず、ごくりと唾つばを飲み込んでしまい、聞こえなかっただろうかと慌あわてたが、光は気にした様子もなく、天てん井じように目をさまよわせていた。

「か、神代君、後ろ向いてくれるかな……？」

「ん」

　光ひかるはこくんと頷うなずくと後ろを向く。そのスウェットのズボンのゴムに手を伸ばして触れると、ほんのりと熱が伝わってきた。

（これを……）

　やけに乾いている気がする唇を舐なめて、愛あいは、えいっ、とズボンを下ろした。

「きゃ！」

　だがそれは、ズボンだけではなかったのだ！　勢い余って、下着までもいっしょに下ろしてしまい、目の前にお尻しりが──

「だ、駄だ目め！」

　愛は、振り向こうとした光のお尻を、ぺちり、と押さえた。心こころ構がまえがまったくできていないのにそんなことになったら、気絶してしまうかも知れない。けれど、もしかしたら怒っただろうか、と思ったが、光は気にした様子はなかった。

　息をつき、気をとり直して愛はビキニを手にした。父のだから、ちょっと大きいかも知れないが、他ほかにないのだから仕方がなかった。いくらなんでもまさか、自分のを貸すわけにもいかない。それではあまりに、倒とう錯さく的てきだ。

「神かみ代しろ君、これ、穿はいてくれる？」

　穿きやすいように腕を前に回して言うと、光は無言で、ビキニの海パンに足を通してくれた。両足が通るのを待って、持ち上げる。引っ掛かるまで上げてもお尻の割れ目がちょっと見えてしまっていたが、仕方がない。

　愛は立ち上がると、なるべく見ないようにしながらバスルームの扉とびらを開けて、中に入った。椅い子すを出して光を座らせ、シャワーを手に取って蛇じや口ぐちを捻ひねり、お湯の温度を確かめる。

（ええと……）

　頭の中で、愛はシミュレーションをした。どうやってやればいいのだろう？　人の頭や体など、生まれてこの方洗ったことがないので、勝手がわからない。ヘアサロンだったら、仰あお向むけになって髪を洗って貰もらえるが、家にそんなものはない。

（自分で洗う要領でやればいいよね……）

　頷うなずき、愛はシャワーを持ったまま光の後ろに回った。

「神代君、ちょっと体、折ってね」

　そっと肩を押すようにして前かがみにさせ、まずは髪から洗う。手が届かないので髪を濡ぬらしたあとはシャワーは足元に転がして、シャンプーを使う。わしゃわしゃと指を動かすと、光はくすくすと笑った。

（気持ちいいのかな……？）

　──そうだろうな。

　天使の声が頭に響く。普段ならシンクロは切って貰うのだが、いまは裸ではないし、光になにか変化があったときにすぐにわかるようにそのままにしている。

　指を滑すべらせると、くすくす笑いが大きくなる場所を見付けた。離れると小さくなり、そこを搔かくようにするとまた大きくなる。

「ここ？　神かみ代しろ君。ここが気持ちいいの？」

　うれしそうに身をよじって、光ひかるは頷いた。

　なんだろう。うれしい。

　こんな気持ちは初めてだった。なにかしてあげて、喜んで貰もらえたらうれしいけれども、それとはまた違ったうれしさがある。

　愛あいは、丁てい寧ねいに丁寧に髪を洗うと、泡あわを洗い流した。光が首を竦すくめる。

「あ、ごめんね？　目に入った？」

　だが、光は首を振った。

　愛はタオルを取って髪を拭ふくと、顔を近付けて匂においを嗅かいだ。

　……うん。もう、ちっとも臭におわない。

　──よし、ならば次は体だ。

（あ、はい）

　頷き、愛はボディソープ用にスポンジを手に取った。くぼみにソープを入れてよくよく泡立て、後ろから抱き締めるようにして、光の腕を取る。

　恥はずかしいけれど、だからといって、前に回る勇気はなかった。正面から光の体を見るのも、光に、こんな近くからスクール水着姿を見られるのも恥はずかしい。

　光は逆さからわず、黙って愛に洗われた。脇わきに腕を入れて立ち上がらせ、さらに洗う。が。

（……ど、どうしよう）

　手が、ビキニに引っ掛かったところで、愛の手は止まった。天使は直接洗え、と言ったが、そんなこと、恥ずかしすぎる。

（あの、天使様……）

　──やれ。

（まだなにも言ってないですよ！）

　──言おうとしただろう。駄だ目めだ──と言いたいところだが、まあ、いきなり難度の高い技わざを素人しろうとに要求しても、痛くするだけかも知れぬしな。それに、神代光もまんざらなにも感じていないようではないようではあるし。

（え？　それってどういう──）

　もっとよく訊きこうとしたが、そのとき、くるりと光が振り返って抱き付いてきたためにできなかった。愛と光の身長は、ほとんど同じ。故ゆえに、頰ほおと頰がぴったりとくっついて、なんの苦もなく、体がぴったりと重なり合う。

「ひ、ひか──」

　愛は、自分の胸が光の胸むな板いたで押されて変形するのを感じて、うろたえた。

　だが、光ひかるはそんなことにはまったく気付いた様子もなく、体を押し付けてくる。ソープの泡あわで肌が滑すべるその感覚にはぞくぞくする気持ちよさがある。
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　──いいぞ、愛あい。

　天使がぐっと拳こぶしを握にぎっている映像が浮かんだ。

　──神かみ代しろ光の中で、欲望が膨ふくらんでいる。その証あかしを見ろ。顔に似に合あわずなかなかなのは、さすが《ルシフェル》というところだな。

　なんのことかわからず、天使の意識にしたがって愛は光から少し体を離して下を向き──

「！」

　初めて見る物体に悲鳴を上げることもできず、顔を真っ赤にして、ただ硬直した。




　　　　☆




「保育園？」

　重ねて訊いた獅しぃ子こに、その女性は頷うなずいた。ファミレスの隅すみの席のテーブル、その上には新作のパフェがずらりと並んでいる。全員が一人ひとつ頼んだ、ということではない。すべて、目の前の女性の注文だ。

　いずれもこのファミレスチェーンのメニューの人気商品で、中にはいくつかメニューにはない、今冬からの新作も含まれている。まだ試作品で、本来なら一般の客が食べることはできないのだが、美み巳みの口添えで出して貰もらったのだ。

　どうしてそんなことが可能なのかというと、このファミレスのメニュー作成に、美巳がかかわっているからである。

「それで、あなたはバンをその保育園に転てん売ばいしたということですのね？」

「それ、ちょっと違う」

　女性──栗くり田たあゆみは、スプーンを舐なめて言った。

「わたしさ、保育園の園長さんに頼まれて、バンを探してたの。条件にぴったりなのが見付かったから連絡したんだけど、都つ合ごうがつかないっていうから、わたしが間に立ったのよ。もちろん、手数料は貰ったけど。あ、これ。その保育園の住所ね」

　獅しぃ子この方へ、メモを押してよこす。

　受け取って内容を確認し、どうやら噓うそはないようだ、と見ると、獅ぃ子は指を鳴らした。すぐに後ろの席で《赤せき兎と》が立ち上がって、ファミレスの中は、ぴんと空気が張はり詰つめた。無理もない。燕えん尾び服ふくを着てラバーマスクをかぶった大男がいきなり立ち上がれば当然だ。栗田のスプーンを持った手も、当然のように止まる。

「では、契約成立ですわね」

　言って、獅ぃ子は伝票を摑つかむと、《赤兎》に抱き上げられて肩に腰掛け、乗馬鞭むちを鳴らした。ぐるりと後ろを向いて、《赤兎》が歩き出す。その後ろを、次々と席を立った五人の少女が付いてきたが、棕しゆ櫚ろの姿はない。かったるい、といってバンの中に残ったのだ。

　それにしても、人というものは、なんて容易たやすいのだろうか。初めの男といい、この女といい、ちょっと罪を刺激してやれば、やすやすと口を割る。まあ、車の売買に特になんの罪の意識もなければ、得な話、ぐらいにしか思わないのであろうが。

「どうだった？」

　バンに戻ると、一人で後部座席を長々と占領していた棕櫚が欠伸あくび交じりで訊きいてきて、獅ぃ子は頷うなずいた。

「車は保育園に売られたそうですわ」

「保育園？　送迎用にでもするつもりだったかな？　また転売されていないといいけどね」

「まったくだぜ！」

　いらいらとした様子で、久美は拳こぶしを自分の掌てのひらに打ち付けた。

「おまえらはでっけえ企業のクレーム係かっつーの！　次々回しやがって！　素直に、私でした、って奴やつはいねーのか！」

「あたし、おなか空すいたぁ……」

　丸い肩を落として、美み巳みが呟つぶやく。無理もない。彼女はパフェを頼むだけ頼んで、自分では食べていないのだ。それだけにとどまらず、おいしそうな匂においが辺りには容よう赦しやなく漂ただよっているものだから、始し終じゆうおなかを鳴らしていて、よくもまあ我が慢まんしたものだと獅しぃ子こは少し感心していた。これもすべて、光ひかるのことを思えばこそだろう。

（それにしても……）

　獅ぃ子は窓の外を見た。

　空にすでに太陽はなく、黒く闇やみに塗り込められている。この都会では星は望むべくもなく、そして今夜は月もなかった。

（思ったよりも時間がかかってしまっていますわ……）

　胸の中で焦あせりが渦うずを巻き、獅ぃ子はツインテールの一房を指に巻き付けた。光の命に別状がないことは、確信できる。だが。人間というものは残ざん酷こくだ。中世の魔ま女じよ狩がりを見ればわかる。光がそんな目に遭あっているとは想像もしたくなかったが、そんなことはありえない、と言いきる自信はなかった。

「おなか空すいたっ！」

「うわっ！　オレを食うなっ！　いてて！」

　見れば、美み巳みに飛び掛かられ、久く美みは腕に嚙かみ付かれていた。

「う、硬い……」

　くぱ、と口を開いて離す。が。

「そうだ、こっちならきっと軟らかいよねぇ!?」

　美巳はそう言うと、なにを思ったのか、久美の服を捲まくり上げた。ぺろんと。よく筋肉の発達したおなか、そしてあまりとっ掛かりのない胸があらわになって、そうして。

「な、なにやってんだ、てめー！　吸うな！　嚙むな！──んっ！」

　ぴくんと体を震ふるわせて、普段の様子からは想像もつかないような、どこか切なげな表情を、久美が浮かべる。

「お馬ば鹿かですわ……」

　久美のあるかなしかの薄い胸を口に目一杯含んで、嚙んだり、吸ったり、舐なめたりする美巳の様子に、獅ぃ子はため息をついて首を振った。




　　　　☆




　──まったく。あの程度のことでうろたえてどうする。

　呆あきれたような、怒ったような天使の声に、フライパンから程ほどよく焼けたハンバーグをお皿に移しながら、愛あいは、だって、と唇くちびるを尖とがらせた。

（しょうがないじゃないですか。あんなの見たの、初めてだったんですから）

　あんなの、とはもちろん、光ひかるの……である。

　──父親のを見たことがあるだろう。共に風ふ呂ろに入ったことがないとは言わせんぞ。

（いくつのときの話ですか！）

　──いくつだ？

（小学校の三年生になる頃ころには、もういっしょになんか入ってませんでしたよ。それなのに覚えてるわけないじゃないですか）

　──だったら覚えておくことだ。なにしろおまえはこれから、あれを自分の中に──

（ぎゃーっ！）

　口には出さずに悲鳴を上げた愛あいは、危あやうく肉汁をこぼすところだった。まったく、なにを言い出すんだろうか、この天使は。確かに。確かに、《契ちぎる》というのはつまり、そういうことなのだけれども。いちいちそんなことを口にすればするだけ、追おい詰つめているということに気付かないのはどうかと思う。

（もう、黙っててくださいっ）

　言って、愛は料理に戻った。

　さっぱりしたあとはやはり食欲、というので、夕食の準備をすることになったのだが、母が多めにハンバーグの準備をしておいてくれて本当に良かった。さすがに一から作るのはハードルが高いが、ハンバーグの形にしておいてくれたものを焼くくらいなら、愛にもできる。

　肉汁が残ったフライパンにとんかつソースとケチャップを入れて、軽く胡こ椒しようを振って煮詰める。他ほかの家がこういうやりかたをするのかどうかは知らなかったが、こうして作ったソースはこくがあっておいしい。少し甘めがよければ、ここにイチジクのコンフィチュールを入れたりしてもおいしくなる。

　──ふむ。新婚さん、といった感じだな。

　天使の声に、愛は煮詰めながら搔かき混ぜていたへらを危あやうく落としそうになった。し、新婚さん──別にいやらしかったりする言葉ではないのに、なぜか頰ほおが火ほ照てる。

（や、やだ……なに言ってるんですか、天使様）

　おもわず、搔き混ぜる手が早くなってしまう。

　ぐるぐると、言葉が頭の中を回る。新婚──つまりは結婚。光ひかると結婚──考えたこともなかった。もちろん光のことは好きだけれども、まだ付き合ってもいないのだし、まずは恋人になってデートとか、そういうことが先で、そのまた先の、一生を共にするかどうかなど、完全に想像の範囲外だった。

　──なんだ、いやなのか？

（そ、そんなこと言ってないじゃないですか！……ただ、あんまりにも遠い話っていうか、想像もつかないっていうか……）

　ぐるぐる。頭も。ソースも。いやだなんてことは絶対にない。ウェディングドレスはとても綺き麗れいだと思うし、そんな機会でもなければ、あんなふわふわしたドレス、着る機会など、まずないだろう。

（デザインは、あまり派手なのは好きじゃないな……）

　手を止めずに愛あいは考えた。

　スカートはふわりと大きく広がっているけれど、上はチューブトップ並みに肩とかが出ているのが素敵かも知れない。二の腕まであるイブニンググラブっぽいのを手にはめて、頭に載せるヴェールは、花のようにふんわりと。

　そうして、オルガンが結婚行進曲を奏かなで始める、教会の扉とびらが開くと、その先には神父様と白いスーツ姿の光ひかる。憮ぶ然ぜんとした父に手を引かれてバージンロードを進んでいくと、綾あや香かとか、友達たちが拍手で出迎えてくれ──

　──おい、焦こげてる。

　はっとして、愛はフライパンを見た。ソースがぽこぽこと泡あわを立てている！　慌あわててガスを止めて、へらでフライパンの底を擦こすってみた。よかった。そんなに焦げてはいない。

　──また妄もう想そうか？

（想像って言ってください！）

　愛は皿に載せたハンバーグにソースを掛けると、彩いろどりと栄養の温野菜（茹ゆでておいてくれたものを電子レンジで温めただけ）を添えて、テーブルへ向かった。

　光は、最さい前ぜんと変わらず、おとなしく椅い子すに座って動いてはいなかった。暇ひまかも、と思ってつけたＴＶを見つめているが、本当の意味で見ているかどうかはわからない。ぼーっとしているのはいつものことだけれども、それとはやはり違う気がする。

　ふわりと湯気の立つ皿を置くと、匂においに釣られたのか下を見たが、フォークとナイフを取ろうとはしなかった。手は相変わらずお行ぎよう儀ぎよく膝ひざの上。踵きびすを返し、炊すい飯はん器きから御飯を別の皿に盛って戻っても、やはり動かず。

（気に入らなかったのかな……）

　こってり系よりも、光はさっぱり和食系がよかったのだろうか？　デミグラスソースもどきよりも、大根おろしにポン酢醬しよう油ゆの和風ハンバーグが好きだったのかも知れない。

（あう……わたしって、好きな人の好みも知らないなんて……）

　床に膝ひざをついて、がっくりと落ち込みたかった。

　──相変わらずの妄もう想そう過か多ただな。

（だって……）

　──まったくあたっていないぞ。神かみ代しろ光はいま《怠惰スロース》の《大たい罪ざい》が進行中だと言っただろうが。デミグラス風ソースのハンバーグが気に入らないのではなく、単に手を上げるのがかったるいだけだ。ほら、耳を澄ませてみろ。

　言われたとおりにすると、くぅ、とおなかの鳴る音がした。自分のではない。光だ。

　──いいぞ。食欲が刺激されている。思うに、食事はとっていただろうが、おそらくそれは栄養補助食品のような、料理とは程遠い、とりあえず食欲が満たされればいい、といった程度の代しろ物ものであったに違いない。

（な、なんだ……）

　ホッとした。

（じゃあ、どうすればいいんですか？）

　──風ふ呂ろのときと同じだ。おまえが食べさせてやれ。切り分け、口元に持っていったところで自ら食べればまだ望みはある。口を無理やり開けなければならないようでは深刻だが。

（た、試してみます）

　愛あいは椅い子すを移動して光ひかるの斜め前に座ると、ハンバーグを切り分けた。肉汁があふれ出す。よかった。生なま焼やけではない。十分に火が通って、でもジューシーだ。そこにソースを絡からめ、愛は光の口元に差し出した。

　ぴく、と光の鼻が動く。食べるか──食べた！　口が開いてゆっくりと頭が前に倒れ、ハンバーグを口に含んだのだ。

　愛は素早くフォークを抜いた。

　光は、牛が草を食はむように、ゆっくりと口を動かすと、ごくんと飲み込んだ。唇くちびるにソースが薄く付いて光っているさまに、愛はどきりとした。なんだか、とても艶なまめかしい。

　すると光は、今度は自分から口を開けた。それはまるで、ひな鳥が親に餌えさをねだるようで、胸がきゅぅんとなった。それは、光のことを考えるとそうなる、いつもの気持ちとはまた違うものだ。なんというか、もっと根源的ななにか、とでもいえばよいか。

　──母性本能、というやつだな。

（わ、わたし、赤ちゃんいませんよ？　で、できるようなこともまだ、してないし……）

　光君と、いつかするかも知れないけど。

　そんなことが頭に浮かんだが、それは、天使には伝えなかった。

　──本能だからな。実際に子供がいるかどうかは関係ない。

（ふぅん……）

　生返事をして、愛は光にハンバーグをまた差し出した。光はすぐに食いついたが、待ちきれなかったのか、狙ねらいを誤って口の端はしにべったりとソースが付いてしまった。

（新婚っていうより、なんかほんと、お母さん、って感じ）

　ティッシュを探しながらそんなことを思うと、

　──らしくしたいなら、方法があるぞ。

　と天使は言った。

（なんですか？）

　──ティッシュなぞ使わなければいい。唇で直接、舐なめとるのだ。

（えっ!?）

　──うむ、そうだ。それがいい。神かみ代しろ光の性欲も刺激できて、まさに一石二鳥だ。おまえの気分を高めるのにも役に立つ。

（だ、だけど、そんな……）

　愛あいは光ひかるを見つめた。光はソースをくっつけたまま、不思議そうに小こ首くびを傾かしげる。確かに、天使のいうとおり、それはとても新婚っぽいかも知れない。

『あ。あなたほら、そんなところにソースが』

『うん？　ああ、本当だ。おまえ、取ってくれるかい？』

『もう、甘えん坊さんなんだから──』

『いや違う。そうじゃない。そんなティッシュなんかじゃなくて、もっといい方法が』

『え？　ウェットティッシュってこと？』

『そうじゃない。──舐なめて取ってほしい』

『や、やだ、あなた……なにを言ってるの？』

『恥はずかしがることはないだろう？　僕らは新婚なんだから』

『そ、そうね、新婚ですものね』

（って！　新婚だろうとなんだろうと、恥ずかしいって！）

　──自分の妄もう想そうに自分で突っ込んでどうする。

（う……）

　天使の言うとおり。

　──これも使命だ。光を救うためだ。羞しゆう恥ちを乗り越えて、神かみ代しろ光を救うのだ。地じ獄ごくに落ちてからでは、なにもかも遅いのだからな。

（わ、わかりましたよぉ……）

　愛あいは、覚悟をきめてテーブルに身を乗り出した。光の顔がすごく近い。香るのがデミグラス風ソースなのはムードにかけるけれど、それはそれ。ゆっくりと唇くちびるを近付けていくと、光はますます不思議そうな顔になる。

（光君……）

　愛は目を閉じた。少し狙ねらいは外れるかも知れないけれど、目を開けたままなんて、そんな恥ずかしいことは不可能だ。意を決して、口を開けて舌を伸ばす。

　ぺとり。

　舌の上にソースの甘い味と、それから、不思議な感かん触しよくが広がる。ともかくも、狙いは外れなかったらしい。はああ、と息を漏もらして舌を動かし、舐め取って顔を離すと、光はやはり、不思議そうな顔のままだった。だが、完全には取れていない。舌を動かしたその軌き跡せきそのままに痕あとが残ってしまっている。

　それにしても。

　なんというか、不思議な気持ちだった。こんなことが、気持ちいいだなんて。

　──もう一度だな。

（あ……はい）

　今度は、躊躇ためらいはなかった。もう一度舌を這はわす。そうしながら愛あいは、ぞくぞくするような気持ちよさに頭の芯しんが熱くなるのを感じつつ、心の奥底にしこりのように固まっていた《初はじめて》への恐怖がゆっくりととろけていくような気がした。




　　　　☆




　ここが都心だとは思えないほど、暗く、いかにもな空気感のある場所へとバンが入って行くのを中から眺めていた獅しぃ子こは、そこが、

（セメタリー……？）

　だと、正体に気付いた。

　セメタリー。つまり公園墓地。墓地という言葉から想像する、日本的なイメージとは違う、昼間であればそれなりに明るく、散歩コースなどにも組み込めるそこはしかし、やはり夜ともなると本来の姿を取り戻すようだ。

「うわぁ……雰囲気あるぅ……」

　窓にへばりついて呟つぶやいた美み巳みの周りには、肉まんの袋が散乱している。あまりにも五う月る蠅さいので、仕方なくコンビニに寄って買い与えたのだが、一度では治まらずに、結局、一〇回も寄り道をさせられる破は目めになった。

「見て見てぇ。なんか出てきそうだよねぇ。ゾンビとかぁ、ゾンビとか、ゾンビとか！」

「ゾンビばっかじゃねーか」

　け、と言った久く美みは、まだ胸を食べられそうになったことを根に持っているようだ。その隣では羊よう子こが巳み和わを膝ひざの間に座らせて抱くようにしながら体を揺ゆらしている。ずっと音楽を聴いていて、片方のイヤホンを巳和に貸して同じ曲を聴いているようだった。

　棕しゆ櫚ろは相変わらずで眠っていたが、倉くら子この様子は、バンが細道に入ってから少しおかしかった。顔色が悪い。さらにおかしいのは、キーボードを打つ手が止まっていることだった。これは、なかなかありえることではない。

「どうしたんですの？」

　話し掛けると、

「なんでもありません」

　顔を背そむけ、眼鏡めがねの位置を直してパソコンの画面に向き直ったが、その目はなにも見てないと思えた。と──

「倉子はさ」

　眠っているとばかり思っていた棕櫚が、目を閉じたまま言った。

「お化けが怖いんだよね？」

　青かった顔に、血が上って僅わずかに赤くなる。

「そ、そんなこと──」

「別に無理する必要はないんじゃないかな。バンの中に残ってもいいと思うよ？　ね、獅しぃ子こ」

「そうですの？」

　すると、倉くら子こは眼鏡めがねのブリッジを押さえながら、ええまあ、と呟つぶやいた。その横顔には、どこか屈くつ辱じよくが滲にじんでいる。
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「まあ、よろしいですけれど。でも──」

　獅ぃ子は前に向き直ると、ヘッドライトに浮かび上がった保育園の看板を見た。『聖～』と頭に付いている。つまり、この保育園は。

「──ようやく、尻尾しつぽを捕まえたようですわ」

　バンを駐車場に入れる《赤せき兎と》の運転を見ながら、獅ぃ子はそう呟いた。犯行に使われた車を売った先がここだというのが偶然のわけがない。車を停とめると《赤兎》が降りてきて、獅ぃ子を肩に担かつぎ上げた。夜の空気はひんやりとして、早くも冬を感じさせる。

「行ってらっしゃい」

　棕櫚の声を背中に聞きながら、獅ぃ子は仲間たちを引きつれて保育園の明かりの点ついている部屋へ向かった。門は閉まっているが、そんなことは関係ない。いる。なんの確証もあるわけではないが、確信できた。

「《赤せき兎と》」

　命じ、開かせ、乗り込む。ノックなどせず、アルミ戸を開くと、ぎょっとした顔が振り返った。若い男。だが、獅しぃ子こは覚えていた。シェルターのドアが開くまでの間、何度も何度も見たのだ。監かん視しカメラのテープを。男は、そこに写っていた一人。

　案あんの定じよう、男は獅ぃ子たちが誰だれかということに気付くと、逃げ出そうとした。が、遅い。久く美みが、素早く動いて机の上を駆け抜ける。最後の机の縁へりを蹴けると空中で回転して男と戸口の間に下り、大きく腕を広げる。

「逃がすかよ」

　歯を見せて笑うと、男は顔を恐怖に引き攣つらせた。

　それは決して、暴力や、脅おどしや、そうしたものに対して、人が見せるものではない。もっと根源的なもの。真の恐怖に向かい合った際に人が見せる、半なかば笑いに似た、そんな顔。

　男はあえぎながら踵きびすを返した。が。

「ひ……」

　周りをすべて少女たちに囲まれ、すでに完全に逃げ場がないとわかると、棒を飲んだように体を硬直させた。そしてそれは《赤兎》が前に進み出ると、一層硬くなった。

「あなたをどうこうするつもりはありませんわ」

　肩の上から睥へい睨げいしつつ、獅ぃ子は言った。

「もちろんそれは、正直に答えれば、ですけれども。──神かみ代しろ光ひかるをどこへやりました？」

「だ、誰が言うものかっ……」

　絞り出すようにした声は、はっきりと震ふるえている。強がりを。だが、この手の人間は肉体的な苦痛には屈くつしないことが多い。いくら鞭むちで打とうと、久美がプロレス技わざを掛けようと、そうそう喋しやべるものではない。ゆっくりと、もっとえぐい、拷ごう問もんに近いことをすれば別かも知れないが、そんな時間はない。ならば。

　獅ぃ子は目を眇すがめ、自らの内なる《大たい罪ざい》を高めた。普通の人間にはわからなくても、やはりこの男にはわかったようだ。はっきりと顔が青ざめる。

「わかったようですわね？　そうですわ。あくまで言わないのなら、おまえには《大たい罪ざい》を犯して貰もらいます。たとえそれがただひとつでも、どういうことか……わかりますわね？」

　静かに少女たちが見つめる。

　どう見えていることか。黒塗りの顔に、ぎらぎらと赤い目だけが輝く──そんな風かも知れない。そうした少女たちに円を描いて囲まれて。生きた心地ここちもしないだろう。

　なにしろ《大たい罪ざい》を犯させてやろうか、と言われたのだから。それはすなわち、死後の安あん寧ねいを奪われ、永えい劫ごうの苦しみにその身を晒さらすということ。つまりは──《地じ獄ごく》行き。

「ひとつでも十分ですけれど、幸い──おまえにとってはこの上ない不幸でしょうけれど──ここには五人の《大たい罪ざい者しや》がいますわ。さあ、いったい、どの《罪シン》からがよろしくて？　《憤怒ラース》？　《邪淫ルスト》？　《嫉妬エンヴイ》？　《大食グラトニー》？　それとも……《高慢プライド》？　それがいやならば、素直に吐はきなさい」

「い、言うものか……」

　震ふるえながら指を嚙かむ。皮が破やぶれて血が滲にじむ。

　ち、と獅しぃ子こは舌を打った。信徒にとっては《地じ獄ごく》へ堕おちることはなによりも避さけたいことのはずだ。なのに抵抗するとは。それだけの覚悟を持った人間の口を割らせるのは、決して楽ではない。ひょっとしたら、できやしない、と心のどこかで思っているのかも知れない。

（馬ば鹿かにしないで頂きたいですわね）

　獅ぃ子は鞭むちを鳴らした。

「──羊よう子こ」

「はぁい♡」

　大きな胸を揺ゆらしながら、羊子が前に出る。この中で、一番《大たい罪ざい》を犯したと実感できるのは、彼女の《邪淫ルスト》だ。なぜなら、唯ゆい一いつ、強制できるものだからだ。抱かれ、そしてイってしまえば、無理やりだろうがなんであろうが、言い逃のがれはできない。そして、この男がどんなにかたくなであっても、羊子を相手に我が慢まんなどできるはずはない。

　ぺろり、と唇くちびるを舐なめて、羊子はコートをはだけた。

　小さな黒いビキニだけを身に着けた、真っ白い肌があらわになる。男の喉のどが、ごくりと動いたのを、獅しぃ子こは見み逃のがさなかった。どんな高こう潔けつな心を装よそおっても、やはり、所しよ詮せんは男だ。ひゅんと鞭むちで空気を切り、獅ぃ子はその先で男を指した。
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「どのみち、おまえは喋しやべることになりますわ。よろしくて？　《大たい罪ざい》を犯して喋るか。その前に喋るか。道はその二つしかありませんのよ？　さあ、どうします？」

　羊よう子こが体をくねらせながら近付く。その動き、ひとつひとつが、呼吸を忘れるほど艶なまめかしく、男はどこかで無む駄だと知っているのだろうが、それでも抵抗するように首を振った。

「どうしても、逆さからうおつもりですの？」

「あ、あたりま──え？」

「？」

　急に男の様子が変わり、獅ぃ子は眉まゆを顰ひそめた。突とつ如じよ、顔の筋肉が弛し緩かんしたようになり、がくんと顎あごが開き、目もとろんと濁にごる。だが、異変はそれだけにとどまらなかった。

「そんな……ああ、なんていうことでしょう！　光栄です！」

　いったい誰だれと話しているのか。虚こ空くうに向かって、独ひとり言ごとというにはあまりにも大きい声で、男はそんな風に口を利きいた。その目は獅ぃ子のことはもちろん、その場にいる誰のことも見てはいない。その顔には喜びが満ちている。が。それはすぐに戸と惑まどいに変わった。

「えっ！　し、しかし──あ、いえ！　そんなつもりは！　わ、わかりました。そう仰おつしやられるのなら、私はそれに従います……はい」

　男はぐったりとうなだれた。

「おい……なんなんだ、こいつ？」

　久く美みが気味悪そうに言ったが、獅ぃ子は答えず、黙って様子を見守った。なんだろう、この気持ちの悪さは。なにも感じないはずの足が、むずむずする。できることなら、この場から駆け足で別の場所へ行ってしまいたいような、そんな風な。

　やがて、男は顔を上げると、獅ぃ子を睨にらむように見上げた。反抗的な目。そこに、先ほどまでの恐怖はどこにも見付けることができなかった。

（いったいなにが、この男に自信を与えたんですの？）

　わからなかった。

　隠れてこっそりと酒を吞のんだとか、そういうこともなかったはずだ。あれば見逃すはずはない。男は三六〇度、見られていた。なにかしたのなら、獅ぃ子でなくても、誰かは気付いたはずだ。なのに、誰もなにがあったかわかっていない。

　それなのに男は自信にあふれた表情になり、獅ぃ子を見返すという真ま似ねをしている。

「脅おどしなど、必要ない」

　そう、男は言った。

「知りたければ教えてやる」

「どういうわけですの、その心境の変化は？　わたくしたちに恐おそれをなした、というわけでもないようですけれど」

　すると、男は恍こう惚こつとした表情を浮かべた。羊よう子ことの体の関係など、とるに足らぬ、つまらぬこと、足元にも及ばない歓よろこびを得た、といわんばかりの。

　侮ぶ辱じよくされたと感じたのか、羊子の表情が険しくなった。妖よう艶えんさが消え、床に伸びた影の肩の辺りが揺ゆらめく。それはさながらもがく獣けもの。すべてを踏みしだかんとするがごとく、前に出る。

　獅しぃ子こは素早く鞭むちを一振りした。即座に《赤せき兎と》がその長い腕を伸ばして、羊子の行く手を遮さえぎった。が、すこし遅かった。羊子は止まることができずに鼻を打ち、うう、と呻うめいて顔を押さえて目を瞬しばたたいた。《赤兎》の腕は鉄棒のようなもの。だがおかげで、正気には戻ったようだ。

「いいですわ」

　掌てのひらで鞭を鳴らす。

「おまえが、どうして急に変心したか、それはどうでもいい──そう、どうでもいいことですわ。ええ。わたくしは。わたくしたちは、光ひかる様の居場所がわかればよいだけ。そのためにここに来たのですから」

　自らに言い聞かせ、獅ぃ子は男を睨にらみ返した。

　そう。いまはいい。いまは光の行方ゆくえを知ることが、なによりも重要。だが、もちろんこの男をこのまま見み逃のがすつもりはない。我らの邪じや魔まをするものが何者であるのか、それは知らねばならない。知って、そして叩たたき潰つぶす。

　この男は、そのために必要だ。獅ぃ子は男に鞭を突き付けた。

「さあ、お言いなさい。光様はどこですの？」

　男は唇くちびるを舐なめ、そして。

「神かみ代しろ光は、いま──」
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　──で、どうだ？

　バスタオルと下着、それにパジャマを手に階段を下りる愛あいは、頭の後ろから響いてきた天使の声に、どうってなんです？　と返した。胸はドキドキとしているし、足元はなんだかふわふわとして気を緩ゆるめたら階段を踏み外してしまいそうな気がする。

　──きまっているだろう。覚悟はできたのか、と訊きいているのだ。

　なんの覚悟です？　とは訊かない。いまさらだ。そんなもの訊くまでもなく、光ひかると《契ちぎる》覚悟にきまっている。

（さあ？）

　そう答えながら、でも。以前ほど、怖いとは感じてはいなかった。もちろん、いざ直面したらどうかはわからない。けれど、いっしょにお風ふ呂ろに入って光の裸を見て（恥はずかしかったけれど、綺き麗れいだとは思ったけれど、怖くはなかった──アレは別にして）、御飯を食べさせてあげて、それから、膝ひざ枕まくらをして歯を磨いて、光にたくさん触れて、そのおかげなのか、無む闇やみに怖いとはいまは感じてはいなかった。

　光はいま、愛の部屋のベッドに横になっている。やる気がないのは相変わらずだが、それでも少しは《堕落ダウンフオール》から脱しつつあるのか、少しだけ、本当に少しだけ、興味ありげに部屋の中を見回して、愛が、暇ひまつぶしになれば、と差し出した雑誌のページを捲めくったりしていた。

　ので。

　その隙すきに、光を洗うだけで自分はまだちゃんと入浴をしていなかったことを思い出して、シャワーを浴びに行くところなのである。それは別段、これからもしかして、というそのために、ということではない。

　お風呂は日課だし、それだけのことだ。それに、光のあの状況を見る限り、今夜いきなりということはありえそうにないのではないかと思える。

　──それではこまるのだがな。

　天使の声に、階段を踏み外さないよう壁に手を添えて振り返った愛は、それが正解であったことを知った。なぜなら天使は逆さかさになって浮いていたからだ。危あやうく、ひ、と悲鳴を上げそうになり、ついでに階段も踏み外しそうになって、なんとか壁についた手のおかげで堪こらえることができた。

（お、脅おどかさないでくださいよ！）

　すると天使はくるりと回って普通の胡坐あぐらの格好に戻ると、乱れた髪を手で梳すいた。

　──別に脅かしたつもりはないぞ。

（自覚がない分、やっかいなんです！）

　踵きびすを返し、愛は残りの階段を降りた。誰だれだって、目の前に逆さづりに人間が現れたら驚くにきまっているのに、ふわふわと浮いている天使には、そうした自覚があまりないらしい。

　──ともかく、だ。

　それでも一応は気を使ってくれたのか、天使が再び話し掛けてきたのは、階段を降りきってからだった。

　──悪あく魔まっ娘こたちは早そう晩ばん、ここへたどり着く。それは間違いのないことだ。連中の、特にリーダー格の《高慢プライド》の《罪人シナー》、明あけ星ほし獅しぃ子こという娘は金持ちなのだろう？　金持ちは手て強ごわい。我が愛すべき人間の損そん得とく勘かん定じようは、勘定、というくらいで、金の力に簡単に屈服する。もしくは欲望を満たしてくれる代だい償しように。そうでないものもある、と言いたげな顔だな？　確かに、それは否定しない。おまえにとっての、そして連中にとっても神かみ代しろ光ひかる──それはそうだ。だが、他ほかの連中にとっても同じかといえば、それはない。

　愛あいは階段を回って、バスルームへ向かいながら頷うなずいた。一応、玄関の二つの鍵かぎはしっかりと施せ錠じようしてある。とはいえ、そんなものは、その気になれば簡単に壊せてしまえるものでしかないのだが。

　──そのまえに、できることなら今夜、《契ちぎって》貰もらいたいところなのだがな。まだ恐おそろしいのか？

（それは、まあ……）

　風ふ呂ろ場ばで見た光を思い出して、愛は頰ほおを熱くした。あんなものを体に入れるのかと思っただけで、気が遠くなる。すごく痛い、と雑誌なんかを読むと書いてあるし。しょっちゅう頭をぶつけたりして、痛みにはちょっとは慣れてはいると思うが、それとは全然、種類が違うんじゃないかと思う。それに。

　──なんだ？

　微妙な感情の変化に気付いたのか、天使はぐるりと前に回った。

　──別の心配事があるのか？

　図ず星ぼしだった。ある。とても大きな、重要な問題が。回かい避ひするのは、方法だけでいうなら難しいことではない。だが、その手段を手に入れるのは、ある意味、光と《契る》よりも難しい。

　──ああ、なるほどな。

　頭に考えなかった、けれど心の奥底にあるそれに気付いたのか、天使は頷うなずいた。

　──避ひ妊にんのことだな？

　愛は頷いた。言葉に出さなくても考えが伝わることが、いまほどありがたいと思ったことはなかった。避さけがちな問題だが、避けて考えるわけにはいかない。光と《契る》ということは、その可能性がある、ということだ。一番確実な方法は、コンドーム（実物を見たことはないけれど、名前はもちろん知っている）を使うことだが、もちろん持ってなんかいない。だからといって、買いに行くなんてことは、絶対に無理だった。安あん全ぜん日び、というものがあることは知っているけれども（雑誌の体験談なんかにでてくる）、自分のそれがいつかなんて、考えたこともなかった。

　──それならば、案ずることはない。

　天使は空中で胡坐あぐらをかいたまま、大きく頷うなずいた。

　──おまえは昨日きのうから、おまえの頭にある言葉で言うなら《安あん全ぜん日び》に入っている。この私が保証する。

（本当にー？）

　──無論だ。私が望むのは、《ルシフェル》と人の間に子供を儲もうけることではなく、おまえと《契ちぎる》ことによって、《ルシフェル》が《愛あい》に包まれることなのだからな。それによって《ルシフェル》は《大たい罪ざい》を祓はらわれ、地じ獄ごくへ堕おちることはなくなるのだ。

　何度も聞かされてきた話。

　愛あいとて、いまさらそれを疑うつもりはない。そんなことなら最初から信じてなどいない。

（できるかな……）

　いろいろと頭で考えようとすると、どうしても気持ちが揺ゆらぐ。できるか、ではない。やらなければならないのだ。そうだとわかっていても。

　愛は脱衣所に入るとドアを閉め、振り返った。当然のように、天使はそこに浮いている。しかし、鏡には映っていない。こればかりは、どうにも慣れない。驚くということはなくなったけれども、奇妙な気持ちだった。奇妙というなら、そもそも全部が奇妙なのだが。

（あの、お風ふ呂ろ、入るので、出てって貰もらえます？）

　──ん？　ああ、そうだな。

（？　どうかしたんですか？）

　天使の様子が少しだけ、どこかおかしいことに気付いて、愛は訊きいたが、彼は、なんでもない、と言って微笑を浮かべると、空気に溶けるように見えなくなった。本当にどこか別のところに行ったのかどうかは、信じるしかない。

　ため息をつき、愛はスカートのホックを外して滑すべり落とした。ブラウスのボタンも外して、下着姿になって映っている、鏡の中の自分を見た。太っ──てはいないと思う。思いたい。それほどメリハリはないけれど、胸も八三センチはあるから、小さい、というわけではない。ただもう少し括くびれが欲しいなあ、とは思うが、ダイエットはあまりうまくいったためしはない。

（そんなに……悪くはないよね……？）

　ブラをつけたまま、カップを持ち上げてみる。こうすると、一応はくっきりと谷間ができる。光ひかるも興味があるのだろうか？　こういうものに。ぼーっとしていて、女の子よりも恥はずかしがりやであっても。

（そうでなければこまる！……なんて言いそうだよね、天使様なら）

　愛はブラをとるとランドリーバスケットに入れ、ショーツも脱いだ。バスルームに入ると、タイルの床はすでに冷え、ひんやりとしていてぞくりとした。どこにも光の温ぬくもりはない。

　湯ゆ桶おけでバスタブからお湯を汲くんで床に流す。追おい炊だきをしておいたので、お湯は適温になっている。バスチェアを出して腰を下ろし、愛はシャワーで髪を濡ぬらすと、いつも使っている果実フレーバーのシャンプーに手を伸ばした。

（子供っぽいかな……）

　ラベルには、『ストロベリー』とプリントされている。微かすかに甘いこのシャンプーの香りは好きだけれども、今夜はもしかしたら、万が一でも、特別な日になるかも知れないのだ。それなのに『ストロベリー』？　そう考えると、ありえないような気がした。

　手をずらし、母のシャンプーを手にすると、ちょっと掌てのひらに出して匂においを嗅かいでみた。少しも甘くない。けれど、大人、な感じがした。

（これ、使ってみよう）

　そうきめて、愛あいはさらに少しシャンプーを出して掌を擦こすり合わせて伸ばし、それを髪に撫なで付けるようにして、丁てい寧ねいに洗い始めた。いつもと違う、どこかハーブっぽい香りが、なんだかそれだけで大人にしてくれるような気がする。

（本当に、しちゃうのかなあ……）

　半なかば実感できず、けれども鼓こ動どうは高鳴りっぱなし、体温は熱があるみたいに高い、その体の変化を持てあましながら、とにかくしゅこしゅこと髪を洗い続けた。

　外に一台の黒塗りのバンが停とまったことは、まったく気付かず。




　　　　☆




「ここが、白しら鳥とり愛の家……？」

　車から降り、道路を挟んだ歩道に立った獅しぃ子こたち七人は、小さな一いつ戸こ建だての家を見、誰だれともいわず、ごくりと唾つばを飲み込んだ。

　なんの変へん哲てつもない家だ。

　この大きさで新しん宿じゆくに近いこの場所なら、価格は六〇〇〇万円くらいだろうか？　三五年ローンなのは間違いあるまい。いや。もしかしたら土地は昔から持っていたものかも知れない。この辺りにはそうした家が多い。だとすれば、それほど高くなく、この家を手に入れることができるだろう。にしても。

（この雰囲気は、いったいなんですの？）

　家を、見えない膜まくのようなものが包んでいるような感じだ。しかもそれは、触れることを躊躇ためらわせるような、雰囲気がある。体が、全力で警戒警報を鳴らしている。そう、これは。同じような雰囲気の場所を、獅ぃ子は知っていた。

　教会だ。

　そして、元の光ひかるの家であった神かみ代しろ邸てい。ここは、それと同じ臭においがする。しかしなぜ？　白鳥愛はシスターでも修道女でもない。特定の神に対する信仰を持たない一市民だ。もちろん家族も同じく。こんな聖せい別べつされた場所に住んでいるはずがない。

「どうなってんだ、こいつは……」

　鳥とり肌はだを立てながら、久く美みが呟つぶやく。気持ちはわかる。見えない毒に包まれているような、そんな感じだ。とても、前には進めない。一歩でも足を踏み入れたらどうなるか──頭には、服だけでなく、骨すら残らぬほど完かん璧ぺきに焼き尽くされる自分たちの姿が、浮かんだ。

　う、う、う、と仲間の少女たちも呻うめく。

　臭においも耐たえ難がたい。

　実際に嗅きゆう覚かくが刺激されているわけではない。それとは違うのだが、吐はき気けをもよおすそれを頭の中にはっきりと感じる。

「ちきしょう……」

　咳せき込んで、久美は唾つばを吐はいた。ぼんやりとした街灯の下で、それはどこか赤かった。

「白しら鳥とりのやろう……やっぱり、オレたちの敵だったんだな。今度のことも、全部あいつが裏で糸を引いてやがったんだ。よくある話だぜ！　無害を気取って、実は──ってのはよ」

　そうだろうか。

　確かに、光ひかるはここに運び込まれたようではある。

　監かん視しをしていた部下の報告によれば、今日きようの夕刻、大型ＴＶか、家具か、というような大きな荷物がひとつ、届いたらしい。その後は何事もないとのことであるから、その荷物の中に、光が納められていたのだろう。

　いままで報告がなかったのは、獅しぃ子こ自身が優先度を下げたからだ。あの組織的な襲しゆう撃げきを考えれば、いままでの調査結果から、白鳥愛あいの関与はないと考えて矛む盾じゆんはない。むしろ、光がいなくなったことを知られた場合の方が、面めん倒どうが起きる可能性があった。

　そこまでこちらの考えを読んで、光をここへ運び込んだ──とも思えない。もしかしたら、これはひとつの可能性だが、《敵てき》は、愛を利用しているのかも知れない。光を《堕落ダウンフオール》させまいとしているのだとしたら、もっとも有効な手は《愛あい》だ。

　それを、知っているのだとしたら。

（進まねばなりませんわ）

　獅ぃ子は、《赤せき兎と》の肩の上で拳こぶしを握にぎり締しめた。たとえこの身が焼かれようとも。どうせ、光を《堕落ダウンフオール》させることができなければ、この身はいずれ自らの《大たい罪ざい》によって、焼かれてしまうにきまっているのだから。

　獅ぃ子は掌てのひらで鞭むちを鳴らし、その先端で、愛の家を指した。

「なにがなんでも、光様を取り返すのですわ。どんな妨害があったとしても、怯ひるまずに」

「ったりめーだろ」

　ぶるっと震ふるえながら、久美は自分の掌に拳を打ち付けた。後ろで美み巳みも頷うなずく。その手の中ではポテトチップの袋が潰つぶれている。

「わたしの物はわたしの物……」

　ぶつぶつと倉くら子こが呟つぶやけば、隣で棕しゆ櫚ろは欠伸あくびをする。そして、羊よう子こはコートの合わせに手を突っ込んで胸の谷間を強調するように位置を直し、そのコートの裾すそを摘つまんで、巳み和わは暗い嫉しつ妬との炎を宿した目で、静かに愛あいの家を睨にらんでいる。

「……行きましょう」

　獅しぃ子こは鞭むちを振り下ろした。

　進め。

　進め。

　たとえ、この身が光ひかりに焼かれようとも。光ひかるをこの腕に取り戻すため。




　　　　☆




　──愚おろかな。

　行き交かう車の流れを気にもせずに道路を渡り始めた少女たちを見て、ラファエルはただ、そう思った。《大たい罪ざい者しや》がこの結けつ界かいに足を踏み入れれば、決してただではすまない。

　神かみ代しろ光が、罪を犯したその揺ゆり戻もどしで発する光程度でさえ、すべての服を焼かれるほど、彼女たちは《罪シン》にまみれているのだ。

　まして、この結界は大天使アークエンジエルが作りしもの。少女たちが触れれば、その身は服を焼かれるのみではすまず、ソドムを振り返った女のように、瞬またたく間まに塩の柱と化すであろう。

　こちらから手を出すことは許されないが、向こうからやってくるのであれば別の話。塩と化すのは自じ業ごう自じ得とく。もっと早くこういう状況になっていれば、愛をあれほど急せかす必要もなかったかも知れない。

　とはいえ、こうした場合ででもなければ、連中がここへやってくることはなかっただろう。そして愛の力では、神代光をつれてくることなど不可能だった。誰だれかは知らないが、ありがたいことをしてくれた。

　車は少女たち、というよりも、《赤せき兎と》を見るとブレーキを踏み、しかし、その無む茶ちやな横断に文句を言う者もいなかった。言えない、のだろう。クラクションを鳴らした瞬間に、あのラバーマスクをかぶった巨体が、襲おそい掛かってきそうな雰囲気がある。

　少女たちは歩道にたどり着くとガードレールを跨またぎ越えて、家から、玄関の前に立つラファエルから、ほとんど一メートルもない場所に立って、二階建ての家を見上げた。

　その顔には、恐おそれと戸と惑まどいが消えない。

　一歩足を踏み出せば、塩と化すことがわかっているかのようだ。いや、どこかで理解しているのだろう。《罪人シナー》であるという自覚のある、稀け有うな者たちなのだから。

　──背中を押す必要があるか？

　躊躇ためらいを消すには、やはり、神代光の声なりを聞かせるのがいいだろうか。そうすれば、最後の一線を越えるかも知れない。だが、それには。

　排除すべき者がいる。

　──……出てきたらどうだ、ミカエル。

　腕を組んだまま、ラファエルは虚こ空くうに向かって言い放った。

　すると。夜空から一片の羽毛が出現し、ゆっくりと舞い降りてきたかと思うと、爆発的な光ひかりを放って翼を持った人の姿となった。巨大な翼が夜空に翻ひるがえる。ラファエルによく似た男の、長い長いブロンドの髪の頭上には、なにも支ささえるものがないのに光そのものでできているかのような極ごく薄い厚みの輪が浮かんでいる。

　──ラファエル。

　常に微笑を浮かべたまま、大天使アークエンジエル《ミカエル》はそう口を開いた。

　──なぜ、ルシファーにこだわる。

　──わかっているだろう？

　ラファエルは、微笑には微笑ほほえみで返した。

　だが、ミカエルは首を振った。

　──わからぬ。奴やつは《大たい罪ざい》を犯し、《堕落ダウンフオール》し、我らの敵となった者。かつては大天使であったかも知れぬ。しかし、だからこそ罪は重い。主のもっともお傍そばにあった身でありながら、悪あく魔まどもを率ひきい、天てん界かいに戦いを挑いどんだことは。

　──それは無論だ。否定はしない。

　ラファエルは、ミカエルを見つめた。

　──しかし、ルシフェルは生まれ変わった。魔ま神じんの地位を捨て人となったのは、たとえそれが策であったとはいえ、自らの内に悔くいる気持ちがあったからこそ、だ。ならば、手を差し伸べてやることが、仲間であろう？

　──仲間だった、だ。

　ミカエルは瞬まばたきを一切せず、冷れい徹てつに言い捨てた。

　──たとえ人に転てん生せいしようと、奴が天に向かって唾つばをした事実は変わらない。愚おろかで愛いとしい人間であれば、悔い改めることも許されよう。だがルシフェルは、かつては我らと肩を並べた大天使。罪の重さが違う。

　──どうしても、駄だ目めか？

　──どうしても、駄目だ。

　ラファエルは、大きなため息をついた。

　こうなるだろうということは、予測はしていた。ミカエルの性格を思えば、期待をしていなかった。互いが、それが主のためだと信じているのだから、曲げようがない。

　──奴は地じ獄ごくへ返すべきだ、ラファエル。決着は、七つ喇らつ叭ぱが吹き鳴らされたそのときにつけられる。それが運命だ。

　ラファエルは、少女たちがここへたどり着いた理由がわかった気がした。

　──そうか。おまえが。ここに神かみ代しろ光ひかるがいることをあの連中に報しらせたのだな。

　──そのとおり。ルシファーを誘ゆう拐かいし、《堕落ダウンフオール》を防ぐことで《最終戦争ハルマゲドン》を回かい避ひすることを目的とした羊たちの一人に、この連中はたどり着いたのでな。その羊の前に姿を現し、ルシファーをどこへやったか、教えるように命じたのだ。

　──考えは変えない、ということか。ならば、仕方がない。

　ラファエルは結けつ界かいを緩ゆるめた。力を分散させた状態で戦えるほど、ミカエルは弱い相手ではない。獅しぃ子こたちが結界を抜けようと思えば、それなりの代だい償しようを支払うことになるだろう。それでも。神代光を取り返される前に。

（頼むぞ……愛あい）

　初めて願い、そうしてラファエルは背中の純白の、しかし猛もう禽きんの翼を広げた。

　──相手になろう、ミカエル。遥はるか夜の空の彼方かなたで。

　大きく羽ばたき、ラファエルはミカエルが付いてくることを確信しつつ、光ひかりの矢と化して濃密な夜空を切り裂き、飛んだ。
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「……ん？」

　誰だれかに呼ばれたような気がして、愛は丁てい寧ねいすぎるほど丁寧に体を擦こすっていた手を止めた。

（天使様？）

　そう思って呼び掛けたのだが、返事はなかった。こっちが心を閉ざしている、ということはない。けれど、なにも感じない。

（？……気のせいだったのかな？）

　愛はシャワーを出すと、泡あわを流した。少し擦りすぎてしまったらしく、泡の下で二にの腕うでは赤くなってしまっていた。お湯が、少しだけ染しみる。

　けれども、綺き麗れいにして、それがしすぎ、ということはないだろう。今夜の、もしかしたら、ということを思えば。

　積極的な気持ちはないが、もしも光が本当に望むなら流れに身を任せてしまってもいいかも、と心のどこかで思っている自分に、愛はうっすらと気が付いていた。

　もちろん、まだ怖い。

　やっぱり、すごく痛いらしいという話は気になるし、なにより、どのくらい血が出るのかもわからない。生理とは違う。初めてのそれは、言ってしまえば裂れつ傷しようだ。乾燥した唇くちびるがちょっと切れても痛いのに、と思うと、やっぱり尻しり込ごみしそうになる。

（でも、いずれみんな通る道だし）

　くじけそうになる心を、愛あいはそう思うことで支ささえた。いつかは経験することなら、相手が光ひかるなら幸せかも知れない。そのことで光も救われるなら、うれしい。でも怖い。

（あー、もう！）

　蛇じや口ぐちを捻ひねって、愛はお湯を止めた。ちょっと考えすぎた。お湯に浸つかれば気分も少しは楽になるかも知れない。お風ふ呂ろはいつだって味方だ。

（そうしよ）

　愛はシャワーをフックに掛けて、バスタブを振り返った。その途と端たん。

（えっ!?）

　足の裏にぬるっとした感触があって、ぐるり、と世界が回った。バスルームの壁が見え、消え、次に見えたのはバスタブの湯面。だがそれで終わりではなかった。次の瞬間、世界は突とつ如じよ歪ゆがんだかと思うと、目と、鼻の奥に痛みが走った。

「ぐぼっ！」

　口を開いた途端、喉のどに流れ込んできたのは──お湯!?

「がばごぼがばっ！」

　鼻が痛い。喉が痛い。胸が痛い──溺おぼれる！　溺れる!?　そう、溺れてる！　愛は自分の状況をようやく理解した。体はパニックを起こして腕はお湯を搔かきまくり、逆立ちをしたような格好になった足は、いくらばたつかせても空くうを切るばかり。

　たぶん、石せつ鹼けんかなにかを踏み付けて、足を滑すべらせたのだ。

　後ろではなく前、そしてバスタブにお湯が張ってあったのは幸運──だったのだろうか？

　滑って転んで後頭部を強打して即死、ということにはならなかったけれども、このままではいずれ溺でき死しする！

『女子中学生、足を滑らせて自宅風呂場で溺死！　両親が子供を置いて旅行中の悲劇！』

　という見出しが頭に浮かんだ。

　ただの旅行なのにそのせいで、子供を置き去りにしたひどい親、というレッテルを張られてしまうかも知れない。それに──とにかく死にたくなかった！

（助けて！）

　もがきながら、愛は必死に念ねんじた。誰だれでもいい。ここから引き上げてほしい！

　だが、願いむなしく、誰もこの水みず地じ獄ごくから、手を摑つかむなりして、救い出してくれる様子は気配もなかった。体が重い。筋肉の一本一本が麻ま痺ひしたように痺しびれたようにいうことを聞かない。

（も、もう駄だ目め……）

　諦あきらめが胸一杯に広がった──そのとき。誰かの腕が、しっかりと自分の腕を摑むのを、愛は混こん濁だくしていく意識の中で、はっきりと感じた。

　天使様？　それとも──
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　ごお、っと耳元で空気が唸うなり、自分の体が炎に包まれたのを、獅しぃ子こははっきりと感じた。ただしその炎は赤くはない。白。なんの色にも染まらず、ただ白い。温度ということでいえば、白い温度は高い温度、とされている。

　だが、熱くはなかった。

　といって、幻まぼろしというわけでもない。服が──お気に入りの乗馬服、それに手にした鞭むちが火を噴ふん出しゆつして、炭化していく。

　これは、光ひかるが自らの罪を浄じよう化かしていくときに発する輝きに近いものだ。普通の人間であれば、なんの害もなく、むしろ温かみや喜びのようなものを感じるのだろう。が。《罪人シナー》である獅ぃ子たちにとっては、業ごう火かと変わらない。

　真っ白い灰と化した帽子を払う。すると、髪をツインテールに縛しばっていた紐ひもも焼ききれて、ブロンドの髪がばさりと広がった。

（邪じや魔ま！）

　苛いら立だち、獅ぃ子は髪を手早く捻ねじり、縛った。長さが多少短くなり、跳ねた感じになってしまうが仕方がない。ちらりと見ると、仲間たちの体もまた、燃え上がっていた。

「うぜえっ！」

　久く美みは体にまとわり付く燃え上がる服を引きちぎるようにし、倉くら子こは、

「熱っ」

　と叫んで、持っていたパソコンを放した。それはアスファルトに落ちて壊れるよりも早く、小さな爆発を起こして四し散さん、溶解した。その中できらきらと輝くのは、基き盤ばんに使われている金きんだろう。ポニーテールを縛っていたゴム紐が焼ききれて髪が流れ落ちるのも気にせず、憑つかれたように金を拾おうとするのを、巳み和わがその腕を摑つかんで引き止めた。黒いドレスが焼け落ちた全ぜん裸らの少女の腕の中で、テディベアもまた、炎の塊かたまりとなっている。

「……いまは」

　炎に紛まぎれた声に、倉子は頷うなずいて立ち上がった。その横顔は、悔しさに泣いていたのかも知れない。《強欲グリード》の《罪人シナー》である倉子の物への執しゆう着ちやくは、常人のレベルを凌りよう駕がしている。だがその涙は、流れ落ちる前に蒸発していた。

　獅ぃ子は前に視線を戻すと、

「開けなさい」

　と《赤せき兎と》に命じた。

「鍵かぎは破壊しても構かまいませんわ」

　喉のどの奥で唸るように返事をして、《赤兎》はノブを摑んだ。ここまで。歩道から玄関までの、たかが数メートルの距離が、永遠の道みち程のりにも感じられた。振り返れば、全員が敷地に入れていないほど、短いものであったのに。

　と。

　頭上のはるか上で爆発的な光ひかりが広がって、獅しぃ子こは目を眇すがめた。美しい、花火のようだ。光は波は紋もんのように広がり、火の粉このようなきらめきを残しながら消えた。

「…………」

　めき、と耳みみ障ざわりな破壊音に視線を落とすと、ノブがとれていた。なんという簡単な造りか。防犯もなにもあったものではない。穿うがたれた穴に指を突っ込んで引く。ドアは簡単に開き、獅ぃ子は頭をかがめながら中に入った。

「ここが、白しら鳥とり愛あいの家……」

　小さい。ぐるりと見回しただけで、奥の奥まで見渡せてしまう。

「おい！　早く上がれよ！　せめーんだよ！」

　後ろから久く美みが《赤せき兎と》に拳こぶしを突き入れる。その、軽い衝しよう撃げきは伝わってきたが、もちろん《赤兎》はびくともしない。ただ、振り向いただけである。肩の上の獅ぃ子も当然、振り返る形になった。確かに少女たちは裸のまま、玄関から溢あふれていた。すでに炎は消え、燃える物は、あとはその肉体ひとつ、というだけになりつつある。頭を叩たたき、獅ぃ子は《赤兎》を上がらせた。靴くつなど、もちろん脱ぐ必要はない。

「ここは……不思議となんともありませんわね」

　蛍けい光こう灯とうの下、廊下も階段もひんやりとしていたが、身を焼く神しん聖せいさはなかった。懐ふところに入り込んでしまえば、こんなものなのだろうか。それとも、入ることなどできるはずはない、と思ってのことか。

「へぇ～、ここが愛ちゃんのお家うちなんだぁ」

　むっちりとした胸と股こ間かんを隠しながら、美み巳みが囁ささやくように言うのが聞こえた。おいしいものあるかなあ、と続ける中で、巳み和わが壊れた扉とびらを閉める。そうすると、感じていた心地ここちの悪さも融とけるように引いていった。普通の家だ。では、家の外を包むように存在していた《なにか》はなんだったのだろうか？

（……どうでもいいことですわ、いまは）

　獅ぃ子は興味を断ちきって、家の中に向き直った。大切なのは、光ひかるを奪だつ還かんすること。白鳥愛の関与を含めて、調査はあとから徹底的にやればいい。

（さて、どこに……？）

　獅ぃ子は階段を見上げた。一階よりも二階の可能性の方が高い。入り口から距離がある方が安心感があるだろう。この家に、勝手口はあるだろうか？　一階にも人をおいておいて、二階から捜すのがいいかも知れない。

　そう思い、告つげようとしたとき。

（!?）

　目の前を一匹の蠅はえが横切り、獅しぃ子こは危あやうく《赤せき兎と》の肩から滑すべり落ちそうになった。腹が立った。こんな小こ蟲むしが、自分を落とそうとしたなど。叩たたき落としてやりたかったが、手に鞭むちがないことが悔くやまれた。

　蠅は、まるでそんな獅ぃ子をからかうように飛び回り、それからあの、ぶぅん、という耳みみ障ざわりな羽は音おとを立てて廊下を奥に向かった。誘さそっているようだ、と思えた。裸の胸の奥の方で《高慢プライド》が疼うずく。しかし、いまは自らの《大たい罪ざい》を優先している場合ではない。ないが。

　悔しい、と思ったとき。

（？）

　獅ぃ子は眉まゆを顰ひそめた。いま、人の声が聞こえたような気がする。押し殺してはいたが、堪こらえきれなかった、といった感じの、そんな声が。

「……《赤兎》」

　ラバーマスクの後頭部を軽く叩き、獅ぃ子は《足あし》を前進させた。

　後ろをぞろぞろと少女たちが付いてくる。誰だれかに残るように命じようかと思ったが、それを声にする時間すら惜おしいと思えるほど、気が急せいていた。

　蠅が。

　廊下の奥、その閉ざされた扉とびらに止まって、ぶぶぶ、と羽根を震ふるわせている。

　まるで呼ぶように。
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　それは、とても優しいとはいえなかった。

　思いきり腕を引いたその力は、肩が抜けるかと思われるほどで、激痛に一瞬、窒ちつ息そくする苦しさを忘れるほどだった。

　だがそれでも、助かったのだとわかるのに時間は要いらなかった。

　肺はいが空気を求めて、その場所を作るべくお湯を押し出すために痙けい攣れんする。激しく咳せき込み、そのたびにお湯と入れ替わるように空気が流れ込んできて、血に酸素がとり込まれるのを実感する、という経験を、愛あいは生まれて初めてした。

「げほっ、ごほっ」

　鼻の奥がツンと痛い。バスタブに逆さかさに頭を突っ込んでいたときにはわからなかったが、涙がぼろぼろ、あとからこぼれて止まらない。

　本当に死にかけたのだ、ということを、愛は実感した。体が震えている。それは、助かった喜びか。それとも死に直面した恐怖か。どちらともわからなかった。だが、とにかく助かったのだ。

　たぶん、天使だろう。乱暴だったのは、一刻を争う状況だったからに違いない。ほんとうによかった。彼が、わたしに触さわることができるようになっていて。

「あ、ありが──」

　とう、と言おうとした瞬間、また、世界が回った。

（わたしって！）

　ドジもここまで来ると救いようがない。助けられてまたすぐに、転ぶなんて。

　が、違った。そうではなかった。

　転んだのではない。転ばさせられた──押し倒されたのだ。

（ひ、光ひかる君──？）

　バスルームの床が背中に冷たい。覆おおいかぶさるように上にある顔は、逆ぎやつ光こうになってはいるが間違えようもなく。

（違う!?）

　顔は確かに神かみ代しろ光。しかし違った。さらさらの髪は逆さか立だち、いつもの温和な瞳ひとみには、飢えたようなぎらぎらした輝きがある。

（──ルシフェル！）

　そう認めた瞬間、愛あいは唇くちびるをふさがれた。

「んっ」

　唇を食いちぎられるのではないかと怯おびえるほど、激しいキス。はっはっ、と合わさった唇の隙すき間まからあえぐような息が漏もれる。押しのけようとした腕はひとつに括くくるように手首のところで押さえられた。

　ぐい、と顔が強く押し付けられて、顎あごを押し下げられた。口が開く。それを逃のがさず、光の舌が前のときよりもずっと長いと思える舌が、入り込んできて、愛は恥はずかしさに全身が熱くなった。舌が吸われ、捕らえられる。ぞくぞくした快感が背中を昇って、愛は身をよじった。だが、逃れられない。体も、舌も。

（ひ、光君……）

　熱が、頭に及んだのだろうか。頰ほおは燃えるよう。急速に体の力が抜けていく。入れようとしても、入らない。これが、痛みやなにやらがあってのことなら、違ったのかも知れない。しかしそうではない。圧のし掛かられた光の重みすら、心地ここちよい。

　光とはこれまでに三回、キスの経験はある。

　一度目は光から無理やり。

　二度目は愛から。

　そして三度目は。生徒会長選挙のあと、緞どん帳ちようを一枚隔へだてた向こうに全校生徒が集まったその中で。愛は、光と口付けをした。

　けれど、これは。

　そのどれとも違っていた。長く、そして経験したことのない気持ちよさを伴ともなっている。それこそ、抵抗する気をまったくなくすくらいに。光ひかるの唇くちびるが離れてしまうことを、惜おしい、と思ってしまうほどに。

「…………」

　頭を上げることもできないくらい、体の力が抜けていた。光が──《堕落ダウンフオール》し、ルシファーの片へん鱗りんを覗のぞかせている、裏・光とでも呼べばいいのか、いつもと違う彼が──先刻と同じ、さまざまな欲望を秘めた瞳ひとみで見下ろしている。

「……愛あい。おまえは間違ってる」

　静かな、いつもとは全然違う、声変わりをした《男おとこ》の声。だけれどもそれは、間違いなく光のそれで、彼が大人になったらこうだろうな、と思わせるものだったので、愛はあまり違い和わ感かんを感じなかった。

「なぜ《堕落ダウンフオール》したら不幸だと思う？　いや、そもそも《大たい罪ざい》と呼ばれるものはなぜ《罪シン》なんだ？　誰だれだって腹一杯飯めしを食べたい。金だって欲しい。自分よりもいい物を持ってる奴やつはうらやましい。命令なんかされたくない。腹の立つことだってある。のんびりしたいときもある。違うか？　どれも素直な感情だ。人間なら誰だって持ってるものだ。楽しく生きるための気持ちだ。それが悪いってのか？　だったらなんで、こんな気持ちを与えられた」

　まだ、頭がぼうっとしている。それでも、

「悪、くはないと思う……」

　そう答えることはできた。

　御飯をおなか一杯食べるのは悪いことじゃないと思う──暴ぼう飲いん暴ぼう食しよくでなければ。

　お金は誰だって欲しいと思う──それで人を不幸にしなければ。

　うらやましがったっていいと思う──それを自分のやる気にできるなら。

　命令されるのは誰だっていやだと思う──だから命令したい、と考えるのでなければ。

　のんびりしたっていいと思う──ちゃんとメリハリがつけられるなら。

　だから。

「……いけないのは、過すぎることだと思うから」

「これも《罪シン》か？」

　言って、またしても唇を吸われた。去りかけた波が戻ってきて、体が熱くなる。ちゅる、と入り込んだ舌にひとしきり口の中を搔かき回されて、愛は震ふるえた。

「気持ちよくっちゃいけないのか？」

　光の、愛の腕を押さえていない方の右手が動き、愛に触れた。首を指が滑すべり、そして。

「！」

　胸のふくらみを摑つかまれ、愛は息を吞のんだ。掌てのひらが動いて、緩かん急きゆうをつけて触られると、これまでに感じたことのないような気持ちよさが怒ど濤とうのように押し寄せてきて、喉のどの奥が引くつくような奇妙な気持ちに襲おそわれた。

「そんなことはないはずだ。これは人の特権だ。獣けものを見ろ。連中の交こう尾びには苦痛がともなう。虎とらの陰いん茎けいを見たことがあるか？　抜けないように棘とげが付いているんだぞ？　だが人は違う。与えられたものが使えないなら、なんのためにある？」

「そ、それは……」

　わからなかった。考えようとしても、胸から、そして肌に押し付けられる唇くちびるの熱さと、そこから広がる気持ちよさに、考えがまとまらない。

「気持ちいいだろ？　俺おれに全部委ゆだねろ。俺のものになれ、愛あい。そうすれば、もっと気持ちよくしてやる。おまえが知らない世界を見せてやる」

「あ♡」

　撫なでるように、そして弾はじくように手が胸を滑すべり、腰の方へと降りていく。気持ちいい。鳥とり肌はだが立つくらい。このまま抵抗しなければ、きっと最後まで行ってしまう。それは、天使が望んだことでもある。だけど。

（そ、それは……《堕落ダウンフオール》した光ひかる君とじゃ、ない、はず……）

　抜けそうになる力を必死につなぎとめて、愛は光の手から逃のがれるように、その意志があるのだということをわからせるように、体をよじった。

　光の顔にショックと、それからすぐ、怒りが浮かんだのを愛は横目でみた。

「なぜだ……？」

「こ、後夜祭のときにも、言ったよね……わ、わたしが好きなのは、ちょっと情けなくってイライラもするけど、どうしようもなく優しくって、照てれ屋やさんな光君だって。それは、あなたじゃないわ」

　光は、はははっ、と笑った。

「ばっかじゃねえのか！　わかってねえよ、おまえ！　神かみ代しろ光!?　そんな奴やつは三さん界かいのどこにも存在しねえんだ！　あんなものは天使どもが造った贋にせの記憶の塊かたまりにすぎねえんだよ！」

　唇を剝むいて歯を見せ、ぬ、と近付いてきた顔は、確かに光のものでありながら、まったく違って見えた。

「俺が神代光だ！　おまえが好きなのは、俺なんだよ！」

　唇が襲おそい掛かってくる。

　愛は首を捻ひねれるだけ捻って、それを避よけた。光の──否いな、ルシファーの頰ほおが引き攣つる。あらゆる感情がない交まぜになったような顔。

　そのとき。

「光様っ！」

　そんな声と共に、脱衣所の扉とびらが乱暴に開いて、光は振り返った。

　愛も顔を上げる。

　そこには、息を吞のんだ悪あく魔まっ娘こたちがなだれ込んでいて、バスルームに全ぜん裸らで横たわる愛あい、そこに馬乗りになった光ひかるに、声をなくし、呆ぼう然ぜんとした表情を浮かべていた。

「ちっ」

　光は舌を打つと手を離し、立ち上がった。着ていた服はあちこち濡ぬれてしまっていたが、気に掛けた様子もない。踵きびすを返したそんな光の背中を見つめながら、愛は体を起こしてハンガーに掛けてあった手ぬぐいを急いでとると、それで体を隠した。

「光様……」

　獅しぃ子こが高みからそう呟つぶやくと、鋭い目で光は彼女を見た。獅ぃ子の顔が青ざめ、彼女は大男に命じて、自分を肩から下ろさせた。彼の目は確かに、俺おれを見下ろすってのはなんだ、といっていた。

　光は一同を見回すと、普段の彼であれば決して見せないような、どこか邪じや悪あくな、なにか企たくらみがあるのではないかと思わせるような笑えみを浮かべた。

「おまえら、よくやった。完全、っていうには、まだ、ぜんっぜん、まったく物足りねえが、表には出られたぜ。この忌いま々いましい肉体の《浄じよう化か》作用なんぞ、二度と起こさせるものかよ」

　少女たちの顔に安あん堵どと、それから、まだ信じられない、といった思いが浮かんでいた。もしかしたら、自分たちの想像と違っていたのかも知れない。

「愛」

　名を呼ばれ、愛は体を硬くした。光が振り返る。

「おまえは俺のもんだ。ぜってえ、俺のものにしてやる。脅おどしも、なだめもしねえ。おまえが自分から俺に跪ひざまずいて、その体も心も差し出すようにしてやる。ぜってえだ」

「…………」

　愛は、無言で光を見返した。

「いいぜ、その目。ますますやる気が出る」

　光は笑った。

「光様……」探さぐるように、獅ぃ子が呟く。「白しら鳥とり愛は、光様の復活を阻はばむためにあなた様を誘ゆう拐かいした組織のメンバーかも知れないのですよ？　そんな女を──」

「うるせえな」

　ぱし、と頰ほおが鳴って、愛は首を竦すくめた。

　光が──殴なぐった？

　獅ぃ子は震ふるえながら呆然と光を見つめている。殴られたこと自体、生まれて初めてだったのかも知れない。ラバーマスクのしたで、大男が唸うなりを上げ、肩を怒らせた。だが。

「およしなさい《赤せき兎と》」

　かすれた声で、獅ぃ子はそう命じた。《赤兎》は不満を体中に滲にじませながらも、言いつけには従った。忠実な猟りよう犬けんのように。その顔には苦痛が、肉体のものとは明らかに違う痛みによるものが浮かんでいる。他ほかの少女たちにも、動どう揺ようが見える。もちろんそれは、愛あいもだった。

　光ひかるが人を殴なぐるだなんて。そんなことが、ありえるだなんて。
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「行くぞ」

　光はそう言うと、横顔に含ふくみ笑いを浮かべ、脱衣所を出て行った。少女たちが、一人、また一人、そのあとに続く。誰だれもなにも言わない。ただ従うだけ。

　愛は、あとを追わなかった。

（あれは、光君じゃない）

　冷たくなっていくバスルームの床に座り込み、ただ一人、玄関のドアが軋きしみを上げる音を聞きながら、愛は確信した。

（あれが……悪あく魔まの神《ルシファー》……！）




　　　　☆




「手を退ひく!?　それはどういうことですか、師し父ふ！」

　受話器を握にぎり締しめ、千ち代よ神がみ中学の宿しゆく直ちよく室しつで来くる栖すは声を震ふるわせた。玄げんが──神かみ代しろ光を《堕落ダウンフオール》させないために、悪魔の計略を逆さか手てに取って欧おう州しゆうの本部に出掛けた彼が、そんなことを言うなど、その理由がまったくわからなかったし、理解もできなかった。

『聞いておらんのか？』

　なだめるように、玄げんが受話器の向こうで言う声がかすれて聞こえた。

『あの娘たちに神かみ代しろ光ひかるの居場所を喋しやべっちまったあの若者。大天使アークエンジエルに会ったと言っておったじゃろう。本部の奇跡判定官がそいつを奇跡と認定した』

　ため息が交じる。

『大天使は我らの干かん渉しようを望んではおられぬ』

「そんな！　ならばこのまま世界が滅びるのを座ざして待てと!?」

『それが望まれているのなら、仕方あるまいの』

「そんな……」

　来くる栖すは受話器を取り落とし、そのまま畳に座り込んだ。

　ただ、待つしかないというのか。それ以外は許されぬと。《最終戦争ハルマゲドン》が起きるか否いなか、それを人の手に委ゆだね、ひたすら不安と恐怖に震ふるえて夜を眠れと。

「……されど《翼つばさ》、真の愛を知れば……ああ、白しら鳥とり君……」

　来栖は胸の前で腕を組み、ただ祈った。それしか、いまの自分にできることはなかった。教え子に世界の命めい運うんを託たくす以外には。







[image: えぴろーぐ　白鳥愛の独り言・りたーん]







　天使様。

　やっと、天使様の言ってた意味、わかりました。

　本当に、あれは光ひかる君じゃありません。

　ルシフェル──ううん、ルシファーです。

　堕だ天てん使し。

　悪あく魔ま神しん。

　だって……女の子の顔、殴なぐったんですよ!?

　グーじゃなかったけど、でも、殴ったんです！

　……光君なら、あんなこと絶対しません。

　そりゃあ前にも、《堕落ダウンフオール》したときに、赤あか坂さか君たちに暴力、振ふるったこともあったけど、あれは、わたしを守るためってとこもあったし。

　だけど、明あけ星ほしさんを叩たたいたのは、そんな理由じゃなかった。

　うるさいから、って。

　ただそれだけの理由で、光君、彼女の顔を叩いたんですよ？

　あんなのやです。

　あんなの、絶対に光君じゃありません。

　天使様。

　わたし、光君を取り戻したい。馬ば鹿かみたいに優しくて、それがちょっとイライラするような、前みたいな光君を取り戻したい。

　……わたし、覚悟しました。

　もう、逃げ出したりしません！──えっと……た、たぶん。

　だ、だから！

　だから、ですね、天使様。

　姿を見せてください。

　どうして消えてるんですか？　どうしてなにも言ってくれないんですか？

　いるんですよね？

　すぐそばにいて、わたしがちょっとあせってるの見て、馬鹿だなあ、とか思ってるんでしょ？

　やだなあ、もう！

　ふふん。

　わかってるんですからね、天使様の行動パターンは。鼻で笑っちゃいますよ？

　ま、いいや。

　わたし頑がん張ばりますよ。

　だって、あんな光君、いやだもん。

　光君は、いつだって頼りない感じに笑ってなくちゃ！　声変わりなんかしなくて、女の子みたいな子でなくちゃ！

　偽にせ物もの？──ふん！　どっちが！　本当の光ひかる君は、わたしの知ってる光君にきまってるじゃないですか！　ね、天使様？

　……まだ、黙ってるんですか？　意地悪もいい加減にしないと怒りますよ？

　もう、とにかくですね。

　わたし、頑張ります！　絶対、光君を取り戻してみせます！

　恋──じゃなかった。恋は堕おちるものだから違いますね。ええと……愛する乙おと女めをなめるなよ！　光君は絶対元通りにしてみせるんだから！　そう──




　──《愛あい》の力で!!





でぃ・えっち・えぃ　そのご！《終》









　　　　　あとがき







　無事に二年目に突入し、『でぃ・えっち・えぃ』、五巻目です！

　ありがたや～。

　今巻でついにあれしてこーなりましたが、なにがあれでこれなのかは、中身を読んでいただくとしまして、ですね。

　いやあ、すごかったですね！

　なにがかっていうと、四巻のイラストです。まさに、衝撃！

　小宮先生、ありがとうございます！←なにが

　五巻のイラストも楽しみです。うはうは。わくわく。

　他にもちょっと期待していることもあるんですが、これはまあ、口にしてしまうと逃げてしまいそうな気もするので、まだ秘密です。




　ところで、去年から今年にかけては、怒ど濤とうの数ヶ月でした。

　仕事はまあ、相変わらずの忙しさで、別名（結ゆう城き一いち樂がくではない）の仕事が、今年は半分を占めたりして、自分で自分を、あほかっ！　と蹴けり飛ばしてやりたい気持ちですが。

　それはともかく。

　引っ越したのですよ、実は。

　といっても、場所は隣町で、使う駅なんかも一緒なんですけどね。

　これで某ぼう先生と同じ町民に！

　隣の市にも某先生が！

　と、変なところでちょっと喜んでみたりしてます。

　いまだに机が入らず（これを書いている半月後に納入予定）、仮かりな感じの仕事場ですが、前よりはちょっと広くなったので、ますます頑張ろうと思います。




　ああ、そうだ。

　秋のティム祭りは祭りになりませんでした。

　結局、『コープスブライド』は見に行けず、ＤＶＤを買いました。見てないのにサントラも購入してしまったり。

　冬季限定の、Ｔ○Ｌの『ホーンデット～』の『ナイトメア～Ｖｅｒ』も行けなかったし。

　ううん、残念。

　来年もぜひやっていただきたいものです。『ナイトメア～Ｖｅｒ』は。

　そうしたら、今度は絶対に行きたいと思います。




　ということで。

　無事に五巻もこうして皆様の手元にお届けできて、つぎは六巻ですが。

　お届けは、いつものペースなら晩夏か初秋になると思います。

　遅れることのないよう、頑張ってまいりますので、引き続きよろしくお願いします。




　それでは、またお逢いしましょう！




　二〇〇六年　三月上旬


ゆうき　りん　






※『でぃ・えっち・えぃ　そのご！』はフィクションであり、実在する地域、個人、法人、店、団体等とはなんらの関係もございません。
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ゆうきりん

埼玉在住。執筆の励みは、玩具と映画とお寿司。時間を見つけてはエネルギーを充填して戦いに挑んでいる。自分に合う枕を探して回るピロージプシーでもある。近著に『めがねノこころ』シリーズ（電撃文庫）、『オーパーツ♥ラブ』シリーズ（集英社スーパーダッシュ文庫）がある。買ってくださいまし。是非。
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イラスト／小こ宮みや裕ゆう太た

関東の田舎在住。主にまんがを描いて暮らしています。チョコレートと猫がすき。
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